
香 椎 Ａ 遺 跡 ３
― 一般国道３号博多バイパス建設に伴う調査２ ―

福岡市埋蔵文化財調査報告書 第1072集

2 0 1 0

福岡市教育委員会

香
椎
Ａ
遺
跡
３

―
 

一
般
国
道
３
号
博
多
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
調
査
２ ―

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書 

第
一
〇
七
二
集

二
〇
一
〇
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会



香 椎 Ａ 遺 跡 ３
― 一般国道３号博多バイパス建設に伴う調査２ ―

福岡市埋蔵文化財調査報告書 第1072集

調査番号　0737　遺跡略号　KSA-４

2 0 1 0

福岡市教育委員会

● 香椎A遺跡

東区

博多湾

西区

早良区

南区

中央区 博多区

城
南
区



１　香椎Ａ遺跡全景（南上空から）
２　香椎Ａ遺跡全景（東上空から）
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香椎Ａ遺跡第４次調査区全景（上空から、デジタルモザイク）
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香椎Ａ遺跡第４次調査Ⅰ区全景（上空から、デジタルモザイク）
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１　SK2015出土明磁器
２　SD0001出土陶磁器
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　九州の北部、玄界灘に面して広がる福岡市には、豊かな自然とともに、先人
によってはぐくまれてきた長い歴史的遺産が残されています。地理的関係もあ
り、大陸との文化・交易などの交流を示す遺跡、文物も市内に多くみられます。
これら先人の遺産を学び、活用するとともに、保護し未来に伝えていくことは、
現代に生きる私たちの重要な務めです。しかし近年の著しい都市化に伴い、そ
れが次第に失われつつあることもまた事実です。
　福岡市教育委員会では、都市開発等によりやむを得ず失われていく埋蔵文化
財について、事前に発掘調査を実施し、記録の保存を行うとともに、出土遺物
等の活用に努めています。
　本書は、一般国道３号博多バイパス建設に伴い、平成19年10月から平成21年
３月にかけて発掘調査を実施した東区香椎Ａ遺跡の第４次調査の成果を報告す
るものです。遺跡のある香椎地区は福岡市の東の副都心として発展をとげる一
方、古くから香椎宮が鎮座するなど豊かな歴史をもつところとして知られてい
ます。この地区ではこれまでの発掘調査で、中世を中心とした大集落や山城な
どが発見されており、当時の繁栄の一端をうかがわせます。また博多バイパス
建設に伴っては、すでに坂堤遺跡の発掘調査が行われています。今回報告する
調査では中世の大規模な集落を中心とした遺跡が確認されました。これはこれ
までの調査成果と相まって、香椎地区の歴史を解明する上で重要な礎になるも
のと考えられます。
　本書が文化財保護への理解と認識を深める一助となり、また歴史研究の資料
として活用していただければ幸いに存じます。
　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで、福岡国道事務所、
地元町内会をはじめとする関係者の方々のご理解とご協力を賜りましたことに
対し、心からの謝意を表します。

　　　平成22年３月23日

福岡市教育委員会

教育長　山　田　裕　嗣　

序



１　本書は福岡市教育委員会が一般国道３号博多バイパスの建設に伴い、福岡市東区香椎二丁目地内
で発掘調査を実施した香椎Ａ遺跡第４次調査の報告である。

１　本書で報告する調査の細目は下表のとおりである。

調査番号 遺跡略号 調査対象面積 調査面積 調査期間
０７３７ ＫＳＡ－4 約10,000㎡ 6,808㎡ 2007年10月１日～ 2009年３月９日

１　本書に掲載した遺構実測は濱石哲也（調査時埋蔵文化財第１課主任文化財主事）、山崎龍雄（埋
蔵文化財第２課主任文化財主事）、木下博文（調査時埋蔵文化財第２課文化財主事）、立石真二・藤
野雅基・中村理（技能員）が行った。

１　現場での写真撮影は濱石が行った。航空写真、空中写真は株式会社写測に委託して撮影した。
１　遺物の実測は濱石、林田憲三・板倉佳代子（技能員）、立石・藤野・中村が行った。
１　遺物の写真撮影は濱石による。
１　遺物の整理、手拓は樋口久子・石谷香代子・林由紀子・髙須知恵子など整理作業員が行った。
１　本書に用いた方位は座標北である。
１　遺構は４桁の通し番号を用い、遺構の種類に応じて SA（柵）、SB（建物）、SC（竪穴住居）、SD

（河川・溝等）、SE（井戸）、SK（土坑）、SX（墓など）、SP（ピット）の略号を番号の前につけた。
１　本書に掲載した出土遺物は1 ～ 1092までの通し番号とし、遺物出土状況図、遺物写真の番号もこ

れと一致する。
１　本書に関わる図面、写真、遺物など一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵、保管され

る予定である。　
１　鉄滓等製鉄関係遺物の分析結果と所見については大澤正己氏による付論を掲載した。
１　本書の執筆は香椎Ａ遺跡第５次調査を宮井善朗、また SD0001出土遺物を池崎譲二、他は濱石が

行った。
１　本書の編集は濱石が行った。

例 言
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Ⅰ　はじめに
１　調査に至る経緯

　一般国道３号は、福岡県北九州市を起点に県内では福岡市、久留米市をとおり、熊本県熊本市、八
代市を抜け、鹿児島県の西海岸部を経て鹿児島市に至る九州を南北に貫く約430㎞の路線である。福
岡市内にあっては東部（東区）と中央部（中央区・博多区）を結ぶ重要な路線であることから、交通
が集中し、周辺道路も含め慢性的な交通渋滞をうみだしている。この交通混雑の緩和、東区の物流活
動の支援、さらに副都心として整備が進む香椎地区の総合的な交通体系構築などへの効果を期して、
東区下原から二又瀬に至る延長7.72㎞の一般国道３号博多バイパスが昭和43年度から国により事業化
された。その後事業は南側から進み、平成15年7月までに二又瀬交差点から多々良中西交差点までの
4.44㎞が供用され、残されたのは北側に位置する下原までの3.28㎞（2工区）となっている。
　これまでに供用された博多バイパスの路線はほとんど沖積地に建設されたのに対し、残された2工
区は山地や丘陵をとおり、予定の路線内には2ヶ所の埋蔵文化財包蔵地が存在するのみならず、その
地形などからみて未知の遺跡の発見も予想された。
　この2工区については平成3年10月、建設省（現国土交通省）九州地方整備局福岡国道事務所から本
市教育委員会埋蔵文化財課へ、多々良中西交差点から香椎二丁目に至る路線内の埋蔵文化財事前審査
依頼（事前審査番号3-1-143）があったのが最初である。対象地は現在のＪＲ千早駅の東から尾根を
北に越えＪＲ香椎線にいたる山地部分であったが、埋蔵文化財包蔵地には含まれておらず、また埋蔵
文化財課が行った踏査でも遺跡の存在は認められなかった。
　その北側にあたる香椎二丁目の予定路線内にある埋蔵文化財包蔵地（香椎 A 遺跡、香椎 E 遺跡）
の取り扱いについては福岡国道事務所と埋蔵文化財課で協議を行っていたが、平成17年4月8日に国道
事務所から事前審査依頼（17-1-2）があり、同年8月と9月の3日間、埋蔵文化財課事前審査係が重機
による確認調査を実施した。その結果、香椎 A 遺跡内は中世を中心とした遺構が北側の遺跡隣接地
まで全面的に広がり、とくに南側部分では遺構の密度が高かった。香椎 E 遺跡内は大きく盛土が行
われ、進入路の関係から大型の重機が入れず、旧地表の確認もできない状態であった。これを受け、
埋蔵文化財課は国道事務所に対し、香椎 A 遺跡内は建設にあたって発掘調査が必要、また香椎 E 遺
跡内は改めて確認調査が必要との回答を行った。
　その後、香椎二丁目から北側の下原まで踏査を実施し、埋蔵文化財包蔵地外で新たに試掘調査が必
要な箇所がでてきた。平成19年3月に改めてこの下原～香椎二丁目間に関し国道事務所から事前審査
依頼（19-1-1）が提出され、埋蔵文化財第1課では4月19、20日の両日、香椎駅東一丁目と同三丁目で
試掘調査を実施した。ともに丘陵に挟まれた谷部で、三丁目では遺跡は認められなかったが、一丁目
の一部で7世紀の遺物が大量に出土し、新たに坂堤遺跡として埋蔵文化財包蔵地に登録された。
　これらの事前審査により、2工区内では香椎 A 遺跡、坂堤遺跡の発掘調査が必要となった。埋蔵文
化財第1課は国道事務所と上の2遺跡について協議を進め、平成19年度から発掘調査を実施することと
し、平成19年7月発掘調査の委託契約を交わしたうえで、同月、坂堤遺跡（第１次）から調査を開始した。
坂堤遺跡が終了した後の10月から香椎 A 遺跡（第４次）の発掘調査に入り、平成21年3月31日に終了
した。これが今回報告を行う遺跡である。
  なお、平成20年度の確認調査により路線内の坂堤遺跡と香椎Ａ遺跡で新たに遺構が検出され、平成
21年度に発掘調査が行なわれた。平成21年12月までの調査は第1表にまとめている。

− 1−



２　調査の組織

　香椎Ａ遺跡第４次調査は、平成17年度の試掘調査の結果を受けて、平成19年10月1日から開始し、
平成20年3・4月の中断期間を挟み、平成21年3月31日まで実施した。整理・報告書作成は平成21年度
に行った。

　発掘調査委託
　　国土交通省九州地方整備局福岡国道事務所
　発掘調査受託
　　福岡市
　発掘調査
　　福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財第1課
　　　課　　長　　　　　　　　　　山口　譲治（平成19・20年度）　濱石哲也
　　　　調査係長　　　　　　　　　米倉　秀紀
　　　　事前審査係長　　　　　　　吉留　秀敏（19・20年度）　宮井　善朗
　　　　　事前審査　　　　　　　　星野　惠美（19・20年度）　阿部　泰之
　　　　発掘調査・整理報告担当　　濱石　哲也　
　　　　　発掘調査　　　　　　　　山崎　龍雄・木下　博文（19年度、埋蔵文化財第2課）
　　　　　調査・整理補助　　　　　立石　真二・藤野　雅基・中村　理（20年度）
　　　　　整理補助   　　　　　　　林田　憲三・板倉　佳代子・大庭　友子
　　　　庶　　務　　　文化財部文化財管理課管理係
　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥越　由紀子（19年度）　垣替　美香（20年度）　井上　幸江
　なお平成17年度の確認調査は当時の事前審査係濱石哲也、井上繭子があたった。
　発掘調査、整理報告にあたっては委託者の福岡国道事務所、地元の方々、安東昌信さんをはじめと
する発掘作業員の方々、樋口久子・石谷香代子・林由紀子・髙須知恵子らの整理作業員の方々のご協
力を得た。心から感謝したい。

次数 遺跡名 所在地（福岡市東区） 対象面積 調査面積 調査期間 報告

1 坂堤遺跡第１次 香椎駅東一丁目地内 660㎡ 480㎡ 2007年７月17日～９月30日 市報1030集

2 香椎Ａ遺跡第４次 香椎二丁目地内 約10,000㎡ 6,808㎡ 2007年10月１日～ 2009年３月31日 本報告

3 坂堤遺跡第２次 香椎駅東一丁目地内 660㎡ 536㎡ 2009年４月15日～７月28日

4 香椎Ａ遺跡第６次 香椎二丁目地内 2,500㎡ 1,429㎡ 2009年８月20日～12月19日

第１表　博多バイパス関係発掘調査一覧
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Ⅱ　遺跡の位置と周辺の歴史環境
１　遺跡の位置

　九州北部の中央、玄界灘に面する福岡市は三郡山脈、脊振山脈に囲まれ北に開いた福岡平野に位置
する。北には志賀島を湾頭に浮かべた博多湾があり、それを抱くように東から西へ香椎、箱崎、博多、
西新、姪浜、今宿などの地域が河川または丘陵を挟んでその市街地を形成している。そのほとんどが
古砂丘上に立地しており、弥生時代からの人々の営みがこれまでの発掘調査で確認されている。これ
らの湾に面した地域は古くから海を通した交易の拠点となり、また中世にはこれらの地域をむすんだ
石築地（元寇防塁）が設けられ、元の侵攻に対する防衛線として機能した。
　今回発掘調査を行った香椎Ａ遺跡のある香椎（旧糟屋郡香椎町）は、博多湾頭からみれば東南方向
にあたる。福岡市の玄関口の一つであるＪＲ博多駅の北北東約6㎞に位置しており、ＪＲ鹿児島本線、
香椎線、西鉄貝塚線、国道３号線、福岡都市高速道路などがはしる交通の要所として、また福岡市の
副都心として発展をとげてきた。この香椎は、近代以降の丘陵部造成や、博多湾（香椎潟）の埋め立
てなどによって旧来の地形をうかがうことが難しくなっているが、もともとは東の立花山（367ｍ）
山系から西に延びる第三紀の堆積岩からなる幾筋かの丘陵と、その間の狭い谷部からなる可耕地の少
ない地域であったとみられる。北で唐原川、南で香椎川の小河川が博多湾に注ぐ。昭和28年刊行の『香
椎町史』（町制施行十周年記念出版編纂委員会）によれば大小百ヶ所余の溜池が町内に築かれていた
という。近世以前の海岸線はＪＲ鹿児島本線のすぐ西側あたりであり、場所によっては丘陵が直接海
岸に至っており、現在の商業地のほとんどは埋立地の上に築かれている。香椎の北側は志賀島に続く
海の中道の基部にあたる和白、また南側は多々良川右岸の多々良であるが、この両地域とも丘陵で隔
てられている。前述した博多湾沿岸の他の市街地が古砂丘上に広く展開しているのと比べ大きく立地
が異なっている。
　香椎Ａ遺跡は福岡市東区香椎2、3、4丁目地内（昭和30年福岡市に合併する以前は糟屋郡香椎町大
字香椎）に所在する。遺跡は香椎宮の北から西北を囲む丘陵とその裾の約195,000㎡に広がり、その
中心はＪＲ香椎駅の南東側約700ｍにあたる。丘陵の最高所は東部にあり、標高31ｍ前後をはかる。
遺跡の南側には香椎川が北西方向に流れ、約500ｍで旧海岸線とみられるＪＲ鹿児島本線をくぐる。
丘陵西側には北北東方向に浅い谷が入る。大きくみれば東の老山から西の博多湾に向う丘陵上の遺跡
としてとらえることができる。香椎 A 遺跡の北には香椎 E 遺跡、東には香椎Ｂ遺跡、南には香椎宮
遺跡が隣接して分布する。平成19年度発見され調査を実施した坂堤遺跡は、香椎 E 遺跡のさらに北
側300ｍに位置している。
　今回の第４次調査地点は遺跡の西端近くに位置しており、香椎宮の北西約400ｍ、ＪＲ香椎駅の南
東約550ｍの所にあたる。小字は用作と楠田。調査区南端には香椎川が西北に流れ、その南にはＪＲ
香椎線と香椎宮参道がはしる。調査地はこの香椎川を南限とし、北北東の浅い谷に入っていく延長約
200ｍ、幅約45 ～ 55ｍの道路計画用地であり、その間を横断する道路を境に南側からⅠ～Ⅳ区に分け
て調査を行った。現在の標高はⅠ区で4.0ｍ前後、Ⅳ区で7.0ｍ前後をはかる。明治30年代の地図によ
れば調査地全体は水田であり、戦後に造成され一部宅地化されたとみられる。調査開始時には更地と
なっていた。Ⅰ区の西側隣接地は1984年、共同住宅建築に伴い発掘調査を行った第１次調査地、Ⅳ区
東側丘陵上は1998年、病院増築に伴い発掘調査を行った第３次調査地であり、ともに中世を主体とし
た集落が検出されている。
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第1図　香椎Ａ遺跡の位置と周辺の遺跡（縮尺 1/25,000）

１ 香椎Ａ遺跡　　２ 香椎Ｂ遺跡　　３ 香椎Ｅ遺跡　　　　４ 香椎宮遺跡　　５ 坂堤遺跡　　　　６ 香住ヶ丘遺跡　　７ 塚ノ本池遺跡
８ 秋山谷遺跡　　９ 唐ノ原遺跡　　10 多々良大牟田遺跡　11 土井遺跡　　　12 香住ヶ丘古墳　　13 冑塚古墳　　　　14 耳塚古墳
15 舞松原古墳　　16 立花山城跡　　17 城ノ越山城跡　　　18 御飯ノ山城跡　　　点線は博多バイパス２工区計画線
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２　周辺の歴史的環境

　香椎は古くから香椎宮の鎮座する場所として知られている。香椎宮は社伝によれば神亀元年（724
年）の創建とされ、神功皇后、住吉大神、八幡大神を祀る。その前史というべき仲哀天皇の行宮の地、
崩御地、また神功皇后の海外侵攻の拠点の地としても伝えられており（『日本書紀』仲哀紀）、付近に
は仲哀天皇、神功皇后にまつわる伝説地が多い。創建間もない神亀五年、大伴旅人が香椎潟で馬を停
め、連れの小野老、宇努首男人とともに歌を詠んだのもこの宮（香椎廟）に詣でた帰りである（『万
葉集』巻六）。この香椎潟は中世の頃まで船の往来の多かったことが知られている。建久三年（1192年）
には最古の禅寺、建久報恩寺が香椎宮の側に栄西により創建された。元寇の際は豊後国大友頼泰が香
椎宮中に入り、香椎地区の石築地役・異国警護番役を務め、それをきっかけとして大友氏が香椎の領
有化を進めるとともに、博多支配の足がかりとした。また立花山に城を築き軍事拠点とした。戦国時

第２図　香椎Ａ遺跡周辺古地形図（明治33年頃、縮尺 1/25,000）　　　　● 調査地　
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JR香椎駅

香椎E遺跡

香椎A遺跡

香椎宮遺跡

3次

1次
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2次

第３図　香椎Ａ遺跡周辺図（縮尺 1/5,000）

− 6−



代には大内氏、毛利氏などと立花城をめぐり激しい攻防が繰り返され、香椎の村人たちも多大の被害
を被ったものとみられる。ついには天正十四年（1586年）薩摩の兵が立花城を攻めるとき城下近辺を
焼き討ちし、香椎宮もことごとく焼亡した。以後、香椎宮の衰退は続き、一帯は田畑になったと伝え
る。江戸時代に入って復興の兆しを見せるが、かつての興隆を取り戻すには至らなかったという。今、
重要文化財として残る香椎宮本殿は享和元年（1801年）筑前藩主黒田長順の建立したものである。
　この香椎で埋蔵文化財包蔵地として知られている地域は少ない（第1図）。香椎宮を中心に香椎宮遺
跡、香椎Ａ・Ｂ・Ｅ遺跡が丘陵とその裾に広がり、これらの遺跡は地形的にも歴史的にも一体のもの
と考えられる。この遺跡の西北1.5 ～ 2㎞の香住ヶ丘に香住ヶ丘遺跡、香住ヶ丘古墳（墳形不明、三
角縁神獣鏡出土）がある。この両地域間に耳塚古墳（横穴式石室）、甲塚古墳が点在する。東側の山
稜には立花城、城ノ越城、御飯ノ山城の山城が北から南に連なる。南側の多々良との境には舞松原古
墳（前方後円墳）があり、その南斜面には多々良大牟田遺跡（銅釧・銅戈鋳型出土）、土居遺跡など
があったが、宅地造成によりすでに消滅したとみられる。
　このうち香椎Ａ遺跡では後述するように６次にわたる調査が行われ、おもに中世の集落遺構が検出
されている。また香椎宮を挟み東側にあたる香椎Ｂ遺跡では、大規模な宅地造成で、平安～戦国時代
にわたる大規模な屋敷地、さらには御飯ノ山城、大日古墳群などが調査され、古代から中世の香椎に
ついて考える上で具体的かつ重要な資料を提供した。そのひとつとして香椎の地が日宋貿易に深く関
わっていたことが、博多に次ぐ量の墨書陶磁器の出土から知られるようになった。しかし古くからの
伝説をとどめる香椎ではあるが、古墳時代以前の遺構は先に述べた少数の古墳をのぞきほとんど知ら
れていない。狭隘な丘陵谷筋の地勢が影響して遺跡が少ないのは確かだが、平成18年度に坂堤遺跡が
新たに発見されたように、まだ古代以前に遡る
遺跡の存在が予想される。

３．これまでの調査　（第３図）

　香椎Ａ遺跡では1984年の第１次調査以来、
2009年12月末までに６次にわたる発掘調査が行
われてきた。まだ調査が終了したばかりの第６
次調査を除き、第3図に調査地点を示した。以
下簡単に、香椎Ａ遺跡でのこれまでの調査結果
にふれておく。なお香椎Ｂ、香椎Ｅ遺跡も含め
た発掘調査については第3表にまとめた（香椎
宮遺跡では発掘調査は行われていない）。
　香椎Ａ遺跡第１次調査（第４図）
　今回報告する第４次調査の西側隣接地にあた
る。共同住宅建設に伴い1984年4月から5月に発
掘調査が行われた。正式な報告は行われていな
いが、概要によれば、南北長約44ｍ、東西幅約
12ｍの調査地で、調査面積約528㎡。調査区北
端には東西溝があり、南端までの間には掘立
柱建物、井戸（縦板組）、土坑、溝、多数の柱

第４図　第１次調査全景（北から）

第５図　第２次調査全景（西から）
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穴があり、集落が形成されていたとみられる。
出土した遺物は土師器皿が大多数で、その中に
少々中国産の陶磁器が含まれている。これらの
遺物からみて、この調査地点は12世紀代の香椎
宮の門前町の性格をもつ集落とされている。今
回の調査と一体の集落とみられる（註1）。
　香椎Ａ遺跡第２次調査（第５図）
　第４次調査の西南側約200ｍ、香椎宮とのほ
ぼ中間の香椎川左岸にあたる。遺跡の中では南
端部分にあたる。共同住宅建設に伴い、1991年
11月から12月まで建物部分の850㎡について発
掘調査が行われた。現地表から遺構面までの深さは調査区東側で30㎝、西側は一段落ちて80㎝となる。
検出された遺構は、掘立柱建物12棟、井戸1基、溝状遺構8条、土坑9基などで、土師器杯皿、輸入陶磁器、
東播系須恵器、瓦、壁土などが出土している。12世紀後半に南東に面した寝殿と副屋を配し、寝殿前
の広庭の一角に石組み井戸を構えた屋敷が造られ、15世紀にかけて建物構造は変わるものの存続した
とみられる。調査者はこれを香椎宮の大宮司クラスの屋敷跡と想定している。また香椎宮創建以来大
宮司職を勤めた大中臣氏の三苫家に
伝わる16世紀の古文書（三苫文書）に
記された「有光屋敷」が、小字名の「蟻
道」に通じることなどから、遺構と
しては判然としなかったもののこの
地にあった可能性を示唆している（註
2）。
　香椎Ａ遺跡第３次調査（第６図）
　第４次調査Ⅳ区の東北東約200ｍの
標高18ｍ前後の丘陵上にある。病院施
設増設に伴い1998年7月から8月にか
けて498㎡の発掘調査を行った。過去
開発により平坦化されたとされる場
所から、弥生時代終末の小児用甕棺1
基、それに9棟の掘立柱建物が検出さ
れた。建物はその桁の主軸方位から4
群に分かれ、建物周囲の土師器杯皿、
瓦器椀、白磁、捏鉢、石鍋などの出土
遺物から11世紀後半から13世紀後半
にかけ、方位を替えて順次建て替えが
行われたとみられている。北斜面を段
造成し、屋敷地としたものとみられ
る。同様に丘陵地を段造成して屋敷地
を設けた例は、次に述べる第５次調査

第６図　第３次調査全景（北から）

第７図　第５次調査位置図（縮尺1/1,000）

0 50ｍ

調査地点
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でもみられる（註3）。
　香椎Ａ遺跡第５次調査（第７～ 13図）
　第５次調査地点は東区香椎4丁目1147に位置する。個人事業による共同住宅建設に伴う調査で、国
庫補助金をあてた。試掘調査および法面の断面観察により、遺構の遺存している範囲が限定的と考え
られ、確認調査によって遺構の確認された範囲をもとに調査区を設定した。
　発掘調査は2007年10月23日、24日に行い、埋蔵文化財第1課事前審査係の宮井善朗、上角智希、調
査係の米倉秀紀が担当した。調査地点は香椎宮と第４次調査地点の中間に位置し、第４次調査地点の
東にある丘陵のほぼ中央に位置する。周囲はほとんど住宅地として造成されている。調査面積は36.8
㎡である。
　検出遺構　検出した遺構は土坑1基と多数のピットである。土坑は楕円形を呈し、長径3ｍ、短径1.5
ｍ、深さ20㎝程を測る。覆土から土師皿を主とする遺物が大量に出土した。廃棄土坑と考えられる。
そのほかピットを多数検出した。調査範囲が狭く、建物としてはまとまらないが、比較的大破片の土
師皿が出土したピットもあり、こうした例は建物地鎮と考えられる。
　出土遺物　出土遺物は調査面積の割には多く、コンテナケース2箱に達する。多くは土師皿である。

第８図　第５次調査遺構配置図（縮尺1/50）
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1 ～ 14は土坑出土である。法量は下表のとおり。

No. 口　径 底　径 器　高 No. 口　径 底　径 器　高
１ 14.0 10.0 2.4 ８ 14.9  9.9 2.7
２ 15.0 10.0 3.2 ９ 14.8 10.9 2.7
３ 14.55 10.8 2.8 10 14.8 11.7 2.8
４ 14.8 12.2 3.0 11 14.8  9.8 3.0
５ 12.5 10.4 1.9 12 13.8  8.6 2.7
６ 13.7 10.4 2.8 13 14.7 10.5 2.4
７ 13.4 10.0 2.7 14 15.0 11.1 2.7

（単位は㎝）　　　　

　小皿5を除く口径の平均は14.5㎝である。調整はほぼ共通しており、体部は回転ナデ、内底部は不
定方向のナデ、底部は糸切りで、板目が見られる。そのほか特徴的な遺物について略述しておく。15
はピット1出土の小皿で、底部に穿孔がある。17は鉄製刀子の茎破片、21は蓮弁文の龍泉窯系の青磁片、
24は斜格子叩きの平瓦片、23は方柱状の砥石である。27 ～ 32はピット5出土の銅銭である。27は皇宋
通寳（1039年初鋳）、28は熈寧元寳（1068年初鋳）、29は元豊通寳（1078年初鋳）、30は嘉定通寳（1208
年初鋳）、他の2枚は銭種不明である。
　小結　調査面積は狭小であるが、中世前半期の香椎宮関連の集落もしくは屋敷跡の一部を確認し
た。調査区周辺は香椎宮司宅などもあり、香椎宮にとって重要な地域であったと考えられる。すでに
宅地化が進んでおり、地形改変は著しいが、今後留意すべき地域である。

第10図　第５次調査調査風景（奥が香椎宮）

第12図　第５次調査土坑

第11図　第５次調査調査区全景（北から）

第13図　第５次調査ＳＰ1
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　香椎Ａ遺跡第６次調査（第14図）
　第４次調査Ⅳ区と道路を隔てたすぐ北側にあた
る。平成21年度の試掘調査で遺構が確認され、香
椎Ａ遺跡が北側に拡大した。平成21年8月21日か
ら12月28日まで、博多バイパス建設に伴い発掘調
査を行った。試掘調査で遺構が確認された3ヶ所
（北からⅠ・Ⅱ・Ⅲ区）を調査の対象とした。
Ⅰ区では南西に落ちる谷 SD01と西に落ちる谷
SD02、土器埋納土坑 SX03を検出。時期は5世紀。
Ⅲ区では東西に流れる古河川 SD10・11を確認し、
上層からは14世紀の遺物が少量、下層（腐植土）
からは縄文時代後・晩期の遺物がコンテナ30箱ほど出土した。香椎Ａ遺跡における初めての縄文時代
の遺構が確認された。

　　　註1　「香椎Ａ遺跡第１次調査」『蒲田・水ヶ元遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第491集　1996

　　　註2　『香椎Ａ』福岡市埋蔵文化財調査報告書　1993

　　　註3　『香椎Ａ遺跡２－香椎Ａ遺跡群第３次発掘調査概要－』福岡市報第622集　2000

　　　註4　『香椎Ｂ遺跡－香椎住宅造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－』福岡市報第621集　2000

調査
番号 遺跡名 次数 報告書

集 町名 調査原因 調査
面積 古墳 調査

開始
調査
終了 担当者

8451 香椎Ａ 　1  491 香椎 宅地造成 2,000 840430 840531 折尾学

9135 香椎Ａ 　2  317 香椎4丁目 共同住宅建築 788 911105 911227 大庭康時

9821 香椎 A 　3  622 香椎3丁目 病院建設 493 980701 980806 本田浩二郎

0737 香椎 A 　4  本書 香椎2丁目 道路建設 6,808 071001 090331 濱石哲也

0921 香椎 A 　5 香椎4丁目 宅地造成 36.8 071023 071024 宮井・上角

9503 香椎Ａ 　6  香椎2丁目 道路建設 1,429 090821 091228 佐藤一郎

9503 香椎Ｂ 　1  621 香椎字寺熊 宅地造成 17,638

950403 980415

下村・田上

9677 香椎Ｂ 　3  621 香椎字寺熊 宅地造成 22,800 下村・瀧本・本田

9740 香椎Ｂ 　4  621 香椎字寺熊 宅地造成 1,516 2 瀧本・田上

9779 香椎Ｂ 　5  621 香椎字生水 宅地造成 167 瀧本・田上

9806 香椎Ｂ 　6  621 香椎3丁目 共同住宅建築 300 980414 980415 瀧本・田上

0409 香椎Ｂ 　7 年報19 香椎3丁目 宅地造成 227 040412 040430 阿部泰之

9522 香椎Ｅ 　1 年報10 香椎3丁目他 宅地分譲 103 950810 950812 山崎龍雄・池田
調査面積は㎡　　　

第14図　第６次調査Ⅲ区（東から）

第２表　香椎Ａ・Ｂ・Ｅ遺跡調査一覧
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Ⅲ　調査の記録
１　調査の概要

（１）確認調査
　Ⅰ章ですでに触れたが、今回の香椎Ａ遺跡第４次調査は、福岡国道事務所からの平成17年4月8日付
の事前審査依頼（受付番号17-1-2）を受け、同年8月8日、9日、24日の3日にわたる確認調査で遺構と
遺物が検出され、発掘調査に至ったものである。確認調査は香椎川を南限とし、北北西に向い幅50ｍ
前後の帯状に190ｍ延びる道路建設予定地のなかで行った。その間には東西に横断する3本の道路があ
り、対象地は4分割されていた。後述する本調査に用いた地区割りで、南からⅠ～Ⅳ区と呼ぶ。
　Ⅰ区では5本のトレンチ（1 ～ 5トレンチ）を入れた。中央部に東西方向に平行に設けた1 ～ 3トレ
ンチでは、現地表下0.6ｍで黄褐色土の遺構面となり、柱穴、土坑、溝とみられる遺構がかなりの密
度をもって存在していた。南側の一段下がった部分に南北方向に平行に設けた4・5トレンチでは、遺
構面は南に向かい傾斜し、南端部分は現地表から1.4 ～ 1.8ｍの深さとなった。密度は薄いがピット群
を確認した。Ⅰ区のトレンチからは土師器、輸入陶磁器などが出土し、遺構の分布状況からみて、大
規模な中世集落跡の存在が予想された。
　Ⅱ区では東西に縦列で2本のトレンチ（6・7トレンチ）を入れた。盛土が厚く、現地表下1.5ｍで黄
褐色土の遺構面となった。まばらながらピットを確認した。Ⅲ区では東西方向に8トレンチを長く設
けた。ここも盛土が厚く、また遺構面は東から西に0.7ｍほど傾斜しており、西端部での遺構面の深
さは1.5ｍをはかった。土坑、溝、柱穴が確認できた。Ⅳ区は南側に2本のトレンチ（9・10トレンチ）
を入れた。9トレンチは8トレンチと同様東西に長く設けた。東端部は盛土も含め現地表下0.5ｍで岩
盤となり、西に向かって傾斜し、西端部では深さ1.4ｍで遺構面となった。トレンチ西側にかけて土
坑やピットを確認した。10トレンチは9トレンチの北側に設けたもので、現地表下1.0ｍ前後で黄褐色
土の遺構検出面を確認した。土坑状の遺構を確認した。このⅡ～Ⅳ区のトレンチでは遺物の出土は少
なかったものの、それなりの遺構がみられ、Ⅰ区周辺部を構成する遺跡の可能性が想定できた。
　以上の確認調査結果を受け、福岡市教育委員会は9月2日付けで、遺跡内の対象地全体が本調査の対
象となる旨の回答を福岡国道事務所に行った。

（２）調査の経過
　博多バイパス建設に伴う最初の発掘調査である坂堤遺跡第１次調査は、平成19（2007）年7月17日
から9月30日に実施した。その翌日10月1日から香椎Ａ遺跡第４次調査に着手し、平成20年3・4月の中
断期間を挟み、平成21（2009）年3月9日に終了した。
　前述したように調査対象区が現在使用されている道路で4分割されていたので、それに従い南から
北に向かいⅠ～Ⅳ区と設定した。調査はそれぞれの区内で排土処理を行わなければならなかったた
め、Ⅰ・Ⅳ区は南北、Ⅱ・Ⅲ区は東西に分割して行った。発掘にあたっては道路、河川、また隣接民
有地から安全な引きをとった。 
　平成19年度の調査は、10月1日、Ⅰ区南半から開始した。南半を東西に分け、その東側に重機（バッ
クホー）と作業員を入れ、表土剥ぎと遺構検出を平行して行った。香椎川に面した南端部は福岡国道
事務所によるボーリングが施工されていたため、その終了後の10月末から西側と合わせ表土剥ぎを行
なった。11月は東側および南端部、12月は東側および西側の一部の遺構検出・掘り下げを続行した。
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　　　　　第15図　香椎Ａ遺跡第４次調査発掘地点（縮尺 1/1,000）　　上が北
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確認調査の結果通りに、中世の掘立柱建物、井
戸、溝、土坑、土壙墓など遺構がつぎつぎに現
れた。しかし遺構の多さに覆土の硬さも加わ
り、日々の調査の進行は遅々としたものであっ
た。翌年1月には埋蔵文化財課第2課から二人の
職員の応援を受け、1月25日にはⅠ区南半の東
側の空中写真撮影を実施するに至った。同時に
西側の遺構検出、掘り下げを進め、1月末には
西側北の表土剥ぎと東側の埋め戻しを行った。
2月中旬までにほぼ遺構掘りを終了し、21日に
西側の空中写真を撮影した。以後掘り残した遺
構の確認、遺物の取り上げなどを進め、29日に
作業員を使った発掘を終了した。調査担当者に
よる実測の一部は3月3日、重機による埋め戻し
等は17日に終え、平成19年度の発掘調査を完了
した。
　平成20年度はⅠ区北半から調査を再開し、Ⅱ
区、Ⅲ区におよび、Ⅳ区をもって終了した（Ⅳ
区北東部の調査事務所とその周辺は委託者と
の協議により次年度以降に繰り越し）。4月21
日から調査に向けた準備を開始し、5月から重
機、作業員を入れⅠ区の本格的な調査に取りか
かった。まず前年度西側の掘り残した遺構掘り
下げを行うとともに、重機で北半の表土剥ぎと
作業員による遺構検出を進めた。6月の上旬に
北半の表土剥ぎは終了したものの、前年度と同
様に中世の遺構の密度が濃く、また異常気象に
よる豪雨で何度も調査区が水没し、遺構の掘り
下げは遅滞した。9月に入って遺構がほぼ掘り
上がり、9月11日にⅠ区北半全体の空中写真撮
影を実施した。その後重複遺構の掘り下げ、井
戸部材の取りあげ等を10月末まで続けた。調査
の過程で中世面下にも遺構があることがわか
り、10月後半から中世面下を掘り下げ、遺構の
確認を行った。弥生～古墳時代の遺構が現れ、
掘り下げを進め、写真撮影・実測が終了したの
は12月12日であった。埋め戻し・整地が完了し
たのは翌年1月15日であった。
　一方、Ⅰ区の調査の見通しがついてきた8月
26日からⅡ・Ⅲ区東側の表土剥ぎに入り、9月

第16図　調査風景・Ⅰ区開始直後（10月10日）

第17図　調査風景・Ⅰ区西側（２月22日）

第18図　調査風景・Ⅰ区北側（８月20日）

第19図　調査風景・Ⅳ区北側（２月12日）
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からⅠ区と併行して遺構の掘り下げを行った。遺構の密度は薄く、10月9日に空中写真撮影を実施し、
その後実測にかかり、11月上旬に終了した。Ⅱ・Ⅲ区西側は11月5日から表土剥ぎに入り、遺構検出・
掘り下げを順次進めた。11月21日に空中写真撮影、その後実測を行い、12月6日に埋め戻しまで完了
した。
　Ⅳ区は南側の表土剥ぎを11月21日から開始し、12月上旬から遺構検出・掘り下げを行った。南側は
比較的遺構が少なく、12月19日に空中写真撮影を実施し、その後遺構の細部の掘り下げと実測を進め、
1月中旬に終了した。すぐに埋め戻しにかかり、1月後半からⅣ区北側の表土剥ぎとそれを追って遺構
検出・掘り下げを行った。古墳時代の土師器などを大量に投棄した古河川やドングリ竪穴を検出し、
掘り下げに時間をとったが、2月19日に空中写真撮影を実施するに至った。以後実測等を進め、3月4
日に終了した。3月5日に発掘器材の撤収、9日に４区の埋め戻しを終え、平成21年度の調査は完了した。
なお、調査の期間中、その進捗状況に応じて測量、遺構実測（1/20の全体図、個別実測図等）、写真
撮影（個別遺構、全体撮影等）を行った。
　両年度を通した発掘調査面積は6,807㎡。確認調査の結果を受け、中世の集落の調査として発掘を
始めたが、予想に違わずⅠ区では区画溝、掘立柱建物、井戸、墓、土坑、工房などを検出した。また
これまで香椎地区の調査では中世の遺構が主体を占めていたが、今回の調査では弥生時代前期から古
墳時代中期にかけての遺構・遺物を検出した。各区の遺構からは弥生土器、古墳時代の土師器・須恵
器、中世の土師器（杯、皿など）・土師質土器（土鍋など）・須恵質土器（擂鉢など）、輸入陶磁器（椀、
皿など）、滑石製品、瓦、銅銭、石鏃、木製品、ドングリをはじめとした種子などが、あわせてコン
テナ310箱、また井戸側材150点が出土した。
　次節以降、Ⅰ区とⅡ・Ⅲ・Ⅳ区の二区に分けて検出した遺構とその出土遺物についてみていく。

２　Ⅰ区の遺構と遺物

（１）調査区の概要
　第４次調査地点の南側にあたる南北長90ｍ、東西幅55ｍの最も大きい調査区である。南側は香椎川
が西流し、東側は道路が丘陵裾をまわるように通る。西側は第１次調査地点にあたり、その北側で接
する。北側は道路を隔てⅡ区となる。地表の標高は北端で4.9ｍ、南端で3.7ｍ前後をはかり、西南側に0.5
ｍ前後の段落ちがみられるものの、全体としては平坦に造成されている。
　第20図に調査区西壁の南からの土層と北壁の東からの土層を示した。西壁は南側約10ｍが北に比べ
40㎝ほど低くなり（段落ち）、地表下20㎝で4層の水田耕作土、その下に5層の床土があり、深さ50㎝
前後で黄褐色土の地山（遺構検出面）となる。北側は床土の下に北から南に向かい厚くなる7層があり、
これは水田造成のための整地層とみられる。その下に厚さ10㎝前後の8層の黄色砂質土があり、9層と
した遺構は8層の下の地山面で検出した。地表から地山面までの深さは50 ～ 60㎝。南側の段落ちは結
局調査区東側まで続き、さらにその南側部分はさらに深く掘り下げられていた（2・3層が相当）。8層
が近世の可能性があるが、それ以外は近現代の層である。
　北壁は厚さ60㎝前後の盛土の下に2・3層の厚さ20㎝前後の水田耕作土と床土が続き、床土の下から
中世の遺構（4層としたのはピット）が掘り込まれている。その下の5層は西側に向かい厚くなりなが
らも安定した層をなしている。その下はやや層が乱れ、7・9層は黒色土と赤褐色土がまだらに混じり
合い、古墳時代の土師器や弥生土器を含む。12層以下は自然の堆積で遺物は出土していない。21層が
第三紀層が風化した地山とみられ、東側で地表から1.5ｍ、西側に向かい深くなる。西壁の土層の堆
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第20図　Ⅰ区調査区土層図（縮尺 1/60）
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第21図　柵・建物・井戸配置略図（縮尺 1/400）
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積状況と大きな違いがある。
　遺構検出面が西壁の地山面をなした黄褐色土の所と北壁5層のような灰褐色土の所に分かれている
ことは19年度の表土剥ぎの段階からわかっていたが、Ⅰ区全体をあけるにおよび、東側の丘陵がⅠ区
中央から南西方向に延び、Ⅱ区との間に谷が入ることが確認できた。第102図にその状況を示したが、
空中写真でも違いを明確にみることできる。当初、灰褐色土は中世遺構の整地層ではないかと考えて
いたが、北壁5層でみられるように安定した層であり、古墳時代以降の自然堆積層であろう。北壁の7
～ 9層は古墳時代の堆積であり、下層遺構としたものがこれにあたる。中央の丘陵部分はおそらく中
世の集落形成時に平坦化されたとみられるが、弥生時代の遺構が残存しているところから、その削平
はさほど大きなものではなかったと推測される。18世紀の『筑前国続風土記附録』にこの付近一帯が
水田として描かれた図がある。中世の集落廃棄後明確な遺構はないが、水田に伴うとみられる近世の
溝が浅く残っており、近世以降現代までの水田化に伴い、いくからの地形の改変が行われたのは間違
いない。造成前は、北から南の香椎川に向かい緩やかな傾斜をもって水田が営まれていたのであろう。
　Ⅰ区で検出したのはほとんどが中世の遺構であるが、弥生時代、古墳時代の遺構も若干ある。遺物
としては古代のものも少量出土している。以下の説明にあたっては、中世遺構面で検出した遺構はそ
の種類ごとに時代が異なっても遺構番号順にならべた。また中世遺構面下で検出した古墳時代の遺構
については下層遺構として別項目をたてた。遺物については遺構ごとにまとめたが、中世の金属器・
銅銭・玉についてはまとめて図示し、下層遺構の前においた。陶磁器の分類は『大宰府条坊�』（太
宰府の文化財第49集 2000）によった。なお遺構の位置は10ｍグリットの割り付けに基づき示した。

（２）柵
　SA1971・1972の長い柵のほか、SA1973 ～ 1975の掘立柱建物に付随する柵があり、ここでは前者
のみを取り上げ、後者についてはそれぞれの建物の項でみていく。
　SA1971　Ｂ－６区からはじまり、東南東方向（Ｎ－113.5 －゚Ｓ）に30ｍ続き、Ｄ－５区の SD2050
底で終わる柵である。この間、20柱穴が残り、その柱間は150㎝（5尺）がほとんどで、ところどころ
の6柱間が170㎝前後と広くなる。柱穴は径20 ～ 49㎝、深さ18 ～ 50㎝。12の柱穴から土師器杯皿細片
などがきわめて少量出土したにとどまる。西側は調査区外に延びる可能性もある。
　SA1972　 Ｃ－７区からはじまり、東南東方向（Ｎ－111 －゚Ｓ）に38ｍ続き、Ｇ－５区でおそらく
調査区外に抜ける柵である。この間、SD2050に切られ1柱穴を失うが、19柱穴が残る。柱間は200㎝（6.6
尺）と一定である。柱穴は径25 ～ 51㎝、深さ5 ～ 23㎝。西端の柱穴から弥生土器片が出土した以外、
遺物は全くない。

（３）掘立柱建物
　確認できた建物は52棟である。柱穴（ピット）の分布は、北半では比較的まばらで建物としてまと
めやすかったが、南半は密度が濃く、まとめきれなかった建物が相当数あるとみられる。なお建物
の復元にあたっては1尺を30㎝として、柱間の規則性、建物の計画性の把握につとめた。以下、建物
の位置によって北西から時計回りでＡ～Ｇ群にわけて説明する。出土遺物は原則的に建物の番号順
（SB1916以降はレイアウトの関係から順不同）に第36・37図に示した。なお遺物が出土した柱穴に
はそれぞれの4桁の遺構番号を付けているが、ここでは便宜的に建物ごとそれを構成する柱穴すべて
に P1からの番号をつけた（挿図では P を略）。
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第22図　SB1913・1914・1915・1916・1917実測図（縮尺 1/100）
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　Ａ群（第22図）
　Ｃ－７区を中心とした SB1913・1914・1915・1916・1917の5棟からなる建物群である。この地区は
比較的柱穴がまばらで、この5棟以上の建物はないとみられるが、建物の重複と建替えがあり、少な
くとも二時期にわたる。
　SB1913（第22・38図）　方位をＮ－22.5 －゚Ｅにとる2×3間総柱・四面庇付の南北棟である。身舎
の梁行は360㎝（12尺）、柱間は180㎝（6尺）の等間、桁行は585㎝（19.5尺）、柱間は195㎝（6.5尺）
の等間である。束柱も同じ柱間をとる。身舎の面積21.06㎡。庇は身舎から北面が60㎝（2尺）、他の
三面は90㎝（3尺）離れ、四面にめぐらす。柱穴の径は36 ～ 80㎝、深さ29 ～ 66㎝。庇柱の柱穴がひ
とまわり大きい。P11、15、16、19、26、29の礫はいずれも浮いており、柱が抜き取られる際に混じっ
たものとみられる。また P27（第38図に実測図）と P28には完形の土師器皿などが埋納されていた。
北庇から約2ｍ離れ、建物方位を同じにする SB1914があり、同一時期の建物と考えられる。SA1972
の西端部分が重複するが、先後関係は不明。
　出土遺物（第37図42 ～ 58）　42 ～ 52は土師器皿。口径は8.1 ～ 9.9㎝、器高は0.75 ～ 1.6㎝。53 ～
55は土師器杯。53の口径11.6㎝、器高2.5㎝、54は口径14.1㎝、器高3.25㎝である。55は高台（欠損）
をもつ杯で、やや大型となる。杯皿とも底部は糸切りで、45・48・52・53には板状圧痕が残る。56は
土師質の土鍋。胴は張りがなく、口縁は外折する。内外面とも刷毛目調整で、煤が付着する。57は外
面に鎬蓮弁を施す龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類で、釉は暗緑色に発色する。58は平瓦片。上面は布目、下面
は格子目叩きが残る。焼きは硬質で、灰～灰黒色を呈する。46が P28、48・49・54が P27から出土した。
他に須恵質鉢、白磁椀Ⅸ類（口禿）、龍泉窯系青磁椀Ⅰ類、同安窯系青磁椀、少量の焼土塊（壁土か）
などが出土している。
　SB1914（第22・38図）　方位をＮ－22.5 －゚Ｅにとる2（1）×4間の東西棟である。梁行は360㎝（12尺）、
西梁の柱間は180㎝（6尺）、東梁は精査したが柱穴がなく1間となる。桁行は760㎝（25.3尺）、柱間は
東から3間は195㎝（6.5尺）、西の1間は175㎝（5.8尺）と狭い。東西桁行の各1間目の中央に床束柱をもつ。
建物面積27.36㎡。柱穴は径27 ～ 46㎝、深さ26 ～ 49㎝。第38図に示したように、P12には柱抜き取り
後に土師器皿が埋納される。2×2間に東西の庇がついた建物の可能性もあるが、庇部分の桁行の柱間
が大きく、当初とらえた建物として提示しておく。西南の隅柱 P6から SB1913に平行して SA1974が4
間分続く。
　出土遺物（第37図59 ～ 61）59は P12から出土した土師器皿。口径8.4㎝、器高0.95㎝。底部は糸切りで、
口縁下に穿孔を施す。60は口縁端内面を輪状に掻き取る白磁皿Ⅸ類。釉は灰白色を呈する。61は残存
長7.4㎝、幅3.4㎝、厚さ2.0㎝の長方形砥石。折損した両端を除いた4面を砥面とする。白色に茶色の
縞が入り、天草砥石に似る。この他に土師質鉢、須恵質鉢、同安窯系青磁椀が出土している。
　SB1915（第22図）　方位をＮ－28.5 －゚Ｅにとる2×2間の南北棟である。梁行は315㎝（10.5尺）、柱
間はそれを2等分した157.5㎝（5.25尺）、桁行は390㎝（13尺）、柱間は195㎝（6.5尺）の等間であるが、
北桁の柱間は北側にややすぼむ。建物面積11.7㎡。柱穴は径17 ～ 29㎝、深8 ～ 37㎝。出土遺物は P3
からの土師器杯皿片7点のみである。
　SB1916（第22図）　方位をＮ－23 －゚Ｅにとる1×2間の南北棟である。梁行は315㎝（10.5尺）、桁
行は330㎝（11尺）、柱間は北から150㎝（5尺）、180㎝（6尺）となる。北梁から150㎝の建物中央に床
束柱とみられる P7がある。建物面積10.395㎡。柱穴は径24 ～ 32㎝、深さ11 ～ 20㎝。P1が SB1917の
P2を切り、ほぼ同位置で規模を縮小して建替えられた建物の可能性が高い。
　出土遺物（第37図64）土師器皿である。口径8.7㎝、器高1.05㎝。底部は糸切り。すべての柱穴から
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土師器杯皿が少量、他に土師質土鍋、白磁細片などが出土した。
　SB1917（第22・38図）　方位をＮ－24 －゚Ｅにとる2×3間の南北棟である。梁行は315㎝（10.5尺）、
柱間はそれを2等分した157.5㎝（5.25尺）となる。桁行は540㎝（18尺）、柱間は北から180㎝（6尺）
の等間。桁行の南側から1間目の中央に床束柱 P11がある。建物面積17.01㎡。柱穴は径24 ～ 44㎝、
深さ12 ～ 49㎝。P1では柱抜き取り後に土師器杯皿や石が廃棄される（第38図）。
　出土遺物（第37図68）P1から出土した土師器杯である。口径14.1㎝、器高2.8㎝。底部は糸切り。
P2・8を除いた柱穴から土師器杯皿片が少量ずつ、他に須恵質土器、白磁Ⅸ類、施釉陶器などの破片
と焼土塊が出土した。
　Ｂ群 （第23図）
　Ｄ・Ｅ－７区、Ａ群とＣ群の間にある SB1918・1919・1920の3棟からなる建物群である。若干のピッ
トが残るが、建物としてはほぼまとめきれたと考える。ここでも建物の重複がみられ、少なくとも二
時期にわたる。
　SB1918（第23図）　方位をＮ－25.5 －゚Ｅにとる3×3間総柱の南北棟である。梁行は585㎝（19.5尺）、

第23図　SB1918・1919・1920実測図（縮尺 1/100）
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柱間は195㎝（6.5尺）の等間、桁行は840㎝（28尺）で、柱間は北から330㎝（11尺）、255㎝（8.5尺）、
255㎝（8.5尺）と北の1間分が広い。東桁の北から3つ目の側柱とその西側の床束柱を確認できず、ま
た一部の柱穴が平面規格からずれる。建物面積49.14㎡。柱穴の径は22 ～ 49㎝、深さは P1・7・13が
7 ～ 13㎝と浅く、他は31 ～ 61㎝。P3・5・6・8・12から土師器杯皿（うち1枚の皿の口径8㎝）、古瀬
戸とみられる施釉陶器、焼土塊などの遺物が少量出土した。
　SB1919（第23図）　東側を SD2373に切られ全体は明らかでないが、P1と P8の間に柱穴がみられず、
また溝の東側に柱穴が延びないことから、東側柱が溝で失われた3×3間の東西棟の可能性が高い。建
物方位はＮ－30 －゚Ｅ。梁行は450㎝（15尺）、柱間は150㎝（5尺）の等間、桁行は残存する2間分の
柱間が185㎝（6.1尺）の等間となる。建物面積は等間で東に1間延びるとすれば25㎡。柱穴の径23 ～
57㎝、深さ20 ～ 40㎝。P2・3・5・7から土師器杯皿、焼土塊などが少量出土した。
　SB1920（第23図）　東側を SD2373に切られるが、溝の東に柱穴が延びないことから1×2間の南北
棟としてとらえた。建物方位はＮ－24.5 －゚Ｅ。梁行は390㎝（13尺）、桁行は395㎝（13.2尺）、柱間
は北から210㎝（7尺）、185㎝（6.2尺）となる。建物面積15.405㎡。柱穴径27 ～ 40㎝、深さ23 ～ 62㎝。
径、深さとも最小の P1からのみ土師器細片、焼土塊各1点が出土した。
　Ｃ群 （第24・25図）
　Ｆ－６・７区、Ⅰ区北東部分に展開する SB1910・1911・1912・1921・1922・1923の6棟からなる建
物群である。東側の調査区境や南側にピットが残り、まとめきれなかった建物が若干あるとみられる。
確認した建物には重複があり、少なくとも三時期にわたる。
　SB1910（第24・38図）　方位をＮ－25 －゚Ｅにとる2×5間総柱・四面庇、さらに南北に庇が付く東
西棟である。身舎の梁行は390㎝（13尺）、桁行は975㎝（32.5尺）、柱間は梁・桁とも基本的に195㎝（6.5
尺）と同じである。西側梁の中間柱の P9は北に30㎝ずれる。床束柱は P17を除き10㎝前後と浅く、
また P18は北東に60㎝ほどずれ、P16は径20㎝と他の柱穴に比べ小さい。身舎の面積38.025㎡。四面
の庇は身舎から東面が90㎝（3尺）、他の三面は105㎝（3.5尺）離れめぐらす。東西庇の北から1間目
の柱穴 P20と P33は身舎の北桁から45㎝南にずれ、その両側の柱間が150㎝の等間となる。また北庇
の P35と P37間の中央には P36がある。この四面庇の外の南北には、北で120㎝（4尺）、南で165㎝（5.5
尺）離れて二重庇ともいうべき柱穴列がある。南北とも西梁の隅柱にあたる位置に柱穴がなく、西側
1間の柱間は300㎝（10尺）と広がる。柱穴の径は22 ～ 43㎝、深さは4 ～ 47㎝とばらつく。三分の一
強にあたる20の柱穴で礎板・礎石を確認した。身舎部分の側柱はほとんどこれを備えている。礎板を
置く P4・5・7・8・10の柱穴については第38図に示した。礎板自体の遺存状態は悪く、また P5、P8
のように礎板が必ずしも柱穴底に置かれているわけでもない。P5・11・29・41・53には同じく第38
図に示したように建物廃棄（柱抜き取り）後の土師器杯皿などの埋納がみられる。北庇から約2ｍ離れ、
建物方位を同じにする SB1911があり、同一時期の建物と考えられる。
　出土遺物（第36図28 ～ 36）　図示したのはいずれも底部糸切りの土師器杯皿である。28 ～ 31は皿。
口径8.7 ～ 10.4㎝、器高1.0 ～ 1.4㎝。32 ～ 36は杯。口径12.0 ～ 14.2㎝、器高2.4 ～ 2.8㎝。35・36の底
部には板状圧痕がある。28が P41、29・33が P11、30・31・35が P29、32が P53に埋納されていたも
のである。他には少量の土師器杯皿・土師質土鍋細片、また白磁Ⅸ類、龍泉窯系青磁、陶器などの細
片がそれぞれ2、3点出土したにとどまる。
　SB1911（第25図）　方位をＮ－25 －゚Ｅにとる2×5間の東西棟である。梁行は390㎝（13尺）、桁行
は975㎝（32.5尺）、柱間は梁・桁とも185㎝（6.5尺）の等間である。東梁は中心から30㎝南にずれる。
建物の中央には P15・16・17の床束柱があるが、柱筋から南北にややずれる。身舎の面積38.25㎡。
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北側には105㎝離れ P18・19・20・21の4柱穴が東西に列び、身舎の柱穴とは筋が通らないものの建物
に付属する遺構（SA1974）とみられる。建物の東側は調査区外にかかるが、P4の南東隅柱から105㎝
離れ P22があり、庇が付いた可能性もある。柱穴は径20 ～ 44㎝、深さ10 ～ 43㎝。P2・7・8・9を除
いた身舎柱穴底には一つの扁平石、あるいは複数の石を組み合わせた礎石を設ける。P8には底面に
粘土があり、礎板の痕跡とみられる。

第24図　SB1910実測図（縮尺 1/100）
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　出土遺物（第37図37 ～ 40）　37・38は P5から出土した土師器杯皿。37は皿で口径8.1㎝、器高1.3㎝。
38は杯で口径12.7㎝、器高3.4㎝。底部はいずれも糸切り。39は龍泉窯系青磁椀Ⅰ類か。内面に片彫り
花文を施す。釉は明るい灰緑色。40は同安窯系青磁椀Ⅰ類。内面には片彫りの花文と櫛描文を、外面
には縦の櫛目文を施す。釉は灰緑色。他に須恵質鉢・甕片、焼土塊（壁土片か）が出土している。
　SB1912（第25図）　SB1911の東側で重複する（先後関係は不明）1×2間の南北棟である。建物方位
はＮ－22.5 －゚Ｅ。梁行は300㎝（10尺）、桁行は405㎝（13.5尺）、柱間は北から210㎝（7尺）、195㎝（6.5
尺）となる。建物面積12.15㎡。柱穴は径22 ～ 34㎝、深さ15 ～ 36㎝。
　出土遺物（第37図41）　P4から出土した土師器皿である。口径8.3㎝、器高1.4㎝。他に同安窯系青磁
椀、陶器盤片が出土した。図示しなかった土師器杯片の口径は12㎝をはかる。
　SB1921（第25図）　SB1910の西側に位置する1×1間の南北棟である。建物方位はＮ－25 －゚Ｅ。北
を梁とすれば柱間は225㎝（7.5尺）、桁の柱間は300㎝（10尺）。建物面積6.75㎡。柱穴は径25 ～ 32㎝、
深さ10 ～ 15㎝。この建物は SB1910と方位が同じで、柱筋も通ることから付属施設とみられる。柱穴
からの出土遺物はない。
　SB1922（第25図）　SB1911の西側に位置する1×2間の南北棟である。建物方位はＮ－23.5 －゚Ｅ。
梁行は165㎝（5.5尺）、桁行は360㎝（12尺）、柱間は北から165㎝（5.5尺）、195㎝（6.5尺）となる。
建物面積5.94㎡。柱穴は径23 ～ 38㎝、深さ10 ～ 24㎝。P1・2・3の東桁の柱穴には複数の石を組み合
わせた礎石を設ける。この建物は SB1911と方位がほぼ同じで、柱筋も通ることから付属施設とみら
れる。柱穴からは土師器杯皿の細片が数点ずつ出土したにとどまる。
　SB1923（第25図）　SB1910・1911の東側で重複する1×2間の南北棟である。建物方位はＮ－25 －゚
Ｅ。梁行は255㎝（8.5尺）、桁行は600㎝（20尺）で、柱間は北から270㎝（9尺）、330㎝（11尺）とな
る。建物面積15.3㎡。柱穴は径23 ～ 30㎝、深さ6 ～ 22㎝。P3の南東隅柱が SB1910の庇柱をきる。
SB1911・1912と重複するが先後関係は不明。柱穴からは土師器杯皿細片が少量出土しただけである。
　SB1924（第25図）　SB1910の南側に位置する2×2間総柱の東西棟である。建物方位はＮ－30 －゚Ｅ。
梁行は375㎝（12.5尺）、柱間は北から180㎝（6尺）、195㎝（6.5尺）となる。桁行は705㎝（23.5尺）、
柱間は西から300㎝（10尺）、345㎝（11.5尺）となる。建物面積10.35㎡。柱穴は径25 ～ 37㎝、深さ15
～ 41㎝。SA1971と一部重複する。
　出土遺物（第37図62）　P5から出土した土師器皿で、口径8.2㎝、器高1.2㎝をはかる。底部は糸切り。
他に白磁椀、同安窯系青磁椀、陶器などが少量出土した。
　Ｄ群（第26・27図）
　Ｄ・Ｅ区を中心とした一帯に展開する SB1902・1903・1925・1948・1949・1950・1951の7棟からな
る建物群である。この地区にはまだピットが多く、まとめきれなかった建物が多いとみられる。北側
部分での建物重複が多く、少なくとも四時期にわたる。
　SB1902（第26図）　方位をＮ－25 －゚Ｅにとる2×5間南庇付きの東西棟である。梁行は390㎝（13
尺）、柱間は195㎝（6.5尺）の等間。桁行は1080㎝（36尺）、柱間は西から225㎝（7.5尺）、210㎝（7
尺）、210㎝（7尺）、210㎝（7尺）、240㎝（8尺）となる。西から2間目の建物中央に床束柱がある。桁
行の柱穴は南北とも幅20 ～ 30㎝、深さ5㎝前後の断続的に続く溝のなかに掘られている。身舎の面積
42.12㎡。南庇は身舎から150㎝（5尺）離れ、P20が30㎝西にずれるのをのぞけば、桁行の柱間と一致
する。庇の西端の P16は SD0001に切られる。柱穴は径20 ～ 54㎝、深さ8 ～ 46㎝。身舎側柱の深さだ
けをみれば19 ～ 44㎝で、30㎝代のものが多い。柱穴からは土師器杯皿、白磁皿、龍泉窯系青磁椀、
同安窯系青磁椀などの細片と焼土塊が少量出土したが、実測したものはない。
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　SB1903（第26図）　SB1902の西側に位置する方位をＮ－22.5 －゚Ｅにとる2×3間の南北棟ととらえ
たが、東側が調査区外にかかり、また一部の柱穴を攪乱で破壊される。梁行は390㎝（13尺）、柱間は
195㎝（6.5尺）の等間、桁行は600㎝（20尺）で、柱間はそれを三等分した200㎝（6.7尺）とみられる。
建物の推定面積は23.4㎡。残存する柱穴は径29 ～ 48㎝、深さ12 ～ 47㎝。P3には礎石を置く。SB1950
と重複する。柱穴からは土師器杯皿、須恵質鉢などの細片が出土した。P6からは5㎝大までの焼土塊（壁
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土片）が50点ほど出土した。
　SB1925（第26図）　方位をＮ－34 －゚Ｅにとる1×2間の南北棟である。梁行は345㎝（11.5尺）、桁
行は405㎝（13.5尺）、西桁の柱間は北から195㎝（6.5尺）、210㎝（7尺）となる。東桁の中間柱を欠
く（SD2437に破壊されたかは不明）。建物面積13.97㎡。柱穴は径25 ～ 45㎝、深さ12 ～ 32㎝。P1は
SE2411に切られる。柱穴からは土師器杯皿細片などが少量出土した。
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　SB1948（第27図）　方位をＮ－37.5 －゚Ｅにとる1×3間の東西棟である。梁行は270㎝（9尺）、桁行
は480㎝（16尺）、柱間は西から150㎝（5尺）、150㎝（5尺）、180㎝（6尺）となる。南桁西から1間目
の柱穴は攪乱により失われている。建物面積12.96㎡。柱穴は径35 ～ 43㎝、深さ18 ～ 30㎝。柱穴か
らは土師器杯皿、須恵質鉢、龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁椀、褐釉陶器などの細片少量の他、鉄釘
が出土した。
　SB1949（第27図）　P1・5・9・11を隅柱とした2×2間総柱の南北棟として復元した。建物方位は
Ｎ－30 －゚Ｅ。梁行は450㎝（15尺）、柱間は西から240㎝（8尺）、210㎝（7尺）となるが、北梁は北
東に向かい広がり、南梁はそれぞれの柱間の中間に P6と P8の柱穴がある。桁行は西で615㎝（20.5
尺）、柱間は北から315㎝（10.5尺）、300㎝（10尺）。東桁は北の1間が35㎝北にのび、それぞれの柱間
に P2と P4の柱穴がある。中央の床束 P14と北梁の間にも P13の柱穴がある。建物面積は24.46㎡。
柱穴は径15 ～ 40㎝、深さ19 ～ 41㎝。西桁から75㎝離れて P15・16・17・18の柱穴が南北に列ぶ。
SB1925・1948・1951と重複する。柱穴からは土師器杯皿、白磁皿Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀などが少量
出土した
　SB1950（第27図）　方位をＮ－28.5 －゚Ｅにとる1×3間の南北棟である。梁行は360㎝（12尺）、桁
行は690㎝（13尺）で、柱間は北から240㎝（8尺）、225㎝（7.5尺）、225㎝（7.5尺）となる。東桁が南
に6 ぽどずれ、建物としてはややいびつになる。建物面積は24.84㎡。柱穴は SK2234・2483と切り合
い平面が不明な P1をのぞき径43 ～ 52㎝、深さ17 ～ 42㎝。P3には礎石がある。SB1903と重複する。
柱穴からは土師器杯皿、白磁皿Ⅸ類・壺、龍泉窯系青磁椀Ⅱ類、平瓦などが少量出土した。土師器皿
の復元口径は7.5 ～ 8㎝をはかる。
　SB1951（第27図）　SB1902の北側に位置する2×1間の東西棟である。建物方位はＮ－25 －゚Ｅ。梁
行は400㎝（13.3尺）、柱間は200㎝（6.6尺）の等間。桁行は1間で450㎝（15尺）をはかる。建物中央
の西梁柱から200㎝に P7の床束柱がある。建物面積16㎡。柱穴は径17 ～ 35㎝、深さ11 ～ 30㎝。側柱
は P5をのぞき底に礎石がある。床束柱に対応する北桁の SX0623内に石があり（検出時柱穴とは確認
できず）、また南桁は SD0396に切られており柱穴が失われたとすれば、2×2間総柱建物の可能性も
ある。SB1902と方位が同じで、東側柱の筋が通ることから、一連の建物のとみられる。
　出土遺物（第37図63）P6から出土した土師器皿で、口径8.5㎝、器高1.25㎝。底部は糸切り。杯片に
は口径14㎝のものがある。他に土師器杯皿片少量、同安窯系青磁椀片、焼土塊が出土した。
　Ｅ群（第28 ～ 30図）
　Ｄ群の南、Ｄ－２区を中心とした一帯に展開する SB1901・1930 ～ 1939の11棟からなる建物群であ
る。群の南側は段落ちとなる。この群内にはピットが相当数残っており、まとめきれなかった建物が
多いことをうかがわせる。建物が錯綜しており、SB1901だけでも5棟と重複する。
　SB1901（第28図）　方位をＮ－29.5 －゚Ｅにとる1×4間・南北庇付きの東西棟である。身舎の梁行
は420㎝（14尺）、桁行は840㎝（28尺）、柱間は210㎝（7尺）の等間となる。身舎の面積35.28㎡。庇
は身舎から北面が105㎝（3.5尺）、南面は120㎝（4尺）離れて設ける。南庇の中央2間の105㎝外には
P21・22・23の柱穴が東西に列ぶ。孫庇的なものか。柱穴の径は24 ～ 43㎝、深さは試掘トレンチで
上面を削られた P18・19・20をのぞけば11 ～ 36㎝、身舎の側柱に限れば23 ～ 36㎝となる。P1・5に
は礎板が残り、また P4・10は底面が方形状となり礎板を置いた可能性がある。南の孫庇から135㎝、
東の梁から105㎝離れ、南から東にかけて塀とみられる柱穴（P24－32）がＬ字状に列ぶ（SA1975）。
SB1930・1931・1932・1933・1937と重複する。柱穴からは土師器杯皿片の他、白磁椀、龍泉窯系青磁椀、
同安窯系青磁椀片などが出土した。P5をはじめ焼土塊（壁土）の出土が多い。実測したものはないが、
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土師器杯片には口径15㎝のものがある。
　SB1930（第29図）　方位をＮ－30 －゚Ｅにとる1×3間の東西棟である。梁行は315㎝（10.5尺）、桁
行は720㎝（24尺）で、柱間は西から270㎝（9尺）、180㎝（6尺）、270㎝（9尺）となる。建物面積は
22.68㎡。柱穴は径18 ～ 27㎝、深さ9 ～ 25㎝。東側に250㎝離れた SB1931と北桁筋がとおり、一連の
建物とみられる。柱穴からは少量の土師器杯皿の他、白磁皿Ⅸ類、同安窯系青磁椀片が出土した。
　SB1931（第29図）　SB1930と北桁の筋が通る1×3間の東西棟である。建物方位はＮ－30 －゚Ｅ。梁
行は345㎝（11.5尺）、桁行は600㎝（20尺）で、柱間は西から210㎝（7尺）、210㎝（7尺）、180㎝（6尺）
となる。建物面積は20.7㎡。柱穴は径20 ～ 33㎝、深さ11 ～ 28㎝。
　出土遺物（第37図66）　P3をのぞく柱穴から土師器杯皿片と焼土塊が少量出土した。66は P7出土の
土師器杯で、口径10.9㎝、器高2.3㎝をはかる。底部は糸切り。
　SB1932（第29図）　方位をＮ－28 －゚Ｅにとる1×2間の東西棟である。梁行は240㎝（8尺）、桁行は
480㎝（16尺）で、柱間は西から210㎝（7尺）、270㎝（9尺）となる。建物面積は11.52㎡。柱穴は径
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第29図　SB1930・1931・1932・1933・1934・1937実測図（縮尺 1/100）
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25 ～ 43㎝、深さ11 ～ 39㎝。柱穴からは少量の土師器杯皿細片の他、龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁
椀片が出土した。
　SB1933（第29図）　方位をＮ－26 －゚Ｅにとる3×3間の東西棟である。梁行は570㎝（19尺）、柱間
は北から150㎝（5尺）、195㎝（6.5尺）、255㎝（7.5尺）。桁行は705㎝（23.5尺）で、柱間は西から240
㎝（8尺）、225㎝（7.5尺）、225㎝（7.5尺）となる。南東隅柱 P4が30㎝外にずれる。梁の南1間目の中
央には P13、P14の床束とみられる柱穴がある。建物面積40.185㎡。柱穴の径は20 ～ 41㎝、深さは10
～ 36㎝。
　出土遺物（第37図70）　P11から出土した土師器杯片で、口径16.2㎝、器高3.3㎝。底部は糸切り。他
の柱穴からも少量の土師器杯皿細片と焼土塊が出土した。
　SB1934（第29図）　方位をＮ－30 －゚Ｅにとる2×3間の東西棟である。梁行は360㎝（12尺）、柱間
は180㎝（6尺）の等間、桁行は750㎝（25尺）で、柱間はそれを三等分した250㎝（8.3尺）となる。
南桁の南東隅柱を段落ちで、また西から1間目の柱を SK0317によって失う。桁の東1間目中央には床
束柱 P9がある。建物面積は26㎡。柱穴は径19 ～ 34㎝、深さ7 ～ 42㎝。北桁の東側2間分に SD0011が
短く沿う。柱穴からは少量の土師器杯皿片の他、龍泉窯系青磁椀片、焼土塊などが出土した。土師器
皿片の復元口径は9㎝。
　SB1935（第30図）　東側が調査区外にかかり全体は不明だが、梁2間、桁2間以上の建物としてとら
えた。建物方位Ｎ－27 －゚Ｅ。梁行は300㎝（10尺）で、柱間は150㎝（5尺）の等間、検出した桁行
は405㎝で、柱間は西から210㎝（7尺）、195㎝（6.5尺）となる。南西隅柱を SK0316に切られ失う。
柱穴は径25 ～ 42㎝、深さ9 ～ 40㎝。柱穴からは土師器杯皿片の他、土師質土鍋片、白磁椀Ⅸ類、焼
土塊などが出土した。
　SB1936（第30図）　方位をＮ－30 －゚Ｅにとる1×3間の東西棟である。梁行は180㎝（6尺）、桁行は
760㎝（25.3尺）で、柱間は西から255㎝（8.5尺）、240㎝（8尺）、265㎝（8.8尺）となる。建物面積は
13.68㎡。柱穴は径30 ～ 50㎝、深さ13 ～ 46㎝。柱穴からは土師器杯皿細片、須恵質土器片が出土した。
また P1、P6からは径6㎝大までの焼土塊がまとまって出土した。
　SB1937（第29図）　方位をＮ－27 －゚Ｅにとる2×4間の南北棟である。梁行は450㎝（15尺）、柱間
は等間にならず西から210㎝（7尺）、240㎝（8尺）。桁行は810㎝（27尺）で、柱間は北から165㎝（5.5尺）、
195㎝（6.5尺）、195㎝（6.5尺）、255㎝（8.5尺）となる。南東隅柱を SK0139に切られ失う。建物面積
は36.45㎡。柱穴は径19 ～ 40㎝、深さ6 ～ 37㎝。
　出土遺物（第37図69・72）　69は土師器杯で、口径14.9㎝、器高2.9㎝。底部は糸切り。72は叩き石。
径8.3 ～ 9.3㎝、厚さ3.75㎝の楕円形状の自然石の片面中央に、敲打による凹みが認められる。ともに
P4からの出土。柱穴からは他に土師器杯皿片、白磁椀片などが出土した。
　SB1938（第30図）　方位をＮ－25.5 －゚Ｅにとる1×3間の南北棟である。梁行は390㎝（13尺）、桁
行は570㎝（19尺）で、柱間は北から195㎝（6.5尺）、195㎝（6.5尺）、180㎝（6尺）となる。建物面積
は22.23㎡。柱穴は SK0139に切られた北東隅柱 P1をのぞけば径26 ～ 44㎝、深さ18 ～ 53㎝。柱穴か
らは比較的まとまった土師器杯皿片の他、須恵質擂鉢、白磁細片、陶器片、滑石製品などが出土した。
　SB1939（第30図）　方位をＮ－28.5 －゚Ｅにとる1×2間の南北棟である。梁行は205㎝（6.8尺）、桁
行は360㎝（12尺）で、柱間は180㎝（6尺）の等間となる。建物面積は7.38㎡。柱穴は径19 ～ 32㎝、
深さ23 ～ 33㎝。
　出土遺物（第37図67）P3から出土した土師器杯である。口径12.6㎝、器高2.1㎝。底部は糸切りで、
板状圧痕が残る。柱穴からは他に土師器杯皿片、龍泉窯系青磁椀片が出土した。
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　Ｆ群（第31・32図）
　Ｅ群の西側、Ｂ・Ｃ－２・３区を中心に展開する SB1904・1905・1927 ～ 1929の5棟からなる建物
群である。南側は段落ちとなっているが、Ｅ群と異なりこの部分にもピットが広がる。また西側にも
数多くのピットがみられ、相当数の建物があったとみられるが、まとめることができなかった。確認
した建物にも重複があり、三時期以上にわたる。
　SB1904（第31図）　方位をＮ－28 －゚Ｅにとる1×6間の南北棟である。梁行は450㎝（15尺）、桁行
は1275㎝（42.5尺）で、柱間は北から225㎝（7.5尺）、210㎝（7尺）、210㎝（7尺）、225㎝（7.5尺）、
210㎝（7尺）、195㎝（6.5尺）となる。東桁は SD0001に切られ、P1、P5は底だけ、P5・P6間の柱穴
は SK1079に切られ確認できなかった。P5は他の柱穴と埋土が異なり、また遺物の出土もなかった。
南梁の P6、P7は近世以降の段落ちで削られる。建物面積は51.84㎡。柱穴は不整形で、東西桁とも建
物の内側に向かい二段になるものが多い。建物廃棄に当たっての柱の抜き跡と考えられる。柱の径
（幅）は南側の P6・7・8・9が26 ～ 42㎝、他は52 ～ 91㎝をはかり、深さは6 ～ 59㎝で、穴底の標高
は3.07 ～ 3.50ｍとなる。P1には径20㎝の収縮した柱根が残り、P2、P7、P8、P11、には礎石、P12に
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第31図　SB1904・1905・1927実測図（縮尺 1/100）
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は幅20㎝の礎板を置く。また P13中には灰層があり、中央には土師器杯が埋納されていた。
　出土遺物（第36図1 ～ 11）　P5、P7以外の柱穴から遺物が出土し、とくに P1を除いた北側3間の柱
穴からは土師器杯皿片などその量が多かった。1 ～ 9は底部糸切りの土師器杯皿。1 ～ 6は皿で、口径
7.8 ～ 8.6㎝、器高0.9 ～ 1.3㎝。7・8も皿であるが、口径10.7 ～ 11.2㎝、器高1.2 ～ 1.5㎝と先の皿に比
べひとまわり大きい。9は P13に埋納されていた杯で、口径12.9㎝、器高2.4㎝。底には板状圧痕がある。
10は P3の上段から出土した瓦質の火舎（火鉢）の口縁部片で、外面には菊花のスタンプ文を配する。
内外面は灰黒色、胎は灰色を呈する。11は龍泉窯系青磁椀。内面には縦の分割文と花文を片彫りで施
す。釉色は暗緑色。他に土師質土鍋、須恵質鉢、白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類（鎬蓮弁）、陶
器鉢などが出土している。
　SB1905（第31図）　SB1904の1.8ｍ西に平行して建つ1×5間の南北棟である。建物方位はＮ－28.5 ゜
－Ｅ。梁行は345㎝（11.5尺）、桁行は1050㎝（35尺）で、柱間は210㎝（7尺）の等間となる。建物面
積36.225㎡。柱穴の径（幅）は39 ～ 78㎝、深さは16 ～ 35㎝。柱穴は P1、P11、P12が方形状、他は
楕円形状の平面形をとるものが多く、後者は建物廃棄に当たっての柱の抜き跡と考えられる。P8は
SX1176墓に切られ西側の一部が残るだけである。P3、P4、P6、P10は礎石をもつ。
　出土遺物（第36図12 ～ 16）　P8をのぞく柱穴から土師器杯皿片が相当量出土した。12・13は土師
器皿で、口径8.3 ～ 8.5㎝、器高1.1 ～ 1.2㎝。14は龍泉窯系青磁杯Ⅲ類。口縁部は横に屈折し、端部を
短くつまみ上げる。釉は青みをおびた緑色。15は陶器鉢。口縁部は内外面とも段がつき、体部内面に
やや緑味をおびた灰色の釉がかかる。胎は粗い。16は平瓦片。上下面とも板状工具によるナデで仕上
げる。焼きは硬質で、灰～灰黒色を呈する。他に土師質土鍋、須恵質鉢、白磁椀、同安窯系青磁椀な
どが出土した。
　SB1927（第31図）　SB1904、SB1905に直交するように建つ1×4間の東西棟である。建物方位はＮ
－29 －゚Ｅ。梁行は300㎝（10尺）、桁行は930㎝（31尺）で、柱間は西から240㎝（8尺）、255㎝（8.5尺）、
225㎝（7.5尺）、210㎝（7尺）となる。建物面積27.9㎡。柱穴の径は22 ～ 41㎝、深さは15 ～ 40㎝。東
側の柱穴 P1、P2は SD0001に切られる。柱穴からは土師器杯皿片少量の他、土師質土鍋片、陶器片
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が出土したにとどまる。土師器杯片の口径14㎝。
　SB1928（第32図）　方位をＮ－36 －゚Ｅにとる2×3間の南北棟である。梁行は400㎝（13.3尺）、柱
間は200㎝（6.6尺）の等間。桁行は435㎝（14.5尺）で、柱間は北から135㎝（4.5尺）、150㎝（5尺）、
150㎝（5尺）となる。南梁の柱穴は SX1176墓に切られ失う。建物面積は17.4㎡。柱穴は径24 ～ 39㎝、
深さ5 ～ 28㎝。SB1905・1927と重複する。柱穴からは土師器杯皿細片などが少量出土したにとどまる。
　SB1929（第32図）　Ｆ群の南側、段落ち下に位置する梁1間、桁2間以上の南北棟である。建物南側
は調査区外へ延びると考えられる。建物方位Ｎ－32 －゚Ｅ。梁行は435㎝（14.5尺）、桁は北から180㎝（6
尺）、210㎝（7尺）の2間分が残る。柱穴は径25 ～ 43㎝、深さ23 ～ 40㎝。柱穴からは合わせて土師器
杯皿の5細片が出土しただけである。
　Ｇ群（第33 ～ 35図）
　Ｂ・Ｃ－４・５区を中心に展開する SB1906 ～ 1909・1926・1940 ～ 1947・1952の15棟からなる建
物群である。東側には周溝をもつ建物 SB1906 ～ 1908があり、その西側には8棟の建物が複雑に重複
する。ピットがかなり残り、また大型の土坑などによって失われたピットも考え合わせると、まとめ
きれなかった建物が相当数あるとみられる。
　SB1906（第34図）　方位をＮ－29 －゚Ｅにとる2×2間の東西棟である。梁行は270㎝（9尺）、柱間は
北から120㎝（4尺）、150㎝（5尺）、桁行は495㎝（16.5尺）で、柱間は北西から270㎝（9尺）、225㎝（7.5
尺）となる。建物面積13.365㎡。柱穴の径は25 ～ 55㎝、深さは P7が66㎝、他は6 ～ 22㎝。この建物
の外、北から西にかけ幅20 ～ 30㎝、深さ20㎝前後の溝がＬ字状にめぐる。南側は後世削られ低くなっ
ており、本来溝がめぐっていた可能性が高い。この溝中には石や柱穴があり、南と西側の柱穴と対応
し、梁行420㎝（14尺）、桁行750㎝（25尺）の東西に長いの建物となるとみられる。方位はＮ－22.5 ゜
－Ｅで、溝内側の建物とはややずれる。柱間は西梁で2間、南桁で5間であるが、東梁や東桁をみると
もう少し柱が多くなりそうである。内側の建物の囲いのような施設なのであろうか。
　出土遺物（第36図17）P19から出土した土師器皿である。口径11.6㎝、器高1.3㎝。底部は糸切り。
内側の建物では土師器杯皿の他に土師質土鍋、蛸壺片などが出土した。周りの溝や柱穴からは土師器
杯皿片と格子目叩きの丸瓦片が出土した。
　SB1907（第33図）　方位をＮ－27.5 －゚Ｅにとる1×5間の東西棟である。梁行は420㎝（14尺）、桁
行は1050㎝（35尺）で、柱間は210㎝（7尺）の等間となる。建物面積44.1㎡。柱穴は P2、P4 ～ 7が
方形状、他は楕円形状の平面形をとり、径（幅）は50 ～ 67㎝、深さは P3が検出面に礎石の頭が出て
いる他は42 ～ 81㎝をはかる。P2、P3、P4、P8は礎石をもつ。柱穴土層からうかがわれる柱の径は
20㎝前後。建物の四周には幅30 ～ 40㎝、深さ30㎝前後の溝がめぐる。南溝の中央から西にかけては
SB1908の南溝と重なり、北溝の上面には新しい時期の集石がある。西溝にはピットが掘り込まれて
いるが切り合いが明確で、先にみた SB1906、次にみる SB1908の溝とは性格が異なるとみられる。北
溝は SD2017、西溝は SK2001、また建物本体は SB1908と SK2601を切る。
　出土遺物（第36図18 ～ 27）18 ～ 24は土師器皿。24を除き口径8.1 ～ 9.6㎝、器高0.9 ～ 1.5㎝。24は
口径11.2㎝、器高1.9㎝とひとまわり大きい。底部は糸切りで、21・22には油煙が残る。25は口径14.2
㎝の杯片である。26は白磁椀の底部を円盤状に打ち欠く。釉は灰緑色。27は滑石製石鍋。口縁下に断
面三角形状の鍔を削り出す。柱穴からは土師器杯皿片がまとまって出土した他、白磁椀・皿、龍泉窯
系青磁椀、同安窯系青磁椀、褐釉陶器、焼土塊などが出土した。
　SB1908（第33図）　方位をＮ－26.5 －゚Ｅにとる2×2間の東西棟である。梁行は300㎝（10尺）、柱
間は北から135㎝（4.5尺）、165㎝（5.5尺）、桁行は435㎝（14.5尺）で、柱間は西から225㎝（7.5尺）、
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210㎝（7尺）となる。東南側の柱穴は現代埋設管の溝と SB1907の南桁の柱穴に切られ残らない。建
物面積13.05㎡。柱穴は径25 ～ 30㎝、深さは10 ～ 45㎝をはかる。南西部が一部途切れるものの建物
の四周には同じ方位をとる幅20～30㎝、深さ30㎝前後の溝がめぐる。溝中にはP6～31の柱穴があり、
すべてがこの溝に伴うものではないにしろ、先の SB1906と同様な構造物があった可能性が高い。柱
穴、周溝からは土師器杯皿片少量の他、瓦質鉢、白磁椀、龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁皿、施釉陶
器などの破片が若干出土したにとどまる。　
　SB1909（第34図）　方位をＮ－31 －゚Ｅにとる2×3間の東西棟である。梁行は390㎝（13尺）、柱間
は北から195㎝（6.5尺）の等間、桁行は540㎝（18尺）で、柱間は西から180㎝（6尺）、165㎝（5.5尺）、
195㎝（6.5尺）となる。東から1間目の中央にP11の床束柱がある。建物面積21.06㎡。柱穴は径18～26㎝、
深さは P11が7㎝と浅く、他は26 ～ 40㎝をはかる。SB1907と重複する。P11を除いた柱穴から少量の
土師器杯皿細片のほか、土師質土鍋、須恵質土器、白磁椀などが出土した。
　SB1926（第34図）　方位をＮ－33 －゚Ｅにとる1×2間二面庇付の東西棟である。梁行は225㎝（7.5
尺）、桁行は400㎝（13.3尺）で、柱間は200㎝（6.6尺）の等間となる。建物面積9㎡。庇は北側外125㎝、
東側外105㎝の柱穴 P7 ～ 11からなる。柱穴は径13 ～ 47㎝、深さは13 ～ 48㎝をはかる。東庇をもっ
た2×2間総柱の建物ともとらえられる。
　出土遺物（第37図71）P2から出土した土師器杯である。口径17.4㎝、器高2.75㎝。底部は糸切り。
ほかに約半数の柱穴から土師器杯皿片が少量出土したにとどまる。
　SB1940（第34図）　方位をＮ－34.5 －゚Ｅにとる1×3間の東西棟である。梁行は255㎝（8.5尺）、桁
行は450㎝（15尺）で、柱間は西から135㎝（4.5尺）、195㎝（6.5尺）、120㎝（4尺）となる。建物面積
11.475㎡。柱穴は径19 ～ 40㎝、深さは19 ～ 38㎝をはかる。柱穴からは少量の土師器杯皿片の他、瓦
質鉢、白磁椀、同安窯系青磁椀、朝鮮陶器？などが出土した。
　SB1941（第34・38図）　方位をＮ－25.5 －゚Ｅにとる2×3間の東西棟である。梁行は330㎝（11尺）、
柱間は北から150㎝（5尺）、180㎝（6尺）、桁行は570㎝（19尺）で、柱間は西から180㎝（6尺）、225㎝（7.5
尺）、165㎝（5.5尺）となる。建物面積18.81㎡。柱穴は径16 ～ 42㎝、深さは6 ～ 48㎝をはかる。P6に
は柱の抜いた後に土師器皿を埋納する（第38図）。　
　出土遺物（第37図65）P6から出土した土師器皿である。口径10.9㎝、器高2.5㎝。体部は直線的に外
傾する。底部は糸切りで板状圧痕が残る。ほかに柱穴からは土師器杯皿片、褐釉陶器、焼土塊などが
少量出土した。
　SB1942（第35図）　西側が調査区外にかかり全体は不明であるが、1間×2間（以上）の東西棟とみ
られる。建物方位はＮ－35.5 －゚Ｅ。梁行は300㎝（10尺）、桁行は確認した東側1間が150㎝（5尺）。
柱穴は径23 ～ 40㎝、深さは24 ～ 37㎝をはかる。柱穴からは土師器杯皿片が少量出土したにとどまる。
　SB1943（第35図）　北東隅柱を欠くが、2×2間の東西棟としてとらえた。建物方位Ｎ－24.5 －゚Ｅ。
梁行は250㎝（8.3尺）、柱間は北から135㎝（4.5尺）、115㎝（3.8尺）、桁行は330㎝（11尺）で、柱間
は西から195㎝（6.5尺）、135㎝（4.5尺）となる。建物面積8.25㎡。柱穴は径20 ～ 38㎝、深さは21 ～
47㎝をはかる。P2、P3、P5、P8には根固めの礫が残る。柱穴からは土師器杯皿片などが少量出土し
ただけである。
　SB1944（第35図）　方位をＮ－34.5 －゚Ｅにとる1×2間の東西棟である。梁行は360㎝（12尺）、桁
行は330㎝（11尺）で、柱間は北桁が西から150㎝（5尺）、180㎝（6尺）、南桁は逆の柱間寸法となる。
建物面積11.88㎡。柱穴は径22 ～ 42㎝、深さは10 ～ 48㎝をはかる。P3、P5に根固めの礫が残る。柱
穴からは少量の土師器杯皿細片のほか、土師質土鍋、瓦質土器片が出土した。
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　SB1945（第35図）　方位をＮ－30 －゚Ｅにとる2×2間の東西棟である。梁行は390㎝（13尺）、柱間
は北から180㎝（6尺）、210㎝（7尺）、桁行は420㎝（14尺）で、柱間は210㎝（7尺）の等間となる。
建物面積16.38㎡。柱穴は径18 ～ 48㎝、深さは19 ～ 45㎝をはかる。P3、P4、P6、P8に根固めの礫が
残る。柱穴からは少量の土師器杯皿片のほか、土師質鉢、瓦質土器、白磁皿、同安窯系青磁椀の破片
が出土した。
　SB1946（第35図）　方位をＮ－31.5 －゚Ｅにとる2×3間の南北棟である。梁行は420㎝（14尺）、柱
間は210㎝（7尺）の等間、桁行は660㎝（22尺）で、柱間は北から240㎝（8尺）、210㎝（7尺）、210㎝
（7尺）となる。南から1間目の中央に P11の床束柱がある。建物面積27.72㎡。柱穴は径19 ～ 42㎝、
深さは13 ～ 29㎝をはかる。P3の礫は根固めとみられる。柱穴から少量の土師器杯皿細片のほか、土
師質土鍋、焼土塊が出土した。
　SB1947（第35図）　方位をＮ－29.5 －゚Ｅにとる1×3間の東西棟である。梁行は195㎝（6.5尺）、桁
行は510㎝（17尺）で、柱間は西から150㎝（5尺）、180㎝（6尺）、180㎝（6尺）となる。建物面積9.945㎡。
柱穴は径25 ～ 49㎝、深さは4 ～ 50㎝をはかる。柱穴から少量の土師器杯皿細片のほか、土師質土鍋、
白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀、古瀬戸瓶などが出土した。
　SB1952（第35図）　方位をＮ－29.5 －゚Ｅにとる1×2間の東西棟である。梁行は300㎝（10尺）、桁
行は400㎝（13.3尺）で、柱間は200㎝（6.6尺）の等間となる。建物面積12㎡。柱穴は径34 ～ 48㎝、
深さは18 ～ 50㎝をはかる。柱穴から少量の土師器杯皿細片のほか、土師質土鍋、須恵質鉢、白磁椀、
龍泉窯系青磁椀、瓦などが出土した。P5からは焼土塊がまとまって出土した。

（４）ピット
　Ⅰ区で遺物が出土し番号をふったピットは2532におよぶ（下層遺構を除く）。ピットの総数は数え
ていないが、遺物出土ピットより2 ～ 3割増になるとみられる。遺物出土ピットのうち柵と掘立柱建
物の柱穴としてまとめた数は465個と2割に満たない。すべてが建物の柱穴ではないにしろ、まだまと
めきれなかった建物が相当数あることは間違いない。ここでは土師器杯皿などが完形もしくはまと
まって出土したピット（土器埋納ピット）とその他のピットからの出土遺物についてみていく。なお
図示した遺物は、土師器杯皿については埋納ピット出土遺物を先に置き、その後ピット番号順になら
べ、他の遺物についてはピット番号を考慮せず種類ごとに掲載した。
　土器埋納ピット（第38図）　SP0417・0644・2181・2200・2236の遺物出土状況を図示した。このほ
か SP0592・1531・2125・2235・2696・2745・2968が同様の出土状況を呈する。SP0078は砥石の出土
であるが、便宜上ここに掲載した。すでに掘立柱建物の柱穴でも土器の埋納として説明したが、建物
地鎮に伴うものとみられる。図示したピットの土器のほとんどが、ピット底から浮いた状態で出土
するのに対し、SB1907の西側周溝内に位置する SP2200だけが、ピット底の側壁に2枚の土師器皿を
柱を避けるかのように埋納する。掘立柱建物の場合はほとんどが建物廃棄後に埋納されていたが、
SP2200が建物の柱穴とすれば建物建築時の埋納の可能性が高い。SP2236は底に礎石があり建物など
の柱穴とみられるが、ほかのピットは単独遺構か建物かは判然としない。
　出土遺物（第39図73 ～ 92、第99図887）　73は SP0417出土の土師器皿。口径8.8㎝、器高1.6㎝。底
部は糸切り。74・75は SP0592出土の土師器杯。74の口径12.8㎝、器高2.8㎝、75の口径13.5㎝、器高2.8㎝。
底部はともに糸切り。76 ～ 80は SP0644出土の土師器杯皿。76・77は皿で、口径8.0 ～ 8.4㎝、器高1.2
～1.45㎝。底部は糸切り。78～80は杯で、口径12.8～14.8㎝、器高2.25～2.9㎝。杯皿とも底部は糸切り。
887も SP0644から出土した鉄釘。頭部は逆 L 字状に折り曲げる。断面は方形である。81は SP1531出
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第36図　SB1904・1905・1906・1907・1910出土遺物実測図（縮尺 1/3）
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第37図　SB1911・1912・1913・1914・1916・1917・1924・1926・1931・1933・1937・1939・1941・1951出土遺物実測図（縮尺 1/3）
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土の土師器皿。口径8.7㎝、器高1.2㎝。底部は糸切り。82は SP2125出土の土師器皿で、口径10.9㎝、
器高2.2㎝。底部は糸切り。83は SP2181出土の土師器杯。口径15.1㎝、器高2.7㎝。底部は糸切りで、
板状圧痕が残る。84・85は SP2200出土の土師器皿。口径10.5 ～ 10.8㎝、器高1.5 ～ 1.9㎝。底部は糸切り。
85には油煙が残る。86・87は SP2235出土の土師器杯。口径12.1 ～ 12.7㎝、器高2.8 ～ 2.85㎝。底部は
糸切り。88は SP2236出土の土師器皿。口径8.1㎝、器高1.2 ～ 1.4㎝。底部は糸切り。89・90は SP2696
出土の土師器杯皿。89は皿で、口径7.8㎝、器高1.6㎝。底部は糸切り。90は杯で、口径11.1㎝、器高2.3
㎝。杯皿とも底部は糸切り。91は SP2745出土の土師器杯。口径11.8㎝、器高2.1㎝。底部は糸切り。
92は SP2968出土の土師器杯。口径13.2㎝、器高2.5㎝。
　その他のピットの出土遺物（第39 ～ 41図93 ～ 97・99 〜 154、第99図886・888 〜 891、第100図
920・925・926、第101図931 〜 943）　93 ～ 97・99 〜 116は土師器杯皿である。皿は口径6.7㎝（97）
を最小とし、7.3㎝（109）がつぎ、8㎝前後のもの（95・100・105・107・108・110 ～ 112）がまとまり、
9㎝前後（103・106）、10㎝前後（104・115）のものがある。102は高台付杯で、口径8.6㎝、器高2.8㎝
をはかる。杯は口径10 ～ 11㎝（93・94）と15㎝前後（96・114）のものがある。101は体部が直線的
に外傾する杯で、口径10.4㎝、器高3.3㎝をはかる。99と113は小さな底部から口縁部がひらく薄手の
杯で、101とともに時期が新しくなる。底部を欠損するものを除けば、すべて糸切り離しで、114には
板状圧痕が残る。また93には油煙が付着する。116は底部中央に径1.8㎝の円形孔を焼成後あけた土師
器皿である。
　117は陶器のおろし皿。底部内面に先の尖った工具で横と縦にわけておろし目を施す。外面上端に
はわずかに灰緑色の釉が薄くかかる。底部は糸切り。胎は黄灰色で硬く固く焼きしまる。118は白磁
皿Ⅸ類。いわゆる口禿で、釉は青味がかった灰白色を呈する。119は白磁皿で、輪花の口縁部で、外
面には片彫りの縦線、内面口縁下には横線を入れ、その上から箆押圧の縦線を施す。釉は光沢のある
白色。120 ～ 122は龍泉窯系青磁椀である。120は内面に片彫りの花文を施す。釉は青味をおびた緑色。
121は外面に鎬蓮弁、見込みに草花文を施すⅡｃ類。釉は外面が茶味をおびた緑色、内面は暗い緑色
を呈する。122は青味をおびた明るい緑色釉が、高台畳付き部分まで厚くかかり、内外面とも貫入が
細かく入る。胎は灰白色で、高台内面は淡赤褐色を呈する。123は同安窯系青磁椀。外面には細かい
櫛目文を入れる。釉は灰緑色。124は明染付皿の底部片。見込みに花弁文を濃い青で描く。125は朝鮮
白磁椀。高台内側も含めほぼ全面に灰白色の釉をかける。見込み外周と高台畳付きに砂目跡が残る。
胎は黄灰色でやや粗い。126は褐釉陶器の壺。残存部には暗褐色の釉がかかる。127は陶器盤口縁片。
やや濁った灰緑色の釉が薄めにかかる。胎は砂粒を含み粗い。口縁上面に粘土の目跡？が残る。128
は瓦質湯釜の体部片。外面には3種類の菊花文を押す。129は波状押圧文の軒平瓦。凹面には布目、凸
面には叩きらしき痕が残る。焼きはあまく灰色を呈する。130は鬼瓦片。凸面には丸瓦にのせるため
の円弧のえぐりがあり、全体に磨滅しているが表面左側縁には連珠文をなすとみられる円形スタンプ
文が3個残り、また円弧のえぐりの上には口と歯らしき凹凸がある。胎土には砂粒を含み、焼きはあ
まく、灰～黄灰色を呈する。131は土製の人形型である。長さ5.4㎝、幅5㎝前後の釣鐘状の平面形を
呈する。図上部に方形状の孔を2ヶ所、中段の外側2ヶ所と中央に1ヶ所の紡錘形の突起（中央は破損）、
また下部は破損するものの1ヶ所長方形の孔が残り（本来は2ヶ所か）、型合せに用いられたとみられ
る。作られた製品については不明。外側は丸みをおび、爪による施文がみられる。胎土には若干砂粒
を含み、焼成は良好、赤褐色を呈するが、一部灰黒色となる。
　132 ～ 139は土錘。132のみが完形で、長さ4.5㎝、幅0.8㎝、重さ2.2ｇ。ほとんどふくらみのない円
筒形状を呈する。他のものも長短はあれ、ふくらみの少ないものが多い。140は径0.8㎝の棒状の土製
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品。141は円盤状土製品。径1.8㎝、厚さ0.25㎝、重さ1g。142・143は土師器杯皿の底を再利用した円
盤状土製品。143には糸切り痕が明瞭に残る。144・145は瓦玉。径は2.4㎝前後で、144の断面が扁平、
145は丸みをおびる。
　146 ～ 154は石製品。146は SP0078（第38図）から出土した粘板岩製砥石で、長さ16.5㎝、幅4.1㎝
をはかり、不整五角形のすべての面と図下端部の面を砥面として用いている。右側面と下端には擦り
切りで石材を切り離した痕跡が残る。147 ～ 153は砂岩質の石材を用いた砥石で、152が残存部4面を
砥面としている他は、自然石の1 ～ 2面を砥面として用いたにすぎない。154は頁岩製の扁平片刃石斧。
残存長4.3㎝、幅1.5㎝、厚さ0.8㎝をはかる。弥生時代遺物の混入である。
　886・888 ～ 891は鉄製品である。886・890は鉄釘。886は残存長3.6㎝で、断面は方形となる。890
は釘先部分で、断面はやはり方形となる。888は刀片。刃幅は2.9㎝。889は刀子の茎片。891は鏃。茎
は折損する。残存長3.3㎝。
　920・926は銅銭である。920は右を欠くが熈寧元寳（1068年初鋳）である。926は下部の「通」部分
だけが残る。
　931 ～ 943は SP1696から出土したガラス玉である。直径0.35 ～ 0.40㎝、厚さ0.15 ～ 0.4㎝、孔径は0.1
～ 0.2㎝。扁平なものが多いが、940や942のように丸みをおびる玉もある。いずれも鮮やかな緑色を
を呈する。出土の経緯についてはこのピットに切られた SX1697墓の項で触れる。
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第41図　ピット出土遺物実測図３（縮尺 1/3）
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　なお、第39図98の土師器杯は略号の取り違えでここに掲載したが、SK1393からの出土品であり、
説明は土坑の当該遺構番号の項で行っている。
　以上の遺物の出土ピットは、遺物番号の順に次のとおりである。93・94は SP0103、95は SP0518、
96は SP0620、97は SP1162、99は SP1793、100は SP1796、101は SP2062、102・103・104は
SP2516、105・106は SP2517、107は SP2654、108は SP2719、109は SP2742、110・111は SP2744、
112は SP2787、113は SP2818、114は SP2852、115は SP2949、116は SP1668、117は SP0674、118
は SP0637、119は SP1623、120は SP2652、121は SP2002、122は SP1635、123は SP0147、124
は SP1816、125は SP1535、126は SP2355、127は SP1117、128は SP2320、129は SP0030、130
は SP2895、131は SP0088、132は SP2590、133は SP0687、134は SP0615、135は SP2731、136は
SP2331、137は SP0590、138・888は SP0712、139は SP0587、140は SP2215、141は SP0099、142
は SP2643、143は SP2360、144は SP0666、145は SP2147、146は SP0078、147は SP2842、148は
SP3005、149・931 〜 943は SP1696、150は SP0465、151は SP2936、152は SP0058、153は SP0026、
154は SP1725、886は SP0439、889は SP1374、890は SP2197、891は SP2297、920は SP2240、926は
SP2749。
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（５）井戸
　調査区中央からその東側で4基、南西で1基の5基を検出した。井戸側材が残らないSE0069を除けば、
木組井戸と石組井戸がある。井戸の分類は宇野隆夫（「井戸考」史林65-5、1982）によった。各井戸
の出土遺物のうち木器は第50図にまとめた。
　SE0002（第42図）　Ｃ－４区で検出した縦板組隅柱横桟どめ井戸である。検出面で南北6.0ｍ、東西
4.8ｍの不整楕円形状の掘り方をもち、その中央北寄りに北北東方向（Ｎ－33 －゚Ｅ）に方形状の木組
井戸側を築く。掘り方上面から井戸底までの深さは3.1ｍ前後。底面は標高0.8ｍで、第三紀の青灰色
軟質の岩盤となる。検出時すでに井戸側の南西と南東隅柱が倒されるなど、西側から南側の木組が破
壊されており、西側の縦板は倒された状態で残っていたが、南側の縦板はほとんど抜き去られていた。
また東側の縦板材は内側に傾いていた。残存状況がよかった北側での隅柱間は1.3ｍをはかる。北側
の2隅柱は残存長230㎝前後。15㎝角の角材を用い、隅柱が向かい合う東西、南北の面に3ヶ所、50㎝
前後の間隔をもって長方形の 孔を穿つ。東西方向の 孔は、南北方向の 孔から10 ～ 15㎝上にあ
り、横桟は東西と南北で互い違いに組む。横桟は下二段分が残存し、幅10 ～ 13㎝、厚さ7㎝前後の角
材を用い、両端部分は下面を抉り 孔に収まるよう加工する。横桟と 孔の隙間には木楔をはめ込
む。横桟の外、隅柱の間には幅10㎝前後、厚さ2㎝前後の板材を縦に二段組み込む。下段ではほぼ120
㎝の長さの12枚の板材を、下から二段目の東西横桟のほぼ上面まで隙間なく組む。上段の縦板は、二
段目の東西横桟の下あたりから下段の縦板の裏に差し込むように組む。東側も二段の縦板組となる
が、下段の板材が北側に比べ30㎝ほど長く、南北横桟の二段目と三段目の間まで達する。板材には長
方形の孔をもつものがあり、建築材を転用した可能性がある。湧水が著しく、掘り方下部の調査は十
分にできなかったが、底面は2ｍ四方の方形状を呈する。ここに四隅の柱を置き、横桟を入れ、下段
の縦板を組み込み、掘り方を埋め戻しながらさらに上段の縦板を組み込んでいったものとみられる。
井桁など上部構造は不明。掘り方の上部には足がかりの段が設けられているが、西南側の比較的広い
段は、井戸廃棄後、井戸側材を抜き取る際の掘削跡の可能性が高い。なお北側の検出面下24㎝の覆土
のなかから馬とみられる頭骨などが出土した（図版17-3）。
　出土遺物（第43・44図155 ～ 193、第50図252・253・268・269、第99図865 ～ 868）155 ～ 165は土
師器杯皿である。うち155～158は皿で口径8.3～8.7㎝、器高1.2～1.6㎝。158は底部中央に穿孔をもつ。
159 ～ 165は杯である。口径12.2㎝～ 16.0㎝とばらつくが15㎝前後のものが多い。器高は2.1 ～ 3.4㎝。
166の底部には底部には文字とみられる墨痕がある。杯皿とも底部は糸切りで、159・161・162 ～ 165
は板状圧痕が残る。167は土師質の鉢。口縁部は短く外傾し、端部つまみ上げる。焼きがよく、淡赤
褐色を呈する。168は土師質の土鍋。口縁部は内湾気味に外傾し、端部は丸くおさめる。外面指押さ
えナデ、内面は刷毛目調整。外面には煤が付着する。169は須恵質の片口鉢。器表は著しく摩滅する。
170は須恵質の擂鉢。内面は刷毛目調整の後、4本の筋目を入れる。171は白磁椀。見込みには小さな
沈圏線が入る。釉は灰白色。172 ～ 174は龍泉窯系青磁椀。172はⅡ b 類、173は見込みに捩花文を入
れ、174は見込みに草花文を施す。175は外面に片彫りの蓮弁を入れた杯で、Ⅲ類か。176・177は皿で
ともにⅠ2類。176の見込みには細い片彫りで魚文を描く。釉は透明感のある淡い緑色。177は見込み
に櫛目で円状文様を施す。178は同安窯系青磁椀である。179は褐釉陶器鉢か。底部は二段の上げ底と
なる。胎は赤褐色。180は褐釉陶器の甕底部。181は褐釉陶器甕の胴部破片であるが、内面には同心円
の叩きが残る。胎は砂を含み、灰黒色。182は土師質の火舎か。残存部上位に菊花文のスタンプを施す。
焼きはよい。183は軒平瓦。雲流文。184・185は軒丸瓦で、184の外周には珠文がめぐる。186は土錘片、
187 ～ 189は瓦玉である。190は滑石製石鍋。口縁部下に断面三角の鍔を削り出す。191は平面円形、
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第42図　SE0002実測図（縮尺 1/40）
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第43図　SE0002出土遺物実測図1（縮尺 1/3）
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断面台形状の滑石製錘。中央に円孔を穿つほか、両側面にも小ぶりの円孔を斜めにあける。図右側は
再利用を試みたのか削り取られる。192は弥生土器の無頸壺。193は旧石器時代のサヌカイト製の尖頭
器とみられる。先端を欠くが、残存長5.3㎝、最大幅2.6㎝。ともに混入品である。252は長さ58.2㎝、
幅1.7㎝前後の細長い板材の一端を尖らせた木製品。尖らせた端部近くに釘孔が2ヶ所あり、建築材を
再加工したものか。253は幅4.5㎝、厚さ2.2㎝の板材の一端を浅く抉り、方形状の端部を作り出す。長
さ39.0㎝。反対の端部には削りがあり、折損した製品を再加工した可能性もある。268・269は曲げ物
底板。268の径は11.0×10.5㎝、269の径は13.7×12.8㎝。865 ～ 868は鉄釘片とみられる。断面方形も
しくは長方形状で、幅（厚さ）は0.6 ～ 0.9㎝をはかる。
　SE0067（第45図）　Ｄ－３区で検出した縦板組隅柱横桟どめ井戸である。検出面で南北2.1ｍ、東西
1.98ｍのほぼ方形の掘り方をもち、その中央北寄りに北北東方向（Ｎ－30 －゚Ｅ）に方形状の木組井
戸側を築く。掘り方上面から井戸底までの深さは2.45ｍ前後。底面は標高1.48ｍで、第三紀の青灰色
のやや軟質の岩盤となる。調査時も湧水がみられた。井戸側の東側の木組は破壊され、縦板の一部が
抜かれ、また残ったものも内側に倒された状態であった。他の三面と隅柱はほぼ残存していた。隅柱
間は0.75ｍ。隅柱は15㎝角の角材を用い、残存長170㎝前後。隅柱が向かい合う東西、南北の面に2ヶ
所、60㎝前後の間隔をもって長方形の 孔を穿つ。東西方向の 孔は、南北方向の 孔から約10㎝
上にあり、横桟は東西と南北で互い違いになる。おのおの二段となる横桟は、幅10㎝、厚さ6㎝前後
の角材を用いる。横桟の外、隅柱の間には長さ160㎝前後、幅2 ～ 10㎝、厚さ2㎝前後の不揃いな幅の
板材を6枚～ 7枚縦に組み込む。南西の隅柱は 穴の対応位置が違っていたのか、岩盤上に扁平な石
を置いてかさ上げする。上部がやや収縮しているものの井戸側部分はほぼ残っているとみられる。井
桁など上部構造は不明。
　出土遺物（第47図194 ～ 198、第50図270、第99図869、第100図916）194 ～ 196は土師器杯皿。
194・195は皿で、口径8.2 ～ 8.6㎝、器高1.1 ～ 1.4㎝。196は杯底部片。いずれも底部糸切り。197は瀬
戸焼の壺か。外面に草花文と花弁文を一体となったスタンプを上下左右に連続して押す。釉は褐色。
198は土錘。両端が欠け、残長3.3㎝、径1.0㎝。中央がやや膨らむ。270は曲物の底板。19.0×18.4㎝、
厚さ1.0㎝の扁球形を呈する。869は鉄釘。断面は方形となる。916は井戸側上部から出土した元豊通寳
（1057年初鋳）。この他に須恵質鉢などが出土しているが、土師器杯皿を除けば遺物の種類、量とも少ない。
　SE0069（第45図）　Ｄ－３区、SE0067の西北約1ｍで検出した井戸である。掘り方上面は南北2.62
ｍ、東西2.80ｍの不整楕円形を呈する。深さ約0.75ｍまでは井戸廃棄後の覆土で、その下の中央に径1.5
ｍの落ち込みが現れた。ちょうどこのあたりから壁面が一辺1.5ｍほどの方形となり、井戸側の検出
を予測し、東側をさらに1ｍほど掘り下げたが確認できなかった。湧水が著しく、また壁面の崩落の
恐れがあったため東側の掘り下げにとどめ、Ⅰ区東側調査区の埋め戻しの際重機で掘削したが、やは
り井戸側は見あたらなかった。方形の掘り方からすれば SE0067と同様の井戸側が設置され、完全に
抜き取られた可能性が高く、断面図の中央25 ～ 27層が井戸側抜き取りの際落ち込んだ層、またその
外28 ～ 30層がもとの裏込め層とみられる。井戸底は検出面から深さ2.5ｍ、標高1.0ｍ前後にあり、第
三紀の青灰色のやや軟質の岩盤となる。深さ0.9ｍ前後の壁面には、井戸掘削時の足かけが6ヶ所掘り
込まれる。上面形態も方形であったのが、廃棄、抜き取りの際壊されたのであろう。
　出土遺物（第47図199 ～ 220）199 ～ 206は土師器杯皿。199 ～ 203は皿で、口径7.9 ～ 9.4㎝、器高1.0
～ 1.3㎝。204 ～ 206は杯。206の口径12.5㎝、器高2.6㎝。いずれも底部糸切りで、199には油煙が残る。
207は土師質の土鍋片。直立する口縁部の直下に断面三角形の突帯をめぐらす。外面には煤が付着す
る。208は龍泉窯系青磁椀Ⅱ b 類。209・210は白磁壺の口縁部。209は端部の折り返しが丸みをもつ
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第45図　SE0067・0069実測図（縮尺 1/40）
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SE0069
１ 暗褐色土
２ １に黄褐色土ブロック混じる
３ １と同じ
４ 黄褐色土に暗褐色土混じる
５ 褐色土ブロック
６ 黄褐色土
７ 暗褐色土ブロック
８ 黒褐色粘質土
９ ６と同じ
10 黄褐色砂礫土
11 暗灰褐色土（若干砂混じり）
12 10と同じ層
13 ４と同じ
14 暗灰褐色砂質土
15 灰黒色粘土
16 10と同じ
17 黄褐色土に灰色土ブロック

混じる

18 灰褐色土
19 黄褐色土と灰褐色礫砂混じる
20 灰褐色礫砂土に黄褐色土

ブロック混じる
21 灰黒色粘質土に黄褐色土

ブロック混じる
22 明赤褐色粘質土
23 灰褐色土に黄褐色土ブロック

混じる
24 暗赤褐色砂質土に灰黒色土

ブロック混じる
25 灰黒色粘土
26 黄白色粘土
27 25と同じ
28 暗灰黒色粘土（鉄分含む）
29 明赤褐色粘質土と

灰黒色砂質土の混じり
30 灰黒色砂質土
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第46図　SE0339実測図（縮尺 1/40）
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のに対し、210は端整である。釉は209が緑味をおびた灰色、210が灰白色。211は褐釉陶器の鉢。口縁
部は丸みをもって折り返す。212は平瓦片。凹面布目、凸面格子目叩き。凸面は灰黒～黒色を呈する
が、凹部は赤褐色を呈する。213 ～ 219は土錘。ほとんどが破損品で、全形をうかがわせる213は長さ
4.1㎝、径0.9㎝、重さ2ｇで、中央がやや膨らむ。いずれも精良な胎土を用い、218が灰褐色である他
は赤褐色を呈し、作りもよく似る。220は磨製石剣片。残存長7.5㎝、刃幅3.35㎝、厚さ1.2㎝をはかる。
淡赤褐色の粘板岩製。弥生時代の混入品である。
　SE0339（第46図）　Ａ－２・３区で検出した石組円筒形井戸である。掘り方上面は、多少出入りが
あるもの南北4.10ｍ、東西4.25ｍの略方形としてとらえられる。深さ0.7 ～ 0.8ｍで石組井戸側の残存
上部に達する。井戸側は掘方の中央西側に築かれ、上面での径1.40ｍ、井戸底での径1.05ｍと、底に
向かいわずかにすぼむ。残存石組みは高さ1.95ｍで、9 ～ 10段にわたり積み上げる。底から4段目ま
でと残存最上段は大ぶりの石を用い、その間は小ぶりの石を用い組み上げる。ほとんどが自然の転石
を使用しているが、一部面取した石もある。井戸底は検出面から深さ2.7ｍ、標高0.7ｍ前後にあり、
第三紀の青灰色のやや軟質の岩盤となる。検出面から残存最上段までの覆土の中に大小の石が混じっ
ており、井戸側がさらに上に延びていたものとみられる。調査時も湧水がみられた。
　出土遺物（第47図221 ～ 235、第50図254 ～ 267・271・272、第99図873 ～ 875・895）　221 ～ 225は
土師器杯皿である。221 ～ 224は皿で、口径8.2 ～ 9.4㎝、器高1.05 ～ 1.45㎝。221は底径が5.4㎝と小さい。
225は杯。口径12.8㎝、器高2.7㎝。杯皿はすべて糸切り。226は土師質土鍋の脚片。本体との接合内面
には横刷毛目が残る。227は口径6.8㎝、器高2.9㎝の白磁小椀。高台畳付を除き灰白色の釉がかかるが、
見込みの釉は環状に掻き取る。228は白磁皿。低い高台をもち、口縁部は外反する。見込みには浅い
段がつく。釉は灰白色。229は明染付皿。見込み外側に二重の圏線、その中に草花文を青で濃淡をつ
けて描く。底部は凹底。釉は水色で畳付部分以外にかかる。230は青白磁合子の身。体部外面には唐
草風の文様を陽刻する。外面の受部下から体部と内面に薄い水色の釉がかかるが、内面底部との境の
釉は輪状に掻き取る。231・232は朝鮮白磁椀である。231は高台外面まで青みをおびた灰白色の釉が
かかる。胎は粗い。232は底部内側中央を除き青みをおびた白色釉がかかる。見込みには砂目跡が残る。
胎は黒色粒を含み、比較的しまっている。233は朝鮮粉青沙器皿。胎の灰黒色地の上に白泥を刷毛で塗っ
たいわゆる刷毛目で、内面から外面上位まで施す。その上に透明釉を全面にかける。高台畳付には目
跡が残る。235は砂岩製の砥石。長さ11.2㎝、幅3.9㎝、厚さ4.3㎝。長辺の一面だけを砥面として使用
している。254 ～ 267は桶の側板。このうち254 ～ 263の10枚は、幅は1.35 ～ 3.0㎝とばらつくものの、
長さは12.85㎝、厚さ0.3㎝と同じ寸法をとり、なおかつ内側に漆とみられる黒色の付着物があること
から同じ小桶の側板であろう。上部は0.5㎝幅ほど内側を削り端部を尖り気味にし、下部は2㎝幅ほど
内側を削り薄くする。他の4枚はそれぞれ別々の桶側板とみられる。271は10.5×10.3㎝のほぼ円形板
の一端に径1.5㎝の円孔をあけたものである。桶の上蓋であろうか。272は横9.8㎝、縦9.4㎝、厚さ0.6
㎝の方形板材。全体に焦げめが残る。874・875は頭を欠くが火箸とみられる。残存長はそれぞれ28.4㎝、
27.0㎝。断面は方形となる。873は断面円形の棒状鉄製品で、表面には紐を巻いたような痕跡がある。
895は椀形鉄滓で分析を行っている。228と木製品、鉄製品は井戸底からの出土である。
　SE2411（第48図） Ｅ－５区で検出した丸太分割刳抜き井戸である。掘り方上面は、北側が丸みを
おび、南側が方形状になり、南北2.45ｍ、東西2.3ｍをはかる。深さ0.45ｍで、掘り方の中央に棒状の
板を四方（南側はなし）に組んだ方形の枠（東西1.3ｍ、南北1.45ｍ）を置き、その下に丸太を半裁し
刳り抜いた4材を組み合わせた井戸側を設ける。刳り抜き材は上部が収縮するが、下部では厚さ6 ～ 7
㎝。湧水が著しく、井戸側材は重機で周りの土を壊しながら取り上げ、その後保存処理に出したため
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精査はしていないが、それぞれの
材の上面径からみれば、西側と東
側の2材が一木であった可能性が
高い。図示した北西側の刳抜き材
は長さ1.5ｍで井戸底に届かず、
また下部に長方形の刳り込みをも
つ。北東側の刳抜き材は長さ1.73
ｍ。井戸底は検出面から深さ2.35
ｍ、標高1.75ｍ前後にあり、第三
紀の青灰色のやや軟質の岩盤とな
る。上部の方形枠は井戸側との間
を小石で固定しており、井桁の下
部構造の可能性が高い。
　出土遺物（第49図236 ～ 251、
第100図924）236 ～ 243は 土 師 器
杯皿である。236 ～ 241は皿で、
口 径8.4 ～ 8.8 ㎝、 器 高0.8 ～ 1.45
㎝。241は小さな底部から直線的
に体部が外傾する薄手の作りの皿
で、胎土も精良で、焼きも良い。
242・243は杯。242の口径11.8㎝、
器高2.65㎝、243の口径12.7㎝、器
高3.2㎝。杯皿の底部はいずれも糸
切り。243の口縁部には油煙が残
る。244は須恵質の鉢。口縁端部
は肥厚して面を作り、その中央に
浅い凹線をめぐらす。内面は刷毛
目調整、外面にも刷毛目が残る部
分がある。245は土師質の擂鉢。
口縁部は外側に肥厚し、片口をも
うける。内面は刷毛目調整の上に
4本一組の筋目を入れる。外面は
磨滅が著しい。焼きは良く、白味
をおびた淡褐色を呈する。246は低い高台のついた陶器皿。見込みには褐色の濃淡で花文を描き、そ
の上にやや緑味をおびた透明釉を内面から外面高台近くまでかける。胎は白味をおびた淡褐色でやや
粗い。高台内には円と圏線の墨痕状のものが残る。ベトナムあるいは華南産か。247は青白磁の合子蓋。
外面には花文を陽刻する。水色の釉が外面口縁端直上までかかる。248・249は火舎。248は土師質で、
丸みのある体部から口縁部が内側に折れ、上面平坦になる。外面口縁直下には2条の沈線をめぐらせ、
その間に複線の菱形文を連続して施す。内面は刷毛目調整、外面は研磨する。また内面には煤が付着
する。焼きは良く、灰黒色、淡赤褐色を呈する。249は瓦質。平底に5面に面取した低い足がつき、体
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第48図　SE2411実測図（縮尺 1/40）
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部は直線的に外傾する。外面底部直上には2条の沈線をめぐらせ、その間に菊花文のスタンプを連続
して押す。内面は刷毛目調整。全体に磨滅する。250は滑石製の有孔製品。長さ10.9㎝、幅7.9㎝、厚さ2.6
㎝。図上端のやや左寄りに径1.0㎝の孔を穿つ。図裏の孔周辺は割れくぼむ。251は砂岩製の砥石。長
さ7.3㎝、幅2.25㎝で厚さは上端が0.7㎝、下に向かい厚くなり下端で1.4㎝。平坦な上下2面を砥面とす
る。924は銅銭の元豊通寳（1078年初鋳）。241・924が覆土上面、236・238・247・250が覆土、他は井
戸側内からの出土である。

第49図　SE2411出土遺物実測図（縮尺 1/3）
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第50図　SE0002・0067・0339出土木器実測図（縮尺 1/4）



− 62 −

第51図　土坑・製鉄関係遺構・墓配置略図（縮尺 1/400）
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（５）土坑
　土坑としてここで取り上げたのは中世の122基と弥生・古墳時代の5基（SK0421・2533・2716・
2735・2928）である。1ｍに満たない小型のものから SK2001のように6ｍを超す大型のものまである。
その用途は主に廃棄物処理坑（当時の塵穴）であろうが、祭祀土坑や他の用途の土坑もあるとみられ
る。以下、土坑の番号順にみていくが、すべての土坑の図は掲載できず、文章での説明にとどまった
土坑も多い。またレイアウトの関係で土坑図や出土遺物図が前後するところがある。
　SK0068（第52図）　Ｅ－３区。北北東に長軸をとる隅丸長方形状の土坑である。長さ1.68ｍ、幅1.55
ｍ、深さ49㎝。覆土は深さ15㎝まで黄灰色砂、以下は褐色砂質土。土師器杯皿、須恵質鉢、龍泉窯系
青磁椀Ⅱａ類、褐釉陶器などの細片が出土した。
　SK0071（第52図）　Ｅ－２区。東南東に長軸をとる楕円形状の土坑である。長さ1.15ｍ、幅0.97ｍ、
深さ15㎝。覆土は黒褐色に赤色土のブロックが混じる。土師器杯皿、白磁壺、陶器鉢などの細片が出
土した。
　SK0131（第52図）　Ｄ－１区。径1.6 ～ 1.7ｍの円形状の土坑である。検出面から深さ18㎝の東壁、
深さ52㎝の西壁、深さ52㎝の北東壁にテラスをつくりながらすぼみ、深さ107㎝で径40㎝前後の底部
にいたる。覆土4層の粘質土は深さ30㎝から底部にまで及ぶ。
　出土遺物（第55図273・274）273は土師器皿。口径9.6㎝、器高1.3㎝。274は同じく杯。口径13.7㎝、
器高2.7㎝。ともに底部糸切りで、板状圧痕が残る。他に須恵質鉢、白磁、龍泉窯系青磁椀Ⅰ・Ⅱａ類、
陶器盤などの細片が出土した。
　SK0132（第52図）　Ｅ－３区。南北に長軸をとる楕円形状の土坑である。長さ1.25ｍ、幅0.97㎝、
深さ25㎝。深さ9㎝の北壁にテラスをつくる。覆土は灰黒色砂質土に黄色土ブロックが混じる。西壁
に沿った底面近くから土師器杯皿が出土した。
　出土遺物（第55図275 ～ 280）土師器杯皿である。275 ～ 278は皿。口径8.0 ～ 8.7㎝、器高1.3 ～ 1.8
㎝。279・280は杯。口径13.2 ～ 13.3㎝、器高2.5㎝。杯皿ともに底部は糸切り。他に須恵質鉢、白磁、
龍泉窯系青磁椀、褐釉陶器片などが出土した。
　SK0138（第52図）　Ｅ－１区で検出した円形状土坑で、半分以上が調査区外にかかる。確認した南
北幅は2.17ｍ。深さ40㎝付近にテラスをつくり、方形状の底面はやや北寄りとなる。検出面からの深
さ46㎝。覆土はテラス上から底面までの7 ～ 16層が粘土もしくは粘質土である。土師器杯皿、土師質
片口鉢、龍泉窯系青磁杯Ⅲａ類、瓦などの細片と小鉄滓が出土した。
　SK0139（第52図）　Ｄ－２区。北北東に長軸をとる隅丸長方形状の土坑である。長さ1.16ｍ、幅0.71
ｍ、深さ37㎝。東壁の深さ14㎝には南に下がる浅いテラスをつくる。北側は試掘トレンチで崩れる。
覆土は底部近くの5 ～ 9層が粘土・粘質土となる。土師器杯皿、須恵質鉢、龍泉窯系青磁椀Ⅱ b 類な
どの細片少量と小鉄滓が出土した。
　SK0168　Ｅ－２区。南北に長軸をとる長さ0.80ｍ、幅0.10ｍ、深さ10㎝の楕円形小土坑である。覆
土は灰褐色土。土師器杯皿、白磁、龍泉窯系青磁椀などの細片少量と鉄釘片が出土した。
　SK0169　Ｅ－２区。南北に長軸をとる長さ0.55ｍ、幅0.25ｍ、深さ2㎝の浅い長方形小土坑である。
覆土は灰褐色土。土師器杯皿細片少量と、龍泉窯系青磁椀Ⅰ類片が出土した。
　SK0269　Ｅ－２区。北西に長軸をとる長さ0.55ｍ、幅0.40ｍ、深さ3㎝の浅い楕円形土坑である。
土師器杯皿細片少量と、朝鮮白磁椀？片が出土した。
　SK0315　Ｄ－１区。北北東に長軸をとる長さ1.90ｍ、幅1.30ｍ、深さ4 ～ 5㎝の浅い隅丸長方形土
坑である。底面は凹凸が著しい。覆土は黒褐色土。土師器杯皿細片少量と、白磁皿片、同安窯系青磁
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第52図　SK0068・0071・0131・0132・0138・0139・0338・0343実測図（縮尺 1/40）

SK0131
１ 灰黒土と黄灰色砂質土の混じり
２ 黄色砂質土ブロック
３ 黄灰色砂質土
４ 灰色粘土（鉄分含む）
５ 灰黒色粘土に黄色砂ブロック混じる
６ 灰黒色土（灰含む）
７ 黄灰色砂質土
８ 灰黒色粘土
９ 灰色粘質土

SK0138
１ 盛土（バラス）
２ 灰～黄灰色土（床土か、鉄分が多い）

３ 褐色土に黄白色粘土ブロック混じる
４ 暗褐色土
５ 黒褐色土と黄白色粘土の混じり
６ 暗褐色土に黄白色粘土ブロック混じる
７ 黒褐色粘質土に黄白色粘土ブロック混じる
８ 汚れた黄白色粘質土（一部灰色粘土）
９ 黄白色粘質土と灰褐色土の混じり
10 ８と同じ
11 黒色粘質土
12 白色粘土
13 白色粘土に黒色粘土ブロック混じる
14 11と同じ
15 暗褐色粘質土に灰白色粘土ブロック混じる
16 黒褐色粘質土

SK0139
１ 灰白色粘質土に灰黒色粘質土混じる （鉄分含む）
２ 褐色土に黄白色土ブロック混じる
３ 黒褐色土
４ ２に黄白色土ブロック混じる
５・６ 灰白色粘質土に灰黒色粘土混じる（鉄分含む）
７ 黒色土ブロック
８ 灰褐色粘土
９ 灰黒色粘土

SK0343
１ 黄灰色土 （粗砂、小礫含む）
２ 灰褐色土
３ 黄褐色土 （やや粘質、 炭化物・焼土含む）

0 2m
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第53図　SK0317・0345・0346・0347・0348・0349・0390実測図（縮尺 1/40）

SK0317
１ 暗灰褐色土 （鉄分、砂～小礫含む）
２ 灰褐色土 （１に比べ明るく、砂の混じりも少ない）
３ 灰色粘質土 （鉄分、若干小礫含む）
４ 明灰色粘質土 （鉄分含む）
５ 暗灰褐色土 （砂含む）
６ 暗赤褐色粗砂 （鉄分多い）
７ 黄褐色砂質土
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第54図　 SK0397・0398・0399・0418・0419・0421・0422・0426・0496実測図（縮尺 1/40）
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椀片、陶器盤片などが出土した。
　SK0316　Ｄ－１区。北北東に長軸をとる長さ2.56ｍ、幅1.65ｍ、深さ5㎝の浅い楕円形土坑である。
覆土は黒褐色土。土師器杯皿細片と、須恵質鉢片、白磁片、陶器盤片、瓦玉などが出土した。
　SK0317（第53図）　Ｄ－1区。北東に長軸をとる楕円形状土坑である。後世の段落ちで南側上面は
削平される。長さ3.44ｍ、幅1.76ｍ。壁面は緩やかに傾斜し、深さ30㎝で段をなし、深さ70㎝で南側
が細い平坦面をつくる。その北寄りに長さ0.94ｍ、幅0.72ｍ、深さ20㎝の長方形状の穴を設ける。上
面からこの穴底までの深さは90㎝。覆土は底部近くの6・7層が粗砂・砂質土となる。土師器杯皿、土
師質鉢、瓦質湯釜、白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁、明染付、瓦などの破片が少量出土した。
　SK0338（第52図）　Ｄ－１区。北西に長軸をとる北側がやや広がる楕円形状土坑である。長さ1.26
ｍ、幅0.68ｍ。底面は北側に寄り、深さ37㎝。覆土は灰黒色土に黄白色土ブロックが混じる。
　出土遺物（第55図281）残存長6.2㎝、幅4.8㎝、厚さ1.45㎝の硯片である。海の部分がかろうじて残る。
凝灰岩製。他に土師器杯皿、土師質鉢、須恵質鉢、瓦質湯釜、白磁椀、龍泉窯系青磁椀、明染付皿、
褐釉陶器壺、瓦などの細片少量と鉄釘が出土した。
　SK0343（第52図）　Ｅ－２区。北北西に長軸をとる隅丸方形状土坑である。一辺0.81 ～ 0.85ｍ、深
さ24㎝。覆土は2・3層の灰褐～黄褐色土。SX0340製鉄関係遺構を切る。土師器杯皿、須恵質土器、陶器、
瓦などの細片少量が出土した。
　SK0345（第53図）　Ｃ－２区。東北東に長軸をとる楕円形土坑である。長さ0.95ｍ、幅0.78ｍ、深
さ14㎝。土師器杯皿の他、須恵質片口鉢、白磁椀、龍泉窯系青磁椀Ⅱ b 類、陶器壺などの細片が出
土した。
　SK0346（第53図）　Ｃ－２区。北北東に長軸をとる隅丸長方形土坑である。長さ1.50ｍ、幅0.56ｍ、
深さ10㎝。底面は南に傾斜する。中央のピットは別遺構。覆土は灰褐色土。土師器杯皿細片など少量
出土したにとどまる。
　SK0347（第53図）　Ｃ－２区。北西に長軸をとる楕円形状土坑である。長さ1.32ｍ、幅0.8ｍ、深さ
35㎝。底面は北に傾斜する。北側はピットに切られる。覆土は灰黒色土と黄色土が混じる。土師器杯
皿、須恵質土器、白磁、龍泉窯系青磁椀、褐釉陶器壺、陶器盤などの細片少量が出土した。
　SK0348（第53図）　Ｃ－２区。北北東に長軸をとる隅長丸方形土坑である。長さ0.95ｍ、幅0.82ｍ、
深さ38㎝。覆土は黄褐色砂質土に灰黒色土が混じる。土師器杯皿細片少量と、白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系
青磁椀Ⅰ類、同安窯系青磁椀の細片が出土した。
　SK0349（第53図）　Ｄ－１区。北西に長軸をとる楕円形土坑である。長さ0.9ｍ、幅0.57ｍ。深さ20
㎝で内側に傾斜気味の平坦面をつくり、その中央に長さ0.45ｍ、幅0.19ｍ、深さ8㎝の楕円形の穴を設
ける。上面から中央穴底までの深さ35㎝。覆土は灰黒色土に黄色土ブロックが混じる。
　出土遺物（第55図282）波状押圧文をもつ軒平瓦片である。他に土師器杯皿細片少量と須恵質鉢片
が出土した。
　SK0350　Ｄ－１区。南北に長軸をとる長さ1.50ｍ、幅1.25ｍ、深さ5㎝の浅い楕円形土坑である。
覆土は鉄分が多い灰褐色土。南側は段落ちで切られる。土師器杯皿細片と白磁細片が出土した。
　SK0353　Ｄ－１区。径0.95ｍ、深さ5㎝の浅い円形土坑である。覆土は鉄分が多い黄みをおびた灰
褐色土。土師器杯皿細片少量と、土師質擂鉢、白磁の細片が出土した。
　SK0376　Ｄ－１区。東西に長軸をとる長さ1.65ｍ、幅0.55ｍ、深さ3 ～ 6㎝の浅い長方形土坑である。
覆土は灰褐色砂質土。土師器杯皿細片少量と白磁椀の細片が出土した。
　SK0390（第53図）　Ｄ－２区。北西に長軸をとる長方形小土坑である。長さ0.72ｍ、幅0.53ｍ、深
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さ11㎝。覆土は茶褐色土で、下部に黄褐色土ブロックと炭化物を含む。土師器杯皿細片5、須恵質擂
鉢細片1、それに焼土塊が出土したにとどまる。
　SK0397（第54図）　Ｅ－３区。北西に長軸をとる楕円形土坑である。東側は攪乱にあうが、かろう
じて東端部が残る。長さ3.26ｍ、幅2.0ｍ、深さ37㎝。壁面は緩やかに下り、底面は西側に傾斜する。
覆土は上部が黒褐色土、下部は灰褐色砂質土。底面には30㎝前後の石が点在し、その間から土師器杯
皿などの遺物が出土した。
　出土遺物（第55図283 ～ 297）　283 ～ 295は土師器杯皿である。283 ～ 290は皿で、口径8.0 ～ 8.6㎝、
器高0.85 ～ 1.7㎝。291 ～ 295は杯。口径11.4 ～ 13.4㎝、器高2.3 ～ 2.8㎝。杯皿とも底部は糸切りで、
292には板状圧痕が残る。296は須恵質の鉢。口縁端部はわずかに肥厚する。内面上位は刷毛目調整、
下位はナデで仕上げ、外面は刷毛目調整の後指ナデで刷毛目を消す。297は龍泉窯系青磁椀Ⅰ類。内
面見込みに櫛目花文を入れ、また体部は櫛目で縦に分割しその間に櫛目花文を施す。釉は灰味の強い
緑色。他に瓦、鉄製品などが出土した。
　SK0398（第54図）　Ｅ－２区。西北西に長軸をとる隅丸長方形の小土坑である。南側は SD0070に
切られる。長さ0.88ｍ、残存幅0.38ｍ、深さ10㎝。底面近くから土師器皿が出土した。
　出土遺物（第55図298・299）　ともに土師器皿で、口径9.0 ～ 10.1㎝、器高0.9 ～ 1.0㎝。底部は糸切り。
他に白磁椀、天目椀片がなどが出土した。
　SK0399（第54図）　Ｄ－３区。北西に長軸をとる長方形状の小土坑である。長さ0.94ｍ、幅0.65ｍ、
深さ25㎝。壁面はほぼ垂直で、底面には20㎝大の扁平な石と瓦を敷く。覆土は黒褐色粘質土と黄褐色
土が細かく混じり合う。
　出土遺物（第55図300）　丸瓦片である。玉縁部分は主に横ナデ、背は縄目叩き、内面は布目が残る。
他に土師器杯皿片少量（皿口径8㎝）と銭名不明の銅銭、鉄滓などが出土した。
　SK0418（第54図）Ｃ－２区。ほぼ東西に長軸をとる長方形状小土坑である。長さ0.91ｍ、幅0.78ｍ、
深さ8㎝。覆土は褐色土。土師器杯皿細片少量と瓦片が出土したにとどまる。
　SK0419（第54図）　Ｄ－３区。北北東に長軸をとる長方形土坑である。長さ1.27ｍ、幅1.11ｍ、深
さ38㎝。覆土は灰黒～灰褐色土と黄褐色砂質土が混じる。比較的整った掘り方である。
　出土遺物（第55図301）土師器皿である。口径9.2㎝、器高1.5㎝。底部は糸切り。他に土師質土器、
白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀Ⅰ・Ⅱｂ類、青白磁合子蓋などの細片と鉄釘片が出土した。
　SK0420　Ｅ－４区。南北長2.75ｍ、幅0.80ｍ、深さ3㎝の浅い半月状の土坑である。覆土は礫を含
んだ暗灰褐色土。SD0396を切る。
　出土遺物（第55図302・303）302は土師器皿。口径7.6㎝、器高1.05㎝。底部は糸切り。303は土錘片。
他に土師器杯、土師質土器、須恵質土器などの細片が若干出土した。
　SK0421（第54図）　Ｄ－３区。ほぼ南北に長軸をとる楕円形小土坑である。長さ0.82ｍ、幅0.69ｍ、
深さ11㎝。覆土は上部が灰褐色土、下部は砂質土となる。弥生時代中期の土坑とみられ、上部から甕、
高杯片と黒曜石が出土した。
　SK0422（第54図）　Ｅ－３区。ほぼ東西に長軸をとる楕円形土坑である。長さ2.00ｍ、幅1.53ｍ、
深さは9㎝と浅い。覆土は灰黒色土に黄色土小ブロックと炭化物が混じる。
　出土遺物（第57図304 ～ 309）土師器杯皿である。304 ～ 306は皿で、口径8.4 ～ 9.2㎝、器高1.0 ～
1.35㎝。307 ～ 309は杯で、口径12.0 ～ 12.4㎝、器高1.8 ～ 2.8㎝。杯皿とも底部は糸切りで、304・305
には板状圧痕が残る。他に白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀Ⅱａ類などの細片と鉄釘が出土した。
　SK0426（第54図）　Ｃ－２区。ほぼ北東に長軸をとる隅丸長方形の小土坑である。長さ0.63ｍ、幅0.48
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ｍ、深さは8㎝と浅い。土師器杯皿細片などが少量出土したにとどまる。
　SK0494（第56図）　Ｃ－２区。北北西に長軸をとる楕円形状土坑である。北側部分の上面は出入り
がある。長さ2.56ｍ、幅1.80ｍ、深さ18㎝。壁面は緩やかに下り、底面は凹凸が著しい。覆土は上面
中央に黄褐色土がのるが、全体に少量の炭化物を含んだ黒褐色土となる。
　出土遺物（第57図310 ～ 315）土師器杯皿である。310 ～ 313は皿で、口径8.1 ～ 9.2㎝、器高1.0㎝。
314・315は杯で、口径12.2 ～ 13.0㎝、器高1.8 ～ 2.2㎝。杯皿とも底部は糸切りで、311・314には板状
圧痕が残る。他に瓦質土器、白磁椀、龍泉窯系青磁椀Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ類、褐釉陶器甕などの細片と鉄
刀子片が出土したがそれぞれ2 ～ 3点で、大半は土師器杯皿がしめる。
　SK0496（第54図）　Ｃ－２区。北東に長軸をとる楕円形状土坑である。長さ1.04ｍ、幅0.79ｍ、深
さ23㎝。鍋底状を呈する。覆土は灰褐色砂質土に黄色土ブロックと炭化物が混じる。SD0400と切り
合う。土師器杯皿細片少量と、土師質土鍋片、褐釉陶器片、瓦片などが出土した。
　SK0522（第56図）　Ｃ－３区。ほぼ北西に長軸をとる長方形土坑である。長さ2.17ｍ、幅1.56ｍ、
深さ24㎝。覆土は灰味が強い灰黒色土の1層で、上部は若干黄味がかる。汚れた黄色土ブロックと炭
化物が混じる。
　出土遺物（第57図316 ～ 321）土師器杯皿である。316 ～ 318は皿で、口径8.8 ～ 9.4㎝、器高1.2㎝。
319 〜 321は杯で、口径13.8 ～ 15.1㎝、器高2.4 ～ 2.7㎝。杯皿とも底部は糸切りで、317・318・320に
は板状圧痕が残る。また320の口縁部には油煙が付着する。他に須恵質鉢、白磁椀、龍泉窯系青磁椀・
皿、同安窯系青磁椀、褐釉陶器甕などの細片と滑石製石鍋片が出土したが、いずれも数点にとどまり、
コンテナ1箱出土した土師器杯皿が圧倒的な量をしめる。
　SK0527　Ｃ－３区。SK422の西にある径0.55ｍ、深さ5㎝の浅い円形小土坑である。土師器杯皿片
少量（杯の口径12.5㎝）と龍泉窯系青磁椀細片1が出土したにとどまる。
　SK0608（第56図）　Ｅ－３区。ほぼ北東に長軸をとる楕円形土坑である。長さ1.25ｍ、幅0.65ｍ、
深さ46㎝。南壁は深さ35㎝で小さな平坦面をつくるが、北壁はピットに切られる。底面は40×25㎝の
楕円形となる。覆土は上下2層に分かれ、上層が灰褐色砂質土、下層が明灰褐色土に黄色土ブロック
が混じる。上面を SD0603に切られる。
　出土遺物（第57図322 ～ 324）　322・323は羽釜で、ともに外面には煤が付着する。322は土師質で、
外傾する口縁部直下に断面三角形の鍔をめぐらす。内外面ともナデ仕上げ、焼きは良く、内面は暗赤
褐色を呈する。323は須恵質で、体部は外傾し、横に引き出した鍔部分から口縁部が短く直立する。
内面は刷毛目調整、外面は刷毛目調整の後指押さえナデで仕上げている。焼きは良く、内面灰白色を
呈する。324は土師質土器の注口部分。胎土は精良で、焼成も良く、淡褐色を呈する。他に土師器杯
皿（皿の口径8㎝）少量と、白磁椀、龍泉窯系青磁椀・皿などの細片が出土した
　SK0609（第56図）　Ｅ－３区。ほぼ北東に長軸をとる不整長方の小土坑である。長さ0.70ｍ、幅0.55
ｍ、深さ38㎝。深さ20㎝から底面までに遺物が集積していた。上面を SD0603に切られる。
　出土遺物（第57図325・326）　325は底面から割れて出土した須恵質片口鉢である。接合の結果口縁
部の一部以外残存していた。体部は丸みをもって外傾し、口縁部は断面三角形状につまみ上げる。口
縁外面突出部は黒くなる。口径27.8㎝、器高10.7㎝。内外面とも横ナデで仕上げるが、内面は磨滅気
味である。底部には糸切り離し痕が残る。326は白磁皿Ⅸ類。口縁部内側端の釉を輪状に掻き取る。
釉色はやや青みをおびた灰色。他に土師器杯皿（皿口径8㎝）、白磁椀、龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類の細片
が少量出土した。
　SK0613（第56図）　Ｆ－４区。ほぼ北東に長軸をとる楕円形土坑とみられるが、東半は調査区外に
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SK0494
１ 黄褐色土に黄色土ブロック混じる
２ 黒褐色土 （少量炭化物含む）
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かかる。確認した長さ1.54ｍ、幅0.60ｍ、深さ9㎝。底面は東側に傾斜する。覆土は灰黒色土黄色土ブ
ロックが混じる。
　出土遺物（第57図327・328）327は土師器皿である。口径8.9㎝、器高1.1㎝。底部中央に穿孔する。
底部は糸切り。328は陶器椀。外表面には凹凸がある。灰緑色の釉が口縁部の内外を除き薄くかかる。
胎は比較的しまり、赤みをおびた黄白色を呈する。他に土師質土鍋、須恵質鉢、白磁椀などの細片が
出土した。
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　SK0647　Ｆ－３区。SK0613に切られた深さ3 ～ 7㎝の土坑であるが、大半が調査区外にかかり、
全容は不明である。土師器杯皿細片が少量出土したにとどまる。
　SK0766（第56図）　Ｄ－４区。SD0001の東北隅の底で検出した北東に長軸をとる楕円形状土坑で
ある。長さ1.90ｍ、幅1.63ｍ、確認できた深さは8㎝。底面は凹凸が著しい。土師器杯皿細片少量と龍
泉窯系青磁椀Ⅰ類片、青磁壺？細片、瓦片が出土したにとどまる。
　SK0838　Ｄ－３区。西北西に長軸をとる長さ0.70ｍ、幅0.50ｍ、深さ7㎝の長方形小土坑である。
覆土は黄褐色砂質土が混じった黒褐色砂質土。土師器杯皿細片少量と平瓦片が出土した。
　SK0840　Ｄ－３区。西北西に長軸をとる長さ1.60ｍ、幅0.60ｍ、深さ26㎝の長楕円形土坑である。
土師器杯皿細片少量と白磁皿Ⅸ類片が出土した。
　SK0841　Ｄ－３区。東西幅0.95ｍ、南北幅0.90ｍ、深さ15㎝の三角形状の土坑である。覆土は灰色
土と黄褐色土の混じりで、炭化物を含む。土師器杯皿細片が少量出土しただけである。
　SK0842（第56図）　Ｄ－３区。ほぼ東西に長軸をとる楕円形状の小土坑である。長さ0.95ｍ、幅0.66
ｍ、深さ20㎝。SD1070を切る。土師器杯皿細片少量と褐釉陶器甕片、瓦片が出土した。
　SK0869（第56図）　Ｄ－２区。北東に長軸をとる隅丸長方形土坑である。長さ1.20ｍ、幅1.05ｍ、
深さ39㎝。覆土は明灰色粘土に黒色粘質土が混じる。土師器杯皿細片少量と白磁皿Ⅸ類片、瓦片など
が出土した。
　SK0870　Ｄ－２区。南北に長軸をとる長さ1.50ｍ、幅1.10ｍ、深さ6㎝のやや不整な楕円形土坑で
ある。覆土は灰褐色土に黄色土ブロックが混じる。土師器杯皿細片少量と瓦片が出土した。
　SK0879　Ｄ－２区。ほぼ東西に長軸をとる長さ1.25ｍ、幅0.45ｍ、深さ5㎝の浅い長方形土坑である。
覆土は灰色土と黄褐色土が混じる。土師器細片が少量出土したにとどまる。
　SK1003　Ｅ－４区。西北西に長軸をとる長さ0.55ｍ、幅0.45ｍ、深さ6㎝の浅い楕円形小土坑である。
土師器細片7が出土したにとどまる。
　SK1079（第58図）　Ｃ－２区。径0.65 ～ 0.75ｍ、深さ39㎝の円形状の小土坑である。覆土は灰黒色
土と黄色土が混じる。SD0001に切られる。土師器杯皿細片少量と瓦片が出土した。
　SK1081（第58図）　Ａ－３区。径0.83 ～ 0.90ｍ、深さ60㎝の円形状の小土坑である。深さ36㎝から
27×16㎝大の板材が水平状態で出土した。覆土は1層を除けば粘質土で、2・3層には炭化物を含む。1
～ 3層が柱抜き取り後の覆土で、板材を礎板としてとらえることもできるが、底面から30㎝上に置か
れていたことになる。ここではとりあえず土坑としておく。
　出土遺物（第57図329 ～ 331）土師器杯皿である。329・330は皿で、口径9.8 ～ 10.3㎝、器高1.4 ～ 1.6
㎝。331は杯で口径13.3㎝、器高3.3㎝。底部は糸切りで、329は板状圧痕が残る。他に口縁上面に縄目
をもつ土師質土鍋片、白磁椀片、瓦片が出土した。
　SK1084　Ａ－３区。径0.75ｍ、深さ25㎝の円形小土坑である。SD1082を切る。土師器杯皿細片少
量と陶器盤などが出土した。
　SK1085　Ａ－３区。西側を SD1083、東側を SD1086に切られ全容は不明である。長方形土坑とみ
られ、残存南北幅1.1ｍ前後、深さ5㎝。土師器杯皿細片少量と土師質羽釜・土鍋、白磁椀Ⅸ類、龍泉
窯系青磁椀Ⅰ類、陶器の細片が出土した。
　SK1185（第58図）　Ｃ－４区。ＳＥ0002の南側で複数の土坑が切り合うが、この土坑はその一番
北に位置する。南北長2.67ｍ、東西幅2.48ｍの方形状の土坑で、北壁はやや丸みをおびる。底面まで
の深さは中央で23㎝。底面はわずかに東へ傾斜する。底面南側には残存長1.10ｍ、幅0.63ｍ、深さ5
㎝の長方形の掘り込みがある。覆土は深さ15㎝までが灰褐色砂質土、それ以下が暗褐色土である。
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SK1081
１ 灰褐色土
２ 青灰色粘質土（炭化物少量含む）
３ 青灰色粘質土に黄褐色ブロック混じる
　 （炭化物多量に含む）
４ 褐色粘質土（粘質強い）
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SE0002に切られ、SK1187・1190を切る。
　出土遺物（第59図332 ～ 343）　332 ～ 337は土師器杯皿である。332 ～ 334は皿で、口径7.6 ～ 9.6㎝、
器高0.9 ～ 1.2㎝。335 ～ 337は杯で、口径11.4 ～ 12.9㎝、器高2.1 ～ 3.0㎝。杯皿とも底部は糸切りで、

第59図　SK1185遺物実測図（縮尺 1/3）
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333・334・335・337には板状圧痕が残る。338は残長2.4㎝、径0.7㎝の土錘片。胎土精良で、焼きも良
く、暗赤褐色を呈する。瓦片が70余片出土しており339 ～ 343にその一部を図示した。339・340は平瓦、
他は丸瓦である。器面調整は布目、縄目叩き、格子目叩き、ナデと様々である。未実測の中にいぶし
て表面が光沢をおびるものがある。他に土師質土鍋、須恵質鉢、白磁椀Ⅳ・Ⅴ・Ⅸ類、白磁皿、龍泉
窯系青磁椀Ⅰ・Ⅱａ類、天目椀、陶器壺・盤などの破片が出土した。土師器杯皿の量も多い。
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　SK1187（第58図）　Ｃ－３区。長軸を北北東にとる楕円形状土坑である。北側壁は SK1185に切ら
れる。長さ1.60ｍ、幅0.89ｍ、深さ17㎝。覆土は深さ12㎝までが暗灰褐色土、それ以下が黄褐色砂質
土と灰黒色粘土が混じる。土師器杯皿片少量と龍泉窯系青磁椀片、瓦片、陶器片などが出土した。土
師皿には口径8.5㎝、器高1.1㎝、杯には口径13㎝の破片がある。
　SK1188（第58図）　Ｃ－３区。SD0001に大半を切られた東西長2.50ｍ、南北幅2.3ｍ、深さ39㎝の不
整形土坑である。底面に25 ～ 30㎝大の石がみられる。覆土は上部が灰褐色土に黄色粘質土ブロック
含み、下部が灰褐色土となる。土師器杯皿少量の他、土師質土鍋、須恵質鉢、白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系
青磁椀Ⅱｂ類、陶器鉢・甕、滑石製石鍋などの破片が出土した。
　SK1189（第58図）　Ｃ－３区。東側壁が SK1187・1191と切り合い、不明瞭であるが、長軸を北北
西にとる楕円形土坑とみられる。残存長1.40ｍ、幅1.32ｍ、深さ25㎝。底面東側が立ち上がっている
ところからすれば全長は1.6ｍ前後とみられる。底面西壁下に遺物が溜まって出土した。
　出土遺物（第60図344 ～ 351）　344 ～ 349は土師器杯皿である。344 ～ 347は皿で、口径7.2 ～ 8.3㎝、
器高1.1 ～ 1.3㎝。348・349は杯で、口径12.9 ～ 13.7㎝、器高2.7 ～ 2.8㎝。杯皿とも底部は糸切りで、
346・348・349には板状圧痕が残る。350は白磁椀Ⅷ類。見込みの釉を輪状に掻き取る。釉は淡い灰白
色。351は平瓦。ナデ調整で仕上げる。他には須恵質鉢片などが出土したにとどまる。
　SK1190　Ｃ－３区。東西に長軸をとる長さ1.20ｍ、幅0.80ｍ、深さ7㎝の楕円形土坑である。底面
西側に径0.65ｍ、深さ5㎝の掘り込みがある。西から南にかけ外に広がる可能性がある。SK1185に切
られる。
　SK1191（第58図）　Ｃ－３区。長軸をほぼ北西にとる楕円形土坑である。西側壁が SK1189に切ら
れる。残存長1.86ｍ、幅0.65ｍ、深さ22㎝。覆土は褐色土1層で、北側底の縁にのみ黄色土と灰黒色土
が混じった薄い層がある。底面四周の壁面下を中心に遺物が出土した。
　出土遺物（第60図352 ～ 367）土師器杯皿である。352 ～ 357は皿で、口径8.1 ～ 9.0㎝、器高1.1 ～ 1.3
㎝。358 ～ 367は杯で、口径11.0 ～ 13.0㎝、器高1.6 ～ 3.1㎝。口径11 ～ 11.4㎝の杯とそれより口径の
大きい杯がある。杯皿とも底部は糸切りで、361・362・367には板状圧痕が残る。他に須恵質鉢、白
磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀、褐釉陶器、瓦、滑石製石鍋片などが出土した。
　SK1194　Ｄ－４区。北西に長軸をとる長さ1.50ｍ、幅0.90ｍ、深さ2 ～ 3㎝の浅く、北側がややす
ぼまる長方形状土坑である。底面は凹凸が著しい。土師器杯皿片少量と鉄釘片が出土した。
　SK1198　Ｃ－３区。SK1188と SK1187間の浅い凹み状遺構である。南端部分は溝状に15㎝ほど深
くなる。土師器杯皿片少量と、土師質土鍋、白磁皿Ⅸ類、青白磁合子蓋、瓦片などが出土した。
　SK1393　Ｃ－４区。北西に長軸をとる長さ2.25ｍ、幅1.40ｍ、深さ10㎝の不整楕円形土坑である。
覆土は灰褐色土に黄褐色土ブロックが混じる。
　出土遺物（第39図98）遺構略号の取り違いからピット出土の遺物の中に掲載したが、この土坑から
出土した杯である。口径14.8㎝、器高2.9㎝。底部は糸切りで板状圧痕が残る。他に土師質鉢・土鍋、
白磁、龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁椀などの破片が出土した。
　SK1426　Ａ－２区。南側を攪乱溝に、また東側を SD0324に切られ西北隅部分のみ残る。現状での
深さ10㎝。方形状の土坑とみられる。土師器杯皿細片と焼土塊が少量出土した。
　SK1476（第58図）　Ａ－３区。西側が調査区外にかかるが、長軸をほぼ北北東にとる長方形状の土
坑とみられる。残存東西長0.92ｍ、南北幅0.92ｍ、深さ18㎝。土師器杯皿片少量と陶器鉢片などが出
土した。
　SK1627　Ａ－３区。SD1083に東側を切られるが、北東に長軸をもつ長方形土坑とみられ、残存長2.0
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ｍ、幅0.45ｍ、深さ3 ～ 5㎝をはかる。土師器杯皿細片の他瓦質湯釜？片などが出土した。
　SK1656　Ｂ－４区。西北西に長軸をとる長さ1.4ｍ前後、幅0.60ｍ、深さ6㎝の隅丸長方形土坑であ
る。底面は南東側が一段深くなる。土師器杯皿細片が少量出土したにとどまる。
　SK1677　Ｃ－４区。東西に長軸をとる長さ2.0ｍ以上、幅0.80ｍ、深さ3㎝の浅い楕円形土坑である。
覆土は黒褐色土で、炭化物が混じる。SB1907周溝と SD0607に切られる。土師器杯皿細片少量と白磁
椀、龍泉窯系青磁椀、陶器鉢などの細片が出土した。
　SK1680　Ｃ－４区。径1.50ｍ、深さ6㎝の浅い円形状土坑である。土師器杯皿細片少量と須恵質鉢、
白磁皿、陶器壺の細片が出土した。
　SK1688　Ｂ－４区。SD1083に東側を切られた、北北東に長軸をとる長さ1.60ｍ、現存幅0.65ｍ、深
さ7㎝の方形状土坑である。土師器杯皿細片少量と龍泉窯系青磁椀細片などが出土した。
　SK1692　Ｂ－４区。北東に長軸をとる長さ0.78ｍ、幅0.65ｍ、深さ2㎝の浅い楕円形の小土坑である。
土師器杯皿細片14と須恵質鉢、龍泉窯系青磁椀Ⅰ類細片が出土した。
　SK1693　Ｂ－４区。北に長軸をとる幅0.75ｍ、深さ2㎝の浅い不整方形状の小土坑である。土師器
杯皿細片4と龍泉窯系青磁椀Ⅰ類細片などが出土した。
　SK1702　Ｃ－４区。北北東に長軸をとる楕円形土坑で、長さ1.30ｍ、幅0.60ｍ。底面は南から北に
向かい深くなり11 ～ 20㎝をはかる。土師器杯皿細片少量と焼土塊が出土した。
　SK1722　Ｃ－３区。北北東に長軸をとる楕円形土坑で、長さ1.90ｍ、東側を SD0001に切られ現存
幅0.80ｍ、深さは7㎝をはかる。
　SK1735（第58図）　Ｂ－３区。ほぼ南北に長軸をとる楕円形土坑である。長さ1.32ｍ、幅1.0ｍ、深
さ7㎝。底面北側には径0.75 ～ 0.80ｍ、深さ14㎝の円形状の掘り込みをもうける。掘り込み底は凹凸
が著しい。土師器杯皿細片少量と須恵質鉢片、焼土塊が出土した。
　SK2001（第61図）　Ｂ－５区。ほぼ北西に長軸をとる大型の楕円形状土坑である。長さ6.04ｍ、幅
3.05ｍ、深さ64㎝。南側はほぼ直線的で、西側の幅はやや狭くなる。北側壁中央には浅い平坦面をつ
くるものの、横断面はおおむね鍋底状となる。覆土はおおきく①上部からの切り込みの1・.2層、②
厚さ40㎝前後の3層、③遺物を大量に含む4 ～ 17層、④炭化物を多く含む18 ～ 21層、⑤地山に近い22
層に分けられる。②層は東側で遺構上面近くまで上るが、西側に向かい薄くなり、遺物の量も少なく
なる。④層も同様の堆積を示している。東側の土坑底を中心に何かを焼いた後、東側縁から遺物が投
棄された状況をあらわしているとみられる。その後一気に埋められたのが地山土が多く混じる②層で
あろう。遺物は土師器杯皿が圧倒的に多く、また完形のものも相当数を占めるところから、祭祀に用
いられた土坑とも考えられるが、これほどの大型土坑が何故必要だったのかはわからない。SB1907
の周溝をはじめ周辺のほとんどの遺構に切られる。
　出土遺物（第62 ～ 64図368 ～ 481、第99図878 ～ 884・896、100図901 ～ 914）368 ～ 457は土師器
杯皿である。368 ～ 429は皿。口径7.3 ～ 10.7㎝、器高0.8 ～ 1.6㎝。口径8㎝大の皿が多数をしめる。
430 ～ 432は高台付皿。口径8.3 ～ 10.1㎝、皿部高0.8 ～ 1.5㎝、全高は431が2.9㎝、432が3.0㎝。433 ～
456は杯。口径は9.4 ～ 15.8㎝、器高1.4 ～ 2.9㎝。457は高台付杯。口径14.4㎝、杯部高1.8㎝、全高は3.6㎝。
杯皿とも底部は糸切りで、399・401・405・410・422・423・434・439・440・444・449・450・452 ～
456には板状圧痕が残る。また450には油煙が付着する。458は須恵質の鉢。口縁端部はわずかに肥厚
し外面に段をつくる。内面上位は刷毛目、下位は横ナデで調整する。外面は刷毛目調整の後、横ナデ
で仕上げる。全体に器表は磨滅気味である。外面灰黒色、内面黄白色を呈する。459は白磁椀片。底
部近くの露胎部に文字とみられる墨痕がみられる。460は低い高台がついた白磁合子身。釉は灰味を
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第61図　 SK2001実測図（縮尺 1/40）

１ 灰褐色粘質土（砂を含む）
２ 暗灰色粘質土
３ 灰褐色粘質土と黄褐色粘質土の混じり
４ 黒灰色粘質土（炭化物を多く含む）
５・６ 暗黄褐色粘質土
７ 暗灰色粘質土（炭化物含む）
８ 暗灰色粘質土
９・10・11 暗黄褐色粘質土
12 灰黒色粘質土（炭化物を多く含む）
13 灰黒色粘質土
14 赤褐色粘質土（焼土？）
15 灰黒色粘質土ブロック
16 黄灰色粘質土
17 暗灰色粘質土（土器を多く含む）
18 灰褐色粘質土（炭化物を多く含む）
19 暗灰褐色粘質土（炭化物を含む）
20 灰黒色粘質土（炭化物を含む）
21 暗黄褐色粘質土
22 黄褐色粘質土



− 80 −

おびた白色を呈する。受部から内面上位と、外面下位から底部にかけては露胎となる。461・462は外
面に鎬蓮弁を施す龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類。461の見込みには草花文のスタンプを施す。釉は青みをお
びた緑色。463は褐釉陶器の合子蓋。天井には木葉文の型押し？、体部には縦線を連続して陽刻する。
釉は明褐色～暗褐色で外面と内面天井部の一部にかかる。胎は黄白色でしまる。464は褐釉陶器の蓋。
暗褐色の釉が外面にかかるが、天井部下端は輪状に沈線を入れ掻き取る。内面は露胎。胎はしまり、
赤褐色を呈する。465は軒丸瓦片。外周に圏線をめぐらし、中央に草花文を施す。466 ～ 470は土錘。
中央のふくらみが少ないものと紡錘形状のもの（467・469）がある。466の長さ4.8㎝、径0.8㎝、重さ3ｇ。
精良な胎土で、焼成良好、赤褐色を呈する。471 ～ 473は土師器杯か皿の底部の加工品。471は方形状
に加工し、中央に円孔を穿ったもの。残存長3.2㎝。472・473は底部そのままを円形状に打ち欠く。
477は土師質の土製品片。側片は直線的で、側面中央には側縁に沿った凸出部をもうける。厚さ1.2㎝。

第62図　SK2001出土遺物実測図１（縮尺 1/3）

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

419

420

421

422

423

424

425

426

427

411 428

412 429

413

430

431

432

414

415

416

417

418
0 10cm



− 81 −

435

434

433

436

438

439

440

441

458

466

465

467 468 469 470

471

472 473 474

459
460

461

462

463

464

437

453

452

451

454

456

457

455

444

443

442

445

447

448

449

450

446

10cｍ0
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図上面はナデで平滑に仕上げるのに対し裏面は粗いナデのままである。焼成良好、淡赤褐色を呈する。
474は弥生土器の杯。外面には粗い刷毛目調整が残る。475は砂岩製の硯片である。図右側が海部になる。
476は滑石の方形材。片面に線刻を施す。478は砂岩製の目の細かい砥石。残存長8.8㎝、幅3.6㎝、厚さ1.0
㎝。広い上下二面を砥面とする。479は大型の砂岩製砥石。残存する上下2面と側面1面を砥面として利
用する。480は磨石か。舟形状の中央部分が磨りくぼむ。481は叩石。上下両面の中央に敲打痕が残る。
　878 ～ 884は鉄器。878 ～ 882は刀子あるいは短刀片。881は残長19.4㎝、刃幅2.0㎝。882の柄部分は
鮫皮状のものの上に漆を塗る。883・884は鉄釘。断面は方形をなす。896は椀形鉄滓。分析結果につ
いては付論に記す。
　901 ～ 914は銅銭。907が宋元通寳（960年初鋳）、901が咸平元寳（998年初鋳）、908が祥符元寳（1008
年初鋳）、903が天禧通寳（1018年初鋳）、911が景祐元寳（1034年初鋳）、904・914が皇宋通寳（1039
年初鋳）、902・905・906・909・912が元豊通寳（1078年初鋳）、910が紹聖元寳（1094年初鋳）、913は
やや不明瞭だが聖宋元寳（1101年初鋳）とみられる。
　図示した以外にパンケース14箱分の各種遺物が出土した。中には漆喰を塗った壁土片もある。
　SK2015（第65図）　Ｂ－５区。ほぼ北西に長軸をとる大型の楕円形状土坑である。長さ5.5ｍ、幅4.0
ｍ、深さ97㎝。壁面は深さ10㎝ほどでやや内部に傾斜する平坦面をつくり、そこから緩やかに下って
長さ1.3ｍ、幅0.8ｍの楕円形の底面にいたる。横断面はおおむねすり鉢状となる。東から北にかけて
の側壁上位には大小礫が落ち込む。覆土最下層の暗青灰色粘質土中から明染付など完形の遺物が出土
したが、その上層からの出土遺物も大きな時期差はない。
　出土遺物（第66・67図482 ～ 517）482 ～ 488は土師器杯皿である。482は皿。口径7.3㎝、器高1.5㎝。
483 ～ 488は杯。口径7.6 ～ 10.8㎝、器高0.8 ～ 2.5㎝。口径の割には器高があり、また底部が小さい。
体部は直線的に外傾するもの（483・487）と、やや内湾気味に外傾するもの（485・486）がある。
489は土師質土鍋の脚。490・491は土師質土鍋。大小はあるが体部はやや内湾気味にひらき、端部は
490が尖るようにおさめるのに対し、491はやや外につまみ出す。ともに内面は細かい刷毛目調整、外
面はナデで仕上げるが、491の底部近くには刷毛目が残る。ともに外面には煤が付着する。492 ～ 494
は瓦質の湯釜。492は口縁部がほぼ直立し、やや外傾する口縁端上面はくぼむ。体部の最大径は上位

第64図　 SK2001出土遺物実測図３（縮尺1/3）
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にあり、下位には沈線をめぐらす。内面は指押えの後刷毛目調整、外面は横のヘラ研磨調整を行う。
493は口縁部が内傾し、端部は丸くおさめる。口縁部下位、体部との境は強いナデでくぼむ。体部最
大径は中位にある。内面は指押えの後ナデ調整、外面は刷毛目の後ナデ調整で仕上げる。体部外面上
位には櫛状工具による縦線3本を扇状に組み合わせた文様を連続して施す。494は体部上位片だが、肩
が大きく張る。外面最大径部分に巴文のスタンプを施す。内面は上位は指押え、他はナデ調整。外面
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第65図　SK2015実測図（縮尺 1/40）

１ 灰黒色砂礫混じり土
２ 灰褐色粘質土
３ 暗灰褐色粘質土（鉄分強い）
４ 青灰色砂質土（鉄分強い）
５ 青灰色砂礫
６ 暗青灰色粘質土
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口縁部直下には刷毛目がわずかに残る。495は陶器壺肩片。上位には2本の浅い沈線がめぐる。光沢の
ある灰味をおびた暗緑色の釉が外面にかかる。胎は黄灰色でやや粗い。古瀬戸か。496 ～ 499は染付。
496は椀で、外面は口縁直下と高台部に圏線を入れ、その間に草花文や花文を描く。内面は口縁に圏
線を、また見込みの外側に圏線入れ、その中に草花文を描く。高台内まで釉がかかり、畳付露胎とな
る。497 ～ 499は碁笥底をもつ皿である。497は外面口縁部下と底近くに圏線を入れ、その間に4ヶ所
梵字風の文様を描く。内面は口縁に圏線を、また見込みの外側に圏線を入れ、その中に文字風の文様
を描く。釉は高台内まで施され、畳付部分も掻き取りを行わず、砂目が残った状態になる。498・499
は外面には文様がなく、見込み中央の釉の上に魚文を貼り付ける。その周りには水草とみられる草花
文を描く。498は草花文の外と口縁に圏線を入れる。釉は外底内まで施し、畳付部分を輪状に掻き取
る。498の口径11.5㎝、器高2.8㎝。500 ～ 506は白磁皿である。低い高台をもつ。500 ～ 505は端反り
皿、506は菊皿である。釉は501・503 ～ 505が淡い水色、残りは黄みをおびた灰色で、506が高台内外
もふくめ全面にかかるが、他は高台外面までの施釉となる。501の口径11.8㎝、器高3.2㎝、502の口径
11.9㎝、器高3.3㎝、506の口径10.4㎝、器高3.4㎝。507は朝鮮白磁椀である。低い高台をもち、見込み
には3ヶ所土目跡が残る。釉はやや青みをおびた灰白色で、高台外面までかかる。胎は黒色粒を含み、
しまりがよい。508は土師質の火舎か。上下の沈線間に菊花文スタンプを連続して施す。509は唐草文
の軒平瓦。510 ～ 512は土錘。510の残長5.2㎝、径1.5㎝。513は蛸壺。口径6.1㎝、器高10.5㎝。胎土は
精良で、黄白色を呈する。514・516は砂岩製砥石。514は残存する4面に、516は図右側面1面に砥面が
残る。515は舟形状に加工した石製品。中央上面はくぼみ、周囲には擦痕が残る。砂岩製。517は木針
であろうか。長さ22.7㎝、幅1.1㎝、厚さ0.3㎝。薄い板材を尖らせ、頭部も側面を削り細くする。頭
部寄りの中央に穴をあける。
　SK2016　Ｃ－４区。埋設管溝により南側を破壊された円形状の土坑である。現存径1.50ｍ、深さ6
㎝。覆土は灰黒色土で、炭化物が混じる。土師器杯皿細片少量と白磁椀Ⅸ類片が出土した。
　SK2052（第68図）　Ｃ－８区。長軸を北北東にとる楕円形土坑である。長さ1.74ｍ、幅1.37ｍ、深
さ34㎝。北側壁には2段にわたり浅いテラスが付く。底面は長方形に近い。覆土は上面近くに炭化物
層があり、それより下は灰褐色を主とした粘質土となる。
　出土遺物（第69図518 ～ 521）518 ～ 520は土師器杯皿。518・519は皿で、口径8.6 ～ 8.8㎝、器高1.0 ～ 1.2
㎝。520は杯で、口径12.5㎝、器高2.8㎝。杯皿とも底部は糸切り。521は土師質の移動式竃片。受部は
Ｌ字状に外反し、その下外面に縦耳をつくる。砂粒を多く含んだ胎土で、焼成良好、赤褐色を呈する。
内面には煤が付着する。他に龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類、皿Ⅲ類片、板材が出土した。
　SK2053（第68図）　Ａ－４区。西側が調査区外にかかり全体は不明である。現状では北北東に主軸
をとる隅丸方形状の土坑としてとらえられる。南北長3.60ｍ、残存東西幅2.40ｍ。南側では深さ10㎝
でほぼ平坦な底面となるが、北側は一段下がり、さらに北東側では長さ2.16ｍ、幅1.8ｍ、上面からの
深さ20㎝の楕円形状の掘り込みをつくる。覆土は炭化物を含んだ灰黒色土を主とする。
　出土遺物（第69図522・523）土師器杯である。口径13.0 ～ 13.4㎝、器高2.2 ～ 2.5㎝。底部は糸切りで、
ともに板状圧痕が残る。他に土師質土鍋、白磁椀、龍泉窯系青磁椀Ⅱａ・ｂ類、同安窯系青磁椀、褐
釉陶器壺、陶器盤片などが出土した。
　SK2054　Ｂ－５区。北東に長軸をとる長さ1.80ｍ、幅0.56ｍ、深さ5㎝の浅い楕円形状の土坑である。
覆土は灰黒色砂質土。土師器杯皿少量と龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁椀、褐釉陶器の細片が出土した。
　SK2055（第68図）　Ｄ－５区。SD2050の南端部分の覆土中に掘り込まれた楕円形状の小土坑であ
る。長軸方向は北東で、長さ0.82ｍ、幅0.56ｍ、深さ20㎝。掘り方は明瞭さを欠く。中には完形の土
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第68図　SK2052・2053・2055・2121・2258実測図（縮尺 1/40）

SK2052
１・２・３ 黒灰色土 （炭化物を多く含む）
４ 灰褐色粘質土
５ 暗灰褐色粘質土
６ 赤みをおびた灰褐色粘質土

SK2053
１ 灰黒色土（やや砂質、土器片・炭化物多く含む）
２ １とほぼ同じだが粘質おびる
３ 淡灰黒色粘質土に黄色土ブロック・炭化物

ブロック混じる

SK2121
１ 表土（バラス）
２ 茶褐色土

３ 茶褐色～黄橙色土
４ 黄橙色粘質土
５ 灰色粘質土と茶褐色粘質土の混じり
６ 暗灰色粘質土 （炭化物含む）
７ 明黄橙色粘質土のブロック
８ 灰褐色粘質土

SK2258
１ 黒褐色砂質土
２ 暗灰褐色土（やや砂質、炭化物若干含む）
３ 暗灰褐色土に黄灰色粘土ブロック混じる
４ 暗灰褐色粘質土（炭化物若干含む）

0 2m
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第69図　SK2052・2053・2055・2121・2234・2258出土遺物実測図（縮尺 1/3）
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師器杯皿が一部は重ねられたような状況で多数出土した。覆土には炭化物や焼土が混じる。
　出土遺物（第69図524 ～ 531）土師器杯皿である。524 ～ 527は皿。口径9.1 ～ 9.9㎝、器高1.1 ～ 1.3
㎝。528 ～ 531は杯。口径14.3 ～ 14.7㎝、器高2.7 ～ 2.9㎝。底部は糸切りで、528には板状圧痕が残る。
他に須恵質鉢、白磁、龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁椀・皿片などが出土した。
　SK2121（第68図） Ａ－５区。西側が調査区外にかかり、また南端は SK2053に切られる。現状では
南北1.85ｍ、東西1.02ｍの半円形状の平面を呈する。深さは7㎝前後と浅いが、中には土師器杯皿など
の遺物がまとまって出土した。覆土には焼土、炭化物を含む。
　出土遺物（第69図532 ～ 541）532 ～ 540は土師器杯皿である。532 ～ 534は皿。口径9.2 ～ 9.8㎝、器高1.0
～ 1.5㎝。535 ～ 540は杯。口径13.8 ～ 15.0㎝、器高2.0 ～ 3.3㎝。底部は糸切りで、537・538・540に
は板状圧痕が残る。541は同安窯系青磁椀。内面は櫛目文と片彫り文を組み合わせる。釉は灰緑色。
他に高台付杯、土師質土鍋、白磁、褐釉陶器片などが出土した。
　SK2164　Ｃ－５区。幅0.84 ～ 0.87ｍ、深さ4㎝の浅い方形状土坑である。土師器杯皿4細片が出土
したにとどまる。
　SK2234　 Ｆ－４区。北東に長軸をとる長方形土坑である。長さ1.32ｍ、幅1.07ｍ、深さ7㎝。
SB1950、SK2483に切られる。
　出土遺物（第69図542）滑石製石鍋片である。内傾気味の口縁部外面に断面台形状の鍔を削り出す。
口径27.8㎝。外面には煤が付着する。他に土師器杯皿少量と須恵質鉢、龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類、陶器
甕片が出土した。
　SK2256　Ｅ－５区。北西に長軸をとる長さ2.14ｍ、幅0.51ｍ、深さ10㎝の長方形土坑である。覆土
は暗灰色砂質土に黄褐色土が混じる。土師器杯皿細片少量と白磁片などが出土した。
　SK2258（第68図）　Ｆ－６区。長軸を西北西にとる土坑である。長さ2.20ｍ、幅1.22ｍの楕円形土
坑の東側に南北幅0.90ｍ、深さ12㎝の楕円形状掘り込みが取り付く。全体の東西幅は2.74ｍ。本体の
土坑は東掘り込みの底面と同じ深さに段がつき、緩やかに長さ1.18ｍ、幅0.42ｍの楕円形の底面に下
る。上面から底面までの深さ35㎝。覆土は1層と2 ～ 4層に大別できる。
　出土遺物（第69図543 ～ 546）543・544は土師器皿である。口径8.7 ～ 9.5㎝、器高0.9 ～ 1.3㎝。底
部は糸切り。545は瓦質の羽釜。口縁端部はやや肥厚し、外面直下に断面長方形状の鍔をめぐらす。
内面は刷毛目調整、外面はナデで、煤が付着する。546は砂岩製砥石。上下2面と1側面に砥面が残る。
他に須恵質鉢、白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類、青白磁合子蓋、陶器壺の破片が出土した。
　SK2259（第70図）Ｆ－５区。西北西に長軸をとる楕円形土坑である。長さ2.06ｍ、幅0.93ｍ。深さ
は11㎝と浅い。土師器杯皿少量と瓦質羽釜、龍泉窯系青磁椀Ⅰ類、軒丸瓦などの破片と鉄釘が出土した。
　SK2261（第70図）Ｆ－６区。北西に長軸をとる楕円形土坑である。長さ2.50ｍ、幅2.10ｍ。側壁は
緩やかに傾斜し、深さ30㎝で段をつくって下り、底面に至る。上面からの深さ67㎝。30㎝大までの角
礫が集積する。覆土は灰黒色土。SB1910を切る。
　出土遺物（第72図547 ～ 557）547 ～ 553は土師器杯皿である。547 ～ 550は皿で、口径7.8 ～ 8.1㎝、
器高1.2 ～ 1.5㎝。551 ～ 553は杯で、口径12.1 ～ 13.4㎝、器高2.6 ～ 2.9㎝。杯皿とも底部は糸切りで、
549・551には板状圧痕が残る。また548には油煙が付着する。554は瓦質の鉢。口縁部はやや肥厚する。
内外面とも刷毛目調整で仕上げる。555は土錘。長さ3.5㎝、径0.8㎝。胎土・焼きは良く、暗赤褐色。
やや下膨れの形状を呈する。556・557は砂岩製砥石。556はすべての面に、557は上下折損部分以外の
4面に砥面が残る。他に須恵質鉢、白磁椀Ⅷ類・皿Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀Ⅱａ・Ⅱｂ類、陶器盤、滑
石製石鍋などの破片と鉄釘が出土した。
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第70図　SK2259・2261・2416・2434・2436・2482実測図（縮尺 1/40）

SK2416
アミ：黄褐色～黄白色土に

若干灰黒色土混じる
１ 黒褐色砂質土
２ 黄白色砂質土ブロック
３ 黄褐色土に灰黒色土

混じる
４・５ 灰黒色土 （やや砂質）
６・７ 灰黒色土
８ ３と同じ
９ 灰色粘質土
10 ３と同じ
11・12 明灰色粘質土
13・14 黄白色粘質土
15 11に黄褐色土ブロック含む
16 暗黄褐色土
17 灰色粘土
18 17に黄褐色土ブロック入る
19 黄褐色土

20 黒色粘土
21 黄白色土に灰色土

若干混じる
22 灰色土に黒色土混じる
23 黄褐色砂質土に

灰黒色土混じる

SK2434
１ 灰黒色粘質土に黄灰色土

ブロック混じる
２ 黄灰色粘質土
３ 黒灰色粘質土に黄灰色ブ

ロック混じる
４ 黄褐色粘質土に灰黄色粘

質土混じる
５ 黒灰色粘質土に白灰色粘

質土ブロック混じる

0 2m
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　SK2412　Ｅ－５区。SE2411に南側を切られた西北西に長軸をとる楕円形状の土坑である。現存南
北長1.60ｍ、東西幅2.55ｍ、深さは3 ～ 6㎝と浅い。覆土は灰黒色砂質土。土師器杯皿少量と須恵質鉢、
龍泉窯系青磁椀、陶器盤などの細片が出土した。
　SK2416（第70図）　Ｅ－５区。北北東に長軸をとる南北にやや長い方形状土坑である。南北長2.10
ｍ、東西幅1.93ｍ。側壁は深さ17㎝で段をつくり、北にやや開いた方形状の底面に下る。上面から底
面までの深さ66㎝。SD2415に切られる。覆土は、地山土に近い黄白色土を主とした層と灰黒色土を
主とした層が細かく入り混じって堆積する。土師器杯皿片多数と土師質土鍋、須恵質鉢、白磁椀Ⅸ類、
龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁椀、陶器盤片などの細片、また鉄釘が出土した。
　SK2421　Ｄ－７区。径0.70 ～ 0.77ｍ、深さ8㎝の浅い円形土坑である。土師器杯皿細片少量と施釉
陶器壺片、瓦片などが出土した。
　SK2428　Ｄ－７区。北北東に長軸をとる長さ1.15ｍ、幅0.45ｍ、深さ3㎝の浅い楕円形土坑である。
微細な土師器杯皿片10と小土塊1が出土したにとどまる。
　SK2434（第70図）　Ｅ－６区。北東に長軸をとる楕円形の小土坑である。長さ0.87ｍ、幅0.77ｍ。
側壁は深さ6 ～ 15㎝でテラスをつくり、その中央を円形状に掘り込む。底面までの深さ33㎝。下部の
掘り込みは側壁がほぼ垂直で、また土層からみて柱穴の可能性もある。土師器杯皿細片少量と白磁椀、
龍泉窯系青磁椀Ⅱａ類の細片が出土した。
　SK2435　Ｅ－６区。円形状の小土坑である。径0.95ｍ前後、深さ11㎝。土師器杯皿細片少量と陶器
合子蓋などの細片が出土した。
　SK2436（第70図）　Ｅ－５区。北北東に長軸をとる楕円形土坑である。長さ1.70ｍ、幅1.13ｍ、深
さは5㎝と浅い。土師器杯皿細片少量と白磁椀Ⅸ類、同安窯系青磁椀、滑石製石鍋、銅銭（銭名不明）
などの細片が出土した。
　SK2441　Ｅ－６区。ほぼ東西に長軸をとる長さ1.16ｍ、幅0.75ｍ、深さ15㎝の楕円形土坑である。
北側に浅い段をもうけ、底面は南西側が深くなる。覆土は灰褐色土に黄灰色のブロックが入る。
SD2440に切られる。土師器杯皿片などが少量出土しただけである。
　SK2482（第70図）　Ｅ－５区。北東に長軸をとる南北にやや長い方形状土坑である。南北長1.63ｍ、
東西幅1.52ｍ、深さ20㎝。SK2412と SK2715に切られる。土師器杯皿片などが少量出土した。
　SK2483　Ｅ－４区。径0.80ｍ、深さ15㎝の円形土坑である。SB1950に切られ、SK2234を切る。土
師器杯皿砕片12が出土したにとどまる。
　SK2512（第71図）　Ａ－５区。径0.62 ～ 0.66ｍの不整円形土坑である。深さは7㎝と浅い。覆土は
炭化物を含んだ灰黒色土で、土師器杯皿がまとまって出土した。SX2484焼土面を切る。
　出土遺物（第72図558・559）土師器皿である。口径8.2 ～ 8.3㎝、器高1.0 ～ 1.3㎝。底部は糸切り。
他に細かく割れた複数の土錘細片16と鉄火箸、鉄釘などが出土した。
　SK2528（第71図）　Ａ－５区。南北長1.35ｍ、東西幅1.22ｍの不整形土坑である。南側壁の深さ5㎝
にテラスをつくり、そこから底面に緩やかに下る。上面から底面までの深さ26㎝。底面は凹凸が著し
い。覆土は主に灰褐色土である。
　出土遺物（第99図900）分析を行った椀形鉄滓である。他に土師器杯皿細片少量と須恵質鉢、白磁
椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁椀、滑石製品などの細片、また鉄釘が出土した。
　SK2530　Ａ－５区。西側が調査区外にかかるが、円形土坑とみられる。現存径1.05ｍ、深さは3㎝
と浅い。土師器杯皿細片若干と龍泉窯系青磁椀、同安窯系青磁椀の細片が出土したにとどまる。
　SK2532（第71図）　Ｂ－５区。北西に長軸をとる楕円形土坑である。長さ1.58ｍ、幅0.8ｍ、深さ40㎝。
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第71図　SK2512・2528・2532・2533・2601実測図（縮尺 1/40）

SK2528
１ 暗灰褐色土
２ 灰褐色土（砂含む、 しまりなし）
３ 灰褐色土と灰白色土の混じり

SK2532
１ 茶褐色粘質土（やや砂質）
２ 暗褐色粘質土（炭化物含む）
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側壁の傾斜は緩やかで、底面近くには30㎝大までの礫が落ち込む。覆土は上下2層に分かれ、下層に
は炭化物が混じる。SK2015に切られ、SD0646を切る。土師器杯皿片少量と須恵質鉢、白磁椀、同安
窯系青磁椀、滑石製品などの細片、また鉄滓が出土した。
　SK2533（第71図）　Ｃ－５区。ほぼ東西に長軸をとる楕円形の小土坑である。長さ0.95ｍ、幅0.58ｍ、
深さ58㎝。覆土は黒褐色土に炭化物が混じる。上面から5 ～ 15㎝の深さで、甕2個体がつぶれた状態
で出土した。
　出土遺物（第72図560・561）弥生土器の甕である。560は張りのない細長い胴部から口縁部が内面
に稜をつけてくの字状に外傾する。底部は厚く、端部はやや外に張る。わずかに上底となる。器面は
磨滅が著しく、胴部外面の一部に縦の刷毛目調整がうかがえる程度である。口径20.5㎝、器高28.3㎝。
561は560に比べ小形で、如意形口縁部をもつ。口縁下端にはヘラで小さな刻目を入れる。外面口縁部
下には3条の沈線をめぐらす。底部は外にわずかに張り、また上底気味となる。内外面とも磨滅し、
調整は不明。復元口径16.0㎝、器高17.7㎝。ともに砂粒を大量に含んだ胎土で、焼成は良好、主とし
て赤褐色を呈する。また外面には煤の付着が確認できる。板付Ⅱ式の新しい段階のものか。
　SK2601（第71図）　Ｂ－５区。北側が上辺、南側が下辺となる角が丸みをおびた台形状土坑である。
南北幅3.85ｍ、南辺幅4.53ｍ。深さは北壁下で39㎝。底面は北側にやや深くなるところがあるが、全
体的にはほぼ平坦となる。覆土は深さ30㎝までが砂礫が混じった灰黒色土、それから下が灰黒色土ブ
ロックが混じった黄褐色土となる。SB1907をはじめほとんどの周辺遺構に切られる。
　出土遺物（第72図562 ～ 567）562 ～ 564は土師器杯皿である。562・563は皿で、口径8.6 ～ 9.6㎝、
器高0.9 ～ 1.25㎝。564は杯で、口径14.7㎝、器高2.7㎝。杯皿とも底部は糸切りで、562の口縁部には
油煙が付着する。565は瓦質の甕胴部上位片。外面は平行叩きを縦横に行い、内面は横ナデで仕上げ
るが、上位には粗い刷毛目が残る。566は土師質土器の胴部片を円盤状に加工したもの。径は2.5㎝。
567は瓦玉。全体に丸みをおびる。大型土坑の割には出土遺物はさほどでもなく、土師器杯皿がコン
テナ1箱ほど、他に須恵質鉢、白磁椀Ⅷ類・皿、龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類、同安窯系青磁椀、陶器鉢な
どの細片と鉄釘が出土したにとどまる。
　SK2606　Ｃ－９区。西側が調査区外にかかるが、北北東に長軸をとる長方形土坑とみられる。長
さ1.55ｍ、現存幅0.7ｍ、深さは25㎝。覆土は黒褐色土に黄白色粘土が混じる。土師器杯皿少量の他、
須恵質鉢、白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀、褐釉陶器の細片などが出土した。このⅠ区北端部には調査
区北側の線に併行するように、この土坑から東に SK2607・2608・2609・2976・2977が列ぶ。
　SK2607（第76図）　Ｃ－９区。径2.70 ～ 2.93ｍのやや南北幅が広い円形状の土坑である。深さは
42㎝で、底面は凹凸が著しい。覆土は灰色の砂質土と粘質土の互層に近く、以下に述べる SK2608・
2609も同様の堆積状況であった。土師器杯皿片少量と褐釉陶器片などが出土した。
　SK2608（第76図）　Ｃ－８区。ほぼ北西に長軸をとる隅丸長方形土坑である。長さ3.74ｍ、幅2.28ｍ、
深さ40㎝。底面はやはり凹凸が著しい。土師器杯皿少量の他、須恵質鉢、白磁椀Ⅸ類、龍泉窯系青磁
椀Ⅰ・Ⅱｂ類、同安窯系青磁椀細片などと鉄釘が出土した。
　SK2609（第76図）　Ｃ－８区。ほぼ北西に長軸をとる楕円形状土坑であるが、上面の掘り方には出
入りがある。長さ4.48ｍ、幅2.10ｍ、深さ43㎝。底面には凹凸があり、北側壁と南側壁下には底面か
ら4 ～ 7㎝のくぼみがある。土師器杯皿少量の他、須恵質鉢、白磁椀・皿Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類、
同安窯系青磁椀、陶器盤細片などが出土した。
　SK2619（第73図）　Ｅ－７区。径1.18 ～ 1.22ｍの円形土坑である。深さは90㎝で、底面は径50㎝前
後の円形となる。覆土は灰色粘質土。深さ75㎝で土師器杯皿と木枝が出土した。
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第72図　SK2261・2512・2533・2602・2603出土遺物実測図（縮尺 1/3）
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第73図　SK2619・2715・2716・2735・2738実測図（縮尺 1/40）

SK2716
１ 灰黄色粘質土
２ 暗灰色粘質土
３ 黄色粘質土
４ 灰色粘質土
５ 灰黄色粘質土
６ 黄橙色粘質土

SK2738
アミ：黄白色土
１ 青みおびた灰色土 （砂、鉄分含む）
２ １と同じ
３ 青みをおびた灰色土 （鉄分含む）
４ 暗灰色粘質土 （鉄分含む）
５ ４と同じ（部分的に砂含む）
６ 灰黒色粘質土
７ ６に鉄分含む



− 96 −

　出土遺物（第75図568 ～ 570）土師器杯皿である。568は皿で、口径9.6㎝、器高1.2㎝。569は杯で、
口径15.5㎝、器高3.0㎝。570は高台付杯。杯皿とも底部は糸切りで、568・569には板状圧痕が残る。
また568の口縁部には油煙が付着する。土師器杯皿以外の出土遺物はほとんどない。
　SK2636　Ｃ－５区。西北西に長軸をとる長さ1.10ｍ、幅0.83ｍ、深さ18㎝の長方形土坑である。北
側を除いた深さ7 ～ 11㎝の壁面に段がつく。覆土は灰褐色土（第79図土層7に土層断面図がある）。
SD0001に切られる。土師器杯皿片少量が出土したにとどまる。
　SK2714　Ｆ－５区。北東に長軸をとる長さ1.10ｍ、幅0.36ｍ、深さ9㎝の楕円形土坑である。覆土
は明黄褐色砂質土に焼土が混じる。土師器杯皿細片7が出土したにとどまる。
　SK2715（第73図）　Ｆ－４区。北西に長軸をとる長方形状土坑である。西側は幅が狭くなる。長さ
2.25ｍ、幅1.12ｍ、深さ12㎝。覆土は灰黒色砂質土に黄褐色土が混じる。
　出土遺物（第75図571 ～ 576）　571は瓦質の羽釜。内外面ともナデ調整で仕上げる。外面灰黒色、
内面と胎は黄白色。572は白磁椀Ⅸ類（口禿）。釉は青味をおびた灰白色。573は外面に鎬蓮弁を施す
龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類。釉は灰味をおびた緑色。574は古墳時代の壺か 片。頸部下端には波状文を
めぐらす。外面には自然釉がかかる。575は瓦玉。576は砂岩製の砥石。全長14.2㎝、幅3.2㎝。図上面
と左側面の2面を砥面として利用する。他に土師器杯皿片が出土した。
　SK2716（第73図）　Ｆ－４区。西北西に長軸をとる楕円形土坑である。長さ1.78ｍ、幅1.08ｍ。深
さ15㎝でいったん平坦面をつくり、その中央を不整形状に掘り込む。底面までの深さ22㎝。覆土は灰
～黄灰色粘質土。古墳時代の遺構で、下層遺構と同様の粘土採掘坑とみられる。
　出土遺物（第75図577）土師器の甕である。球形の胴部から口縁部が外傾し、端部は尖り気味にな
るとみられる。器表は磨滅するが、内面ヘラ削り、外面には刷毛目調整が残る。赤味をおびた黄褐色
を呈する。他に土師器高杯片が出土した。

第74図　SK2913実測図（縮尺 1/40）
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１ 造成土 （バラス主）
２ 暗黄褐色土 （耕作土）
３ 赤褐色土 （鉄分、床土）
４ 灰黒色土 （SD2437溝）
５ 灰褐色土 やや砂質 （SD2733溝）
６ ５に黄褐色土混じる （SD2733溝）
７ 灰色土 （やや砂質、鉄分多く

やや赤みおびる）
８ 黄褐色砂質土に灰色土混じる

９ 暗灰色土 （若干砂含む）
10 灰黒色粘質土
11 灰色土と黄褐色土の混じり （砂含む）
12 黄灰色粗砂
13 黄褐色砂質土に灰色土混じる
14 灰黒色土 （やや粘質）
15 灰黒色粘質土 （鉄分含む）
16 灰黒色土 （SP2649） 
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第75図　SK2619・2715・2716・2738・2913出土遺物実測図（縮尺 1/3）
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第76図　SK2607・2608・2609・2976実測図（縮尺 1/60）

SK2607
１ 暗灰色砂質土 （鉄分含む）
２ 暗灰色粘質土
３ 灰色土 （上部ややシルト、下部はやや粘質、鉄分含む） 
４・５ ３と地山の黄白色粘質土の混じり

SK2608
１ 暗灰色土 （やや砂質、鉄分多く含む）
２ 灰色粘質土 （鉄分若干含む）
３ 明灰色粘質土
４・５ 灰白色粘質土 （鉄分若干含む）

SK2609 
１ 暗灰色土 （礫、鉄分含む）
２ 灰色土 （鉄分含む）
３ ２に白色土ブロック含む
４ 暗灰色粘質土（鉄分若干含む）
５ 灰黒色粘質土
６ 灰白色粘質土に灰黒色粘質土が混じる

SK2976
１ 灰黒色砂質土 （鉄分多く含む）
２ 青みおびた灰色土 （やや粘質、鉄分含む）
３ 明るい灰褐色砂質土（鉄分含む）
４ 灰褐色土（鉄分含む）
５ 明るい灰褐色土（灰み多い、 鉄分含む）
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　SK2735（第73図）　Ｅ－５区。南北にやや長い方形状の土坑である。南北長1.07ｍ、東西幅0.93ｍ、
深さ15㎝。掘り方は不明瞭。SK2716同様の遺構とみられる。土師器甕片などが出土した。
　SK2737　Ｆ－５区。ほぼ東西に長軸をとる長さ1.15ｍ、幅0.75ｍ、深さ6㎝の楕円形土坑である。
覆土は灰褐色土。土師器杯皿細片少量と骨片が出土した。
　SK2738（第73図）　Ｆ－６区。西北西に長軸をとる楕円形土坑である。長さ2.33ｍ、幅1.35ｍ。深
さ6㎝で西側に長さ1.76ｍ、幅1.35ｍの楕円形坑をほぼ垂直に掘り下げる。上面からの深さ67㎝で平坦
面をつくり、その中央を楕円形に掘り込む。上面から底面までの深さ116㎝。覆土は黄白色土と灰色
土が互層をなし、底部の6・7層は灰黒色粘質土となる。
　出土遺物（第75図582 ～ 587）土師器杯皿である。582 ～ 585は皿。口径9.0 ～ 9.7㎝、器高1.2 ～ 1.7㎝。
586・587は杯で、口径15.0 ～ 15.8㎝、器高3.1 ～ 3.3㎝。杯皿とも底部は糸切りで、583・586・587に
は板状圧痕が残る。他に白磁椀片、小鉄滓などが出土した。
　SK2913（第74図）　Ｆ－４区。東が調査区外にかかり全容は不明だが、円形土坑とみられる。現状
での南北幅3.37ｍ。側壁は緩やかに下り、段や平坦面をつくりながら、深さ53㎝の円形の底面となる。
覆土は図に示したようにほぼ水平な堆積を示す。
　出土遺物（第75図578 ～ 581）578 ～ 580は土師器杯皿である。578は皿で、口径9.4㎝、器高1.6㎝。
579・580は杯で、口径16.0 ～ 16.5㎝、器高2.8 ～ 3.15㎝。杯皿とも底部は糸切り。581は瓦質の甕か。

10cm0

588

589

590

591

第77図　SK2976出土遺物実測図（縮尺 1/3）
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外面は平行叩きを縦横に行う。内面はヘラナデで、底部には指押さえが残る。焼きは土師質に近い。
他に白磁椀Ⅷ類・皿Ⅸ類、龍泉窯系青磁椀Ⅱｂ類、同安窯系青磁椀片などが出土した。
　SK2916　Ｂ－５区。SB1907の北周溝南西隅と SK2001との間に残る土坑である。円形とみられ、
現存東西幅0.65ｍ、深さ10㎝前後をはかる。土師器杯皿細片少量が出土したにとどまる。
　SK2928　Ｅ－５区。北北東にやや長い方形土坑である。幅は0.75 ～ 0.80ｍ、深さ9㎝。SK2416に切
られる。古墳時代の土師器甕片などが少量出土した。
　SK2976（第76図）　Ｄ－８区。北西に長軸をとる不整楕円形状土坑である。長さ8.28ｍ、幅2.8 ～ 2.98
ｍ。西側壁には深さ30㎝にテラスをつくる。底面までの深さは残りのよいところで60㎝。底面は凹凸
があり、中央西側はさらに10㎝ほど深くなる。調査区北西端の SK2606から東に列ぶ土坑のなかにあ
り、覆土などの状況もそれらの土坑とほぼ同じである。
　出土遺物（第77図588 ～ 591）588・589は土師器杯である。口径12.5 ～ 12.8㎝、器高2.7 ～ 3.0㎝。
底部は糸切りで588には板状圧痕が残る。590・591は丸瓦。590の凸面は縄目叩き、凹面は布目痕が残り、
591の両面とも板ナデで仕上げる。他に須恵質鉢、白磁椀、龍泉窯系青磁椀片、陶器壺片などが出土した。
　SK2977　Ｅ－８区。SK2976の東側に位置する長方形状の土坑である。長軸は西北にとる。残存長
4.8ｍ、1.90 ～ 2.20ｍ、深さ20㎝。調査区北西端の SK2606から東に列ぶ土坑の東端にあり、覆土など
の状況もそれらの土坑とほぼ同じである。土師器杯皿片などが少量出土したにとどまる。
　SK2984　Ｅ－５区。北東に長軸をとる長さ0.60ｍ、幅0.45ｍ、深さ10㎝の長方形の小土坑である。
覆土は灰褐色砂質土。土師器杯皿細片少量が出土したにとどまる。
　SK2995　Ｄ－６区。西北西に長軸をとる長さ0.70ｍ、幅0.58ｍ、深さ26㎝の楕円形の小土坑である。
土師器杯皿細片少量が出土したにとどまる。
　SK2997　Ｅ－８区。SD2050北端に南側を切られた長軸を西北にとる楕円形土坑である。長さ1.53
㎝残存幅0.82ｍ、深さ15㎝。土師器杯皿片などが少量出土したにとどまる。
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第78図　溝状遺構配置略図（縮尺 1/400）
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（７）溝
　溝として番号をつけた遺構は111条ある。溝のほとんどが北東－南西方向か北西－南東方向に走る
もので、前者を南北溝、後者を東西溝とここでは呼ぶ。このうち灰～灰褐色土を覆土とする深さ10㎝
に満たない浅い溝が多数みられる。出土遺物は中世のものが多いが、SD0003などで国産陶磁器が若
干混じっており、近世以降の水田に伴う溝とみられる。この種の溝はほぼ調査区全域に広がっている
が、とくに北西部において著しい。また建物Ｃ群を区画するようにみえる SD2237・2238・2239もこ
れに属する。ここでは中世の溝のうち主だったものについて出土遺物とともにみていく。
　SD0001（第78・79・81図）　調査区の南西部を逆Ｌ字状に囲繞する溝である。北辺溝は長29ｍ、幅
1.5 ～ 2.0ｍ、深さ20㎝前後、東辺溝は長32ｍ、幅2.0 ～ 3.0ｍ、深さ30 ～ 35㎝をはかる。北辺溝の西
端は調査区外に抜け、また東辺溝の南端は段落ちで切れる部分とその手前で西に折れる部分とに分か
れる。東辺溝には、Ｃ－４区から東に走る SD0607が東端で SD0611とあわさり、切り込む。その接
続部の南Ｃ－３区には東西幅4ｍ前後、南北幅3.5ｍ前後の深さ45㎝の掘り込みがあり（第81図）、底
には10 ～ 50㎝大の礫が多数みられた。水溜のための遺構であろうか。第79図に土層図を示したが、
土層1・2では新旧の堆積がみられる。西側が古く、段落ち手前で西に折れ緩やかに立ち上がる部分に
つながり、当初はこの部分で溝が終わっていた可能性がある。また土層3の水溜遺構も埋没後上部に
新しい溝が切り込んだ状態を示している。これらを総合してみると、当初 SD0001は北辺から東辺に
かけて掘り、東辺の中央に水溜遺構を設け、段落ち手前で西に折れ立ち上がる溝であったとみられる。
その埋没後、SD0607・0611が SD0001の東辺流路をたどるように掘られ、段落ち部で途切れているも
のの、その延長上にある SD0328ともともと接続し、最終的には香椎川につながっていた可能性が高
い。ただし調査の際には、溝の掘り方さえも明瞭さを欠き、その覆土を区別して掘ることはきわめて
困難で、結果的にはまとめて掘りあげることしかできなかった。なお、溝中への遺物の落ち込みは東
辺で多く、それも東側から投棄された状態であった。
　出土遺物（第83 ～ 88図592 ～ 700、第99図860 ～ 864・892、第100図915、第101図930）592 ～ 623
は土師器皿・杯で、いずれも糸切り底である。皿には口径7.0cm で器高の高いもの（592 ～ 594）、口
径8cm 前後で器高の低いもの（595 ～ 601）、口径9 ～ 10cm のもの（602 ～ 607）があり、604・605
は体部がほぼ直立するものである。608は貼り付けの高台をもつ皿で、609は口径7.0cm で器高が2.9cm
と高く、体部下半は外反し、上半は直立する珍しい器形である。610 ～ 623は杯で、口径10cm 前後
のもの（610 ～ 612）、口径11 ～ 12cm のもの（613 ～ 620）、口径12.5cm で底径が5cm と小さく、体
部が直に外に開く大内系のもの（621）、口径13 ～ 14cm の大型のもの（622・623）がある。592・
593・620は口縁部に煤が付着し、灯明皿として使用したものである。624 ～ 633は土師質の土鍋である。
624は口縁部を水平に外反させ、内外面をナデ調整するものである。625 ～ 630は口縁部をやや内湾気
味に収束させる器形で、いずれも内面と外面下半は刷毛目調整を行い、外面上半には指押さえ、指ナ
デによる指頭圧痕が残り、外面には煤が付着している。631 ～ 633は体部上面を外側にわずかに屈折
させる器形で、いずれも内面と外面下半は刷毛目調整を行い、外面上半には指押さえ、指ナデによる
調整を行い、外面には煤が付着している。633の内底には焦げによる炭化物が付着している。第85図
634 ～ 643はいずれも湯釜で、635・636が酸化炎焼成による土師質に近い肌色を呈しているが、他は
瓦質である。634は湯釜頸部の小破片で、反転実測のため印象が違うが、実際は頸部が直立し、口径
はもっと小さいものと思われる。口縁部の外面を肥厚させるものである。635は上半の破片で、肩に
手捏ねの縦耳を2個付け、その中央部に穴をあけている。内面は斜め刷毛目の後指押さえ、頸部外面
は斜め刷毛目後ナデ、体部外面横刷毛目調整を行っている。636は胴部破片でその中央部に幅広い鍔
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第79図　SD0001土層断面実測図（縮尺 1/40）

土層１
１ 灰褐色土 （やや砂質で土器片、礫、鉄分を含む）
２ 灰褐色粘質土
３ 灰褐色土と黄色土の混じり（小礫若干入る）
４ 褐色土に黄色土ブロック混じる（ピット）

土層２ 
１ 暗灰褐色砂質土に黄色土ブロック混じる（土器含む）
２ 灰褐色土と黄色土の混じり（土器含む）
３ 灰褐色土（両側は砂質、土器、鉄分含む）
４ やや暗い灰褐色粘質土
５ ４に同じ
６ 白色砂礫
７ ６に同じ
８ やや明るい灰褐色土に白色砂礫混じる
９ ８と同じだが砂礫含まない（やや砂質）
10 灰黒色土（やや砂質）
11 黒色粘質土と汚れた黄色土の混じり（ピット） 

土層３
１ 灰黒色土（しまりない）
２ 灰褐色砂質土に黄色砂質土

ブロック混じる
３ 赤褐色土と灰褐色土の混じり 
４ 灰褐色土（やや砂質、土器含む）
５ 灰黒色土ブロック
６ 灰褐色土と黄褐色土のブロック
７ 暗灰褐色砂質土（土器含む）
８ ７に同じ
９ 暗褐色砂質土に黄色土

ブロック含む
10 灰褐色土（両側はやや砂混じり、

鉄分多く含む）
11 やや暗い灰褐色粘質土

（鉄分若干含む）
12 11に同じ
13 黒色土（炭化物）
14 灰黒色砂質土
15 暗灰色細砂
16 灰褐色土と黄褐色砂質土の

混じり
17 黄褐色砂質土
18 明灰色粘土
19 灰みをおびた黄褐色砂質土

土層４
１ 灰褐色砂質土（土器含む）
２ 暗褐色土
３ ２と同じ
４ 暗褐色土に焼土多く混じる
５ 黒色土（炭化物） 
６ 黄褐色土（やや砂質）
７ ６に黄色土ブロック混じる
８ 灰色土
９ 暗灰黒色砂質土
10 ９に黒褐色粘質土ブロック混じる
11 やや黄味をおびた灰褐色砂質土

（礫、土器含む）
12 灰褐色砂質土に明黄褐色砂質土混じる
13 明灰褐色土
14 黄灰色砂ブロック
15 明灰褐色土 （わずかに砂含む）
16・17 暗灰褐色土と黄褐色砂の混じり
18 褐色砂質土
19 暗灰褐色土に黄色土ブロック混じる 

（礫、土器含む）

土層５
１ 暗灰褐色砂質土
２ 暗褐色土に黄色土ブロック混じる
３ 黄褐色土
４ 明灰褐色土
５・６ 黄褐色砂質土
７・８ 暗灰褐色土に黄色土ブロック混じる
９ 暗灰褐色土と黄色土の混じり
10 暗灰褐色土（やや粘質）
11 淡褐色砂質土に黄色砂ブロック混じる

土層６
１ 灰黒色砂質土 （土器含む）
２ 灰褐色土 （ややしまる）
３・４ 汚れた黄褐色土に灰黒色土

ブロック混じる

土層７
１ 灰黒色砂質土
２・３・４ 黄褐色土ブロック （１も若干混じる）
５ 灰黒色土
６ 灰褐色土に黄褐色土ブロック若干混じる

　　　　　　　　　　　　（SK2636）
７ 灰黒色土 （ピット）
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第80図　SD0324・0645・0646・1082・1083・2050・2373土層断面実測図（縮尺 1/40）

SD0324
１ 赤褐色土（鉄分含む）
２ 暗灰褐色砂質土 

（鉄分、土器含む）
３ 明灰褐色土 （西側は灰味強くやや

粘質、東側は褐色が強い、２に比
べ砂の混じりが少ない）

４ 黄白色砂
５ 褐色土
６ 暗灰色粘質土に黄白色土

ブロック混じる
７ 黄褐色砂質土
８ 褐色土 （やや砂質、土器片含む）
９ 灰みおびた褐色土 

（炭化物含む）

SD0324・1082・1083
１ 灰褐色土
２ １と同じ
３ 礫混じりの灰色砂質土
４ 灰褐色粘質土 （ピット）

SD0645
１ 灰黒色砂質土
２ 黄灰色土に黄褐色土・灰色粘質

土混じる

SD0646
１ 灰褐色土 （ピット）
２ 灰褐色土に黄褐色土ブロック混

じる（小礫、土器片、炭化物若
干含む）

３ 黄みおびた灰褐色砂質土
４ ３と同じ
５ 黄灰色砂質土に黄褐色土ブロッ

ク混じる（土器片含む）
６ 黄色砂質土ブロック
７ 明黄褐色砂質土
８ ７と同じ
９ 暗黄灰色砂質土
10 ５と同じ
11 暗灰褐色砂質土
12 褐色砂質土（炭化物含む）
13 黄褐色土に灰黒色土

ブロック混じる
14 黄みをおびた暗灰褐色砂質土
15 暗赤褐色土（やや砂質）

16 黄褐色砂質土
17 暗赤褐色土
18 灰黒色粘質土
19 灰黒色土と黄白～白色土の

混じり

SD2050
１ 灰～灰褐色土に黄褐色土

混じる
２ 明黄褐色土に灰～灰黒色土

混じる
３ 明るい灰褐色粘質土

（鉄分含む）

SD2373土層１
１ 灰褐色土に黄褐色土ブロック

混じる（炭化物含む）
２ 灰黒色粘質土
３ 灰褐色粘質土
４ 黄褐色土ブロック

SD2373土層２
１ 灰褐色土
２ 灰褐色土に黄褐色土ブロック

混じる（炭化物含む）
３ 灰黒色粘質土
４ 灰褐色粘質土

SD2373土層３
１ 灰褐色土
２ 黄褐色土ブロック
３ 黄灰色土（鉄分含む）
４ 灰褐色土に黄褐色土ブロック

混じる（炭化物含む）
５ 灰黒色粘質土
６ 黄灰色粘質土
７ 黄褐色土ブロック
８ 灰黒色粘質土
９ 黄白色土

SD2373土層４
１ 灰褐色土に黄褐色土ブロック

混じる（炭化物含む）
２ 黄褐色土ブロック
３ 灰色土
４・５ 黄灰色粘質土
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